
授 業 科 目 の 概 要 

（農学府農学専攻） 

科目 

区分 
授業科目の名称 講義等の内容 備考 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

生物生産科学概論Ⅰ （概要） 

農業生物を含む植物や昆虫、微生物・ウイルス等の成長

制御と農業上重要な植物を保護するための基盤研究並

びに応用研究の最前線に関する基礎知識を習得した上

で、生物制御科学に関連する各分野の第一線で活躍する

本学教員と学生がパネルディスカッション形式で討論

を進めて行く集中講義。 

（共同／全８回） 

 

（№6 夏目 雅裕） 

（生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機

化学、形態分化） 

 

（№7 有江 力） 

（植物病理学，病害制御技術，病原性進化、総合的防除

システム） 

 

（№8 福原 敏行） 

（生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物スト

レス、RNAサイレンシング） 

 

（№10 川出 洋） 

（天然物化学、生理活性物質、生合成、進化） 

 

（№9 仲井 まどか） 

（害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物

的防除） 

 

（№11 笠原 博幸） 

（植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構） 

 

（№63 平岡 毅） 

（応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学） 

 

（№64 森山 裕充） 

（マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、

環境・薬剤ストレス） 

 

（№122 井上 真紀） 

（生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学） 

 

（№65 小松 健） 

（微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄

生性病原体） 

共同 

別記様式２号（その３の１） 

（用紙 日本工業規格 A４縦型） 



共 

通 

基 

礎 

科 

目 

生物生産科学概論Ⅱ （概要） 

様々な学問領域からなる「生物生産学」という学問領域

を理解し、高度な専門分野の科学研究を学ぶための基盤

を形成するため、「生物学」をはじめとした「化学」「物

理学」などの自然科学のすべての分野と関連し、発展し

続けている科学であることを理解させ、その研究のため

の基礎的な知識と実際の現場における要請、そして最新

の科学研究を解説し、生物生産科学の幅広さとその研究

の進め方を講義する。 

（オムニバス方式／全８回） 

 

（№57 大津 直子） 

第 1 回 硫黄は植物の必須元素の一つであり、植物体

内の有機態硫黄化合物は、チオール基を介し酸化還元反

応を行うことから、酸化ストレスや重金属ストレスの除

去、酵素活性の制御を行い、植物の生育や環境応答に大

きく関わっている。また、植物への養分吸収を助ける土

壌微生物の機能にも、硫黄が重要であることが分かって

きている。本講義では硫黄代謝を中心に、植物の養分吸

収についての最新の知見や、研究内容について講義す

る。 

 

（№61 杉原 創） 

第２回 生物生産の基盤である土壌環境の理解に基づ

き土地管理を検討・構築・創出する事は、食料増産と持

続可能な農業との両立を目指すうえで必要不可欠であ

る。本講義では、食料問題が顕在化している熱帯地域の

農業に焦点を当てたうえで、熱帯固有の土壌特性に付随

して起きる物質動態の解析結果を基に、増産と保全の両

立に必要な課題について議論する。 

 

（№62 杉村 智史） 

第３回 我が国で飼育されているウシのほぼ 100％が

人工授精や胚移植といった人工繁殖技術によって誕生

している。また、近年、生殖細胞、胚、多能性幹細胞、

ゲノムなどの操作技術の進展により家畜生産が大きく

変わろうとしている。哺乳動物の生殖制御技術に関し

て、最新の研究報告を踏まえながら講義する。 

 

（№56 山田 哲也） 

第４回 植物を利用したグリーン・イノベーションが提

案されている。これは、植物の持つ様々な能力を最大限

に利用することで、食糧問題や環境問題の解決を目指す

とともに、関連産業を発展させ、新たな雇用を創出する

というものである。本講では、植物を利用したグリーン・

イノベーションの実現に植物遺伝育種学が果たすべき

役割について講義する。 

 

オムニバス方

式 



（№2 大川 泰一郎） 

第５回 21 世紀においては気候変動による地球温暖

化、養水分など資源の枯渇の問題が顕在化しており、人

口増加に食料生産の増加とともに、持続的で安定した食

料生産が課題となっている。イネやコムなどの主要な食

用作物の収量増加、光エネルギー、資源の高い利用効率、

環境ストレス耐性、品種改良に関わる最近の研究成果を

概説し、作物学の果たすべき役割を講義する。 

 

（№3 佐藤 幹） 

第６回 畜産は我が国の農業産出額の 1/3 を占める重

要な産業である。畜産は動物の命を頂くことで成り立つ

産業であり、それに関わる産業動物、すなわち家畜の特

性とその飼養管理を十分に理解しなければ動物の生産

は成り立たない。本講義では、動物の栄養を中心に、そ

れぞれの家畜の特性と必要な栄養素を講義し、その能力

を最大限に発揮するにはどのような制御が必要である

かを解説する。 

 

（№54 横山 岳） 

第７回 蚕糸業は明治以降の日本の経済発展、近代化に

寄与してきた。本講義ではそれを支え発展したカイコの

遺伝学や生理学を中心に概説する。主に性決定の機構や

放射線を用いた実用品種の育種について、通年飼育や大

量飼育を可能にしたカイコの生活史の制御と昆虫の環

境適応の生理学について講義する。また現在進められて

いる遺伝子組換え蚕や新たな素材の生産について説明

する 

 

（№135 伊藤 克彦） 

第８回 昆虫は地球上で最も繁栄した生物とも言われ、

様々な生息環境に適応し進化を遂げてきた。その適応の

秘密を紐解くために、今日、昆虫のゲノム研究が盛んに

行われている。本講義では、昆虫ゲノム研究の現状や最

新の研究成果などを紹介しながら、これらが明らかにな

ることで、どういう意味があるのか、また、どのように

応用できるのかを議論する。 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

応用生命化学概論Ⅰ （概要） 

応用生命化学及び生体分子化学の学問領域を理解す

るために必要な基礎知識を身に付けるため、応用生命化

学及び生体分子化学の学問領域についてオムニバス形

式で講義する。 

（オムニバス方式／全８回） 

 

（№15 服部 誠） 

第１回：応用生命化学および生体分子化学の領域の概説

と本科目の内容を説明する。応用生命化学においては、

生命活動を分子と分子、分子と細胞ならびに分子と個体

オムニバス方

式 



との相互作用という視点でとらえ、基礎と応用の高度な

融合を目指し、生命現象と生物機能を解明することおよ

び得られた知見と技術を応用発展させることを一体の

学問として教育することを目的としている。その中でも

生体分子化学は、タンパク質、核酸（遺伝子）、糖質、

脂質、生理活性物質といった生命分子の構造・機能に関

する研究を展開している。本講義においてはそれら研究

の概要を解説する。 

 

（№14 千葉 一裕） 

第２回：有機合成に関するトピックスについて解説す

る。有機合成は、錬金術時代に築かれた様々な化学物質

の取扱技術を基盤として、近年飛躍的な発展を遂げた。

その結果、医薬品原料や機能性材料、高分子材料など

様々な物質を人の手で生み出し、我々の生活を豊かにし

ている。本講義では、目的物の有機合成反応を設計する

ために必要となる、分子の組み立て方に関する基本的な

デザイン法、電子移動の表記による反応機構等に関する

基本的な解説を行う。 

 

（№67 北野 克和） 

第３回：生物活性物質の構造活性相関に関するトピック

スについて解説する。応用生命化学の学問領域の生物有

機化学分野に関する基礎知識を身に着けることを目的

として、実際の研究例を紹介しながら説明する。具体的

には、付着阻害活性に関する生物活性物質を取り上げ、

研究の背景、天然物の全合成経路の確立、類縁化合物の

合成による構造－活性相関の考察とそれに基づく新規

活性物質の創製、および実用化に向けた検討事項等につ

いて紹介する。 

 

（№69 松下 保彦） 

第４回：植物の細胞死と防御応答に関するトピックスに

ついて解説する。植物は、カビ、細菌、ウイルス等の生

物的環境因子に応答して自らを防御する植物免疫と呼

ばれるしくみをもっている。植物免疫では、ウイルス感

染による壊死斑形成など、細胞死誘導を伴った防御応答

の例が数多く知られている。植物において細胞死誘導に

関わる遺伝子の解析、外来遺伝子による細胞死誘導、現

在までに知られている植物免疫の分子機構について解

説する。 

 

（№70 佐々木 信光） 

第５回：植物とウイルスとの分子間相互作用研究に関す

るトピックスについて解説する。植物ウイルスは宿主の

生体機能を利用して増殖する絶対寄生性の病原体であ

り、有効な駆除方法が存在しない。植物ウイルスの増殖

過程や病原性に関する分子機構および RNA サイレンシ



ングを介したウイルスに対する植物免疫機構に関する

最新の知見を紹介する。また、生物農薬やバイオテクノ

ロジーツールとしての植物ウイルスの活用方法につい

ても概説する。 

 

（№15 服部 誠） 

第６回：食品タンパク質の構造と機能に関するトピック

スについて解説する。タンパク質の機能発現には構造が

重要であることを、実例を示して解説する。機能既知の

タンパク質の立体構造を決定すると，そのタンパク質が

どのように機能しているのかを科学的に理解すること

ができる。さらにタンパク質の機能の改変を達成する研

究手法について、化学修飾に基づく手法、遺伝子工学的

な手法などを取り上げ、どのような構造変換をすればタ

ンパク質の機能改変に有効であるか詳細に解説する。 

 

（№68 好田 正） 

第７回：食品の免疫調節活性に関するトピックスについ

て解説する。食品の中に含まれる、多糖、ポリフェノー

ル、ビタミンなどは免疫系に認識され免疫応答を修飾す

ることが知られている。その際、細胞表面に発現する受

容体を介するものや、細胞内に取り込まれて細胞内の分

子に直接作用するものが存在している。種々の食品因子

の構造や作用および作用機序について最新の研究例を

紹介する。また、食品中に含まれるアレルゲンについて

も解説する。 

 

（№19 野村 義宏） 

第８回：生体高分子の有効利用に関するトピックスにつ

いて解説する。生体高分子の中でも細胞外マトリックス

は結合組織全般に存在し、コラーゲン、ヒアルロン酸、

プロテオグリカンを主成分とし、その構造並びに機能が

明らかになってきている。単に組織の構造を維持するだ

けでなく、生理機能も示す事で細胞の生育環境を制御し

ている。細胞外マトリックスについて概説し、主要成分

の構造と機能、細胞との相互作用について解説する。 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

応用生命化学概論Ⅱ （概要） 

応用生命化学および生理生化学の学問領域を理解する

為に必要な基礎知識を身につけるため、応用生命化学お

よび生理生化学の学問領域についてオムニバス形式で

講義する 

（オムニバス方式／全 8回） 

 

（№17 三浦 豊／1回） 

第１回：食品成分の疾病予防や病症改善に関するトピッ

クスについて 

 食品成分による疾病予防や症状改善に関するトピッ

クスを解説する。具体的には食品成分の消化と吸収、体

オムニバス方

式 



内での代謝や生理作用などについて概説し、食品の有す

る可能性に関して議論した後、食品による疾病予防につ

いて、わが国で現在開発・販売されている特定保健用食

品や機能性表示食品を取り上げ、その制度の概要やそれ

らが生み出されてきた社会的背景や実情を紹介する。さ

らに将来的な機能性食品の制度に関する展望に関して

も、現状の問題点を含めて議論を行う。 

 

（№71 木村 郁夫／1回） 

第２回：腸内細菌と宿主のつながりに関するトピックス

について 

 近年の腸内細菌研究から、腸内細菌叢の変化が、宿主

の恒常性機能に影響を与え、代謝性疾患、免疫疾患、中

枢神経系疾患を含む、全身性の疾患に対し、直接的な原

因となる事が明らかとなった。この中で特に、腸内細菌

代謝産物が腸内細菌の宿主側に影響を与える分子実体

として注目され、医学・薬学・農学など様々な側面から、

腸内細菌分野への関心が益々高まっている。本講義で

は、腸内細菌叢および腸内細菌代謝産物と宿主恒常性機

能との関連について、現在までの知見を概説する。 

 

（№13 蓮見 惠司／1回） 

第３回：微生物の生産する医薬に関するトピックスにつ

いて 

 抗生物質やその他の微生物由来の生理活性物質の医

薬利用について解説する。講義の前半はそのような活性

物質の探索の概要を説明する。特に標的となる病態と関

連する生理現象を解説し、それを簡便な探索系に落とし

込む方法論についても説明する。講義の後半では、世界

中で 4000万人もの患者が服用するコレステロール低下

剤スタチンの開発と薬理学的作用の機序について解説

する。さらに、担当者が進めている脳梗塞治療薬の開発

についても説明をする。 

 

（№136 鈴木 絵里子／1回） 

第４回：微生物の生産する物質とがん治療などに関する

トピックスについて 

 本講義においては、癌の発生のメカニズム、癌の早期

診断技術、最新の癌治療戦略などを概説する。また、微

生物が生み出す有用な生理活性物質の癌治療への利用

や、新規治療薬の開発について説明し、そのような治療

薬の薬剤耐性・薬物代謝・分布・排出など薬理学的観点

からも解説する。さらに、癌と炎症のクロストークに関

わるシグナル伝達や癌幹細胞を対象とした最新の研究

内容についても紹介する。 

 

（№18 殿塚 隆史／1回） 

第５回：糖に作用する酵素の解析とその応用に関するト



ピックスについて 

 糖に作用する酵素は、昔から農学や食品製造の分野で

利用され、研究がなされてきた。その代表的な酵素が澱

粉を分解するアミラーゼやセルロースを分解するセル

ラーゼであると言える。澱粉とセルロースは、同じグル

コースを構成単位とする多糖であるが、澱粉は植物のエ

ネルギーの貯蔵物質であるのに対し、セルロースは植物

の構造の維持を担っている物質であり、全く異なってい

る。ここでは、アミラーゼやセルラーゼなど、糖に作用

するいくつかの酵素についての比較を交え、その特徴や

構造について紹介する。 

 

（№12 西河 淳／１回） 

第６回：糖鎖生物学に関するトピックスについて 

生体内で何種類かの糖が繋がって出来た「糖鎖」の多く

はタンパク質や脂質と結合して複合糖質と呼ばれる生

体高分子を形成している。複合糖質は糖タンパク質、プ

ロテオグリカン、糖脂質の 3つに分類され、それぞれ構

造や機能が大きく異なっている。本講義では、それぞれ

の分類における糖鎖の構造や機能の違い、さらに生合成

経路について講述し、生命の営みにおけるいろいろな課

程で様々な役割を果たしている複合糖質について理解

を深める。 

 

（№66 川合 伸也／1回） 

第７回：植物の代謝制御の応用に関するトピックスにつ

いて 

 植物の一次，二次代謝産物生合成系を遺伝子レベルで

制御してそれらの量的・質的な改変や新規有用物質を生

産する組換え作物の開発やそれらの基礎的な研究が進

められている。それらについての代謝工学的な原理や最

新のトピックスを紹介する。また，植物ウイルス・ベク

ターを用いた有用タンパク質の安価な大量生産につい

ても紹介する。 

 

（№16 山形 洋平／１回） 

第８回：真核微生物の生化学とその応用に関するトピッ

クスについて 

 真核微生物の基礎と応用について、過去から現在まで

の発展を含む新旧の話題を提供する。応用真核微生物学

の発展がどのようになされてきたのか、特に我が国にお

いては、社会のどのような要請に基づいて真核微生物の

研究がなされてきたのかを明らかにしつつ、その思考の

過程を示し、新しい知識や方法論が今後の応用真核微生

物をどの様に進めることができるのかを考える。 

共 

通 

基 

自然環境資源学概論Ⅰ （概要） 

木質資源の有効利用を実現する知識を習得するため、そ

の形成過程である細胞分裂、木部細胞の形態形成、細胞

 

 

 



礎 

科 

目 

壁形成、さらに細胞死について、細胞生物学と樹木生理

学の視点から解説する。環境資源材料の研究に必要な、

物理数学、統計処理、弾性力学、粘弾性力学、破壊力学

などの基礎と応用を学習する。 

 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用 森林環境教

育、森林 ESD  

 

（概要） 

多様な自然資源の源である生物多様性を保全し、持続

的に自然資源を管理するには、広範な知識が必要とな

る。本概論は、生物多様性を維持する機構やその脅威と

なる要因に対する応答、生物多様性を支える非生物的環

境の動態といった自然生態系に関する話題と、具体的な

保全策や広域的な計画の立案、持続的に自然資源を利用

するための技術・モノおよびシステムに対する理解、さ

らにヒトと自然環境の関係といった自然資源の利用に

関わる話題を包括的に概説する。 

（オムニバス方式／全 8回） 

 

（№92 鈴木 馨） 

第 1回：動物の保護保全などについて講義する 

 

（№30 星野 義延） 

第 2 回：シカが自然植生や半自然植生に与える影響と

被害防止対策についての現状と課題について概説する。 

 

（№89 赤坂 宗光） 

第 3 回 生物多様性の保全のための広域的な保全計画

に必要な観点や技術について概説する 

 

（№85 下田 政博） 

第 4回：人間の生活環境を構築する際に重要となる「ア

メニティ」「快適性」の考え方に着目し、ヒトにおける

快適性の指標を解説するとともに、自然環境を活用した

快適性デザインの方法を紹介する。 

 

（№88 崔 東寿） 

第 5 回：地球規模の環境変動が森林生態系と生物多様

性に与える影響と対策について概説する。 

 

（№87 白木 克繁） 

第 6 回：自然災害の知識と防災技術を学ぶため、気象

学、水文学、砂防工学の基礎を学ぶ。また、山地林・都

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オムニバス方

式 



市林が環境に与える影響を学習する。 

 

（№124 松本 武） 

第 7回：森林資源利用のための人・物・技術およびシス

テムの史的展開と今日的課題について学ぶ 

 

（№125 吉田 智弘） 

第 8 回：都市生態系において昆虫をはじめとする様々

な生物がどのように適応・生息しているかを知ることに

よって、都市生態系について理解を深めることを目的と

する。 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

自然環境資源学概論Ⅱ （概要） 

物質循環環境科学に関する基礎から最新研究に至る

知見を習得するため、物質循環と環境科学に関する化学

および生物学的研究の最新研究を講義する。 

（オムニバス方式／全８回） 

 

（№81 中嶋 吉弘） 

第１回：大気環境研究に関するトピックス 

（№80 大地 まどか） 

第２回：海洋生態系の研究に関するトピックス 

（№25 高田 秀重） 

第３回：化学汚染物質の環境解析に関するトピックス 

（№137 水川 薫子） 

第４回：有機汚染物質の生物影響に関するトピックス 

（№24 楊 宗興） 

第５回：窒素・炭素・リンを中心とした生物圏の成り立

ちに関するトピックス 

（№79 梅澤 有） 

第６回：安定同位体比を用いた物質循環に関するトピッ

クス 

（№78 多羅尾 光徳） 

第７回：微生物による環境浄化に関するトピックス 

（№82 渡辺 誠） 

第８回：大気環境の変化に伴う植物影響に関するトピッ

クス 

オムニバス方

式 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

食農情報工学概論Ⅰ （概要） 

作物生産の場である農業環境や作物栽培管理におい

て必要となる計測技術について講じる。前半は，代表的

な物理量を取り上げて，その計測原理，計測の自動化，

コンピュータへの取り込み，データ処理について講じ

る。後半は，空間情報計測技術の社会的貢献を理解し，

地域問題への対策や地域計画における利用可能性につ

いて考えられる知識を習得する。 

 

（№94 帖佐 直） 

第１回：計測原理 

第２回：ＡＤ変換、インターフェース、システム化 

オムニバス方

式 



第３回：様々な計測・周辺技術 

第４回：各種の計測法 

 

（№126 山下 恵） 

第５回：空間情報技術の最新動向 

第６回：写真測量による 3次元モデルの生成 

第７回：リモートセンシング画像処理 

第８回：地域問題や地域計画における応用事例 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

食農情報工学概論Ⅱ （概要） 

農業や環境に関する計測技術の発展と情報インフラ

整備の進展に伴い，多種多様なデータが集積されつつあ

ることから，農業・環境ビッグデータの有効利用に向け，

データサイエンスへのニーズが高まっている。前半に，

情報技術の基礎理論と技術要素について理解し，関連す

るスキルを習得する。後半は，データマイニングの基礎

と応用について，実データを用いた演習を交えて講じる

ことにより，種々のデータからの知識獲得手法等の基礎

技術を習得する。 

 

（№96 辰己 賢一） 

第１回：基礎理論 

第２回：コンピュータシステム 

第３回：データベース 

第４回：ネットワークとセキュリティ 

 

（№138 福田 信二） 

第５回：データマイニングの基礎 

第６回：データマイニングの応用 

第７回：ビッグデータの有効利用 

第８回：データ分析と知識取得手法 

オムニバス方

式 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

地球社会学概論Ⅰ （概要） 

環境共生型の社会を構想するためには、あらゆる視点

からの学問的考察が必要になってくる。本講義では、人

文科学・社会科学の２分野にわたって、環境共生型社会

の構想に資する基礎的な知識について学ぶ。具体的に

は、人文・社会科学分野の基礎的な理論を習得するとと

もに、当該分野における基本的な研究手法について学

ぶ。同時に、当該分野での調査・分析といった研究手法

の基本についても学んでいく。そのうえで、環境共生型

の社会構想を行うための基礎的知識をもった人材の育

成を目指す。 

 

（オムニバス方式／全８回） 

（№129 澤 佳成） 

第 1回 ガイダンス 

本講義各回の内容において、環境共生型の社会の構築に

関する理論の基礎的知識および研究手法についてどの

ような学びが得られるか概要を説明する。そのうえで、

オムニバス方

式 



最終的な評価の基準を示す。導入として、ある教材の内

容を履修者間で共有し、それをもとに、共生社会とは何

か、共生社会を構想するにはどのような知見や視野が必

要かといった点についてディスカッションを行う。お互

いの意見に触れることによって、共生社会を考察してい

くうえでどのような視座が必要となるか、自分なりの考

察の軸を探す機会とする。 

 

（№100 榎本 弘行） 

第２回 環境法と共生持続社会 

「持続可能な開発」という言葉が提唱されてから 40年

近くなるが、環境法の世界では、この考え方を起源とし

て又は関連して多くの国際法の諸原則が提唱され、それ

を実現するための多くの条約も結ばれ、国内法も制定さ

れるに至っている。そこで本講義では、この「持続可能

な開発」概念から直接導かれる環境法の原則やそこから

派生する（又はそれと関連する）環境法の諸原則の意味

内容・法的性質・具体例等について解説する。 

 

（№101 甲田 菜穂子） 

第３回 身体障害者補助犬と人の福祉 

身体障害者補助犬を例に挙げ、福祉マインドに基づく社

会的弱者との共生について講義する。具体的には、身体

障害者補助犬の効用と育成の実態、関連法、社会におけ

る障害者と補助犬の受け入れと受け入れ拒否の実態を

紹介する。さらに、受け入れ拒否の解消に向けて、イヌ

との共生、福祉社会における人同士の共生について、他

事業の取り組みも参照しながら展望を示す。補助犬の使

役犬内の位置づけを見ることで、イヌの品種改良や繁殖

といった生物学的な話題にも触れる。 

 

（№129 澤 佳成） 

第４回 システム社会と共生理念 

環境共生型の社会の実現について構想する際には、環境

破壊の要因について把握したうえで、その解決の方途を

探っていく必要がある。環境破壊の要因としてしばしあ

げられるのが、高度に発達した政治・経済システムであ

る。そこで、本講義では、まず、グローバル化した政治・

経済システムが環境破壊をもたらす背景について探る。

次に、共生に関する思想を参照しながら、環境破壊的な

システムを改善に導く方途について概観し、これからの

社会のあり方について考察を加える。 

 

（№39 高橋 美貴） 

第５回 地域環境史研究 

日本の地域環境史研究は、近代化のなかで「私たち」が

失ったものの実態を解明すべく、20 世紀末から多くの

研究を積み重ねてきた。それらの研究動向のひとつに、



その過程で失われた（あるいは失われつつある）伝統的

な生業や生活と、それを支えていた地域の生物多様性と

の「関わり」のメカニズムを、地域研究として明らかに

するという潮流がある。この授業では、このような研究

の一端に触れながら、地域環境史研究の方法論や視点な

どについて学ぶ。 

 

（№128 竹本 太郎） 

第６回 資源利用と環境保全の近代：森林管理とは何か

（竹本） 

資源利用と環境保全を表裏一体的に捉えるため、主に明

治期から大正期、昭和期にいたる近現代の森林管理に注

目する。緑肥や薪炭にはじまり、建築用材へと資源利用

が変化する中で、治山治水や国土保全、自然保護といっ

た環境保全が要請される。入会権に関する公権論と私権

論のぶつかりについて、山梨県における入会林野の御料

林編入および御下賜を具体的な事例として取り上げな

がら、森林管理に関する基礎的な理論と研究手法を学

ぶ。 

 

（№99 吉田 央） 

第７回 戦後日本の経済成長と産業構造変化 

第２次世界大戦後、特に 1950 年代から 1980 年代にか

けては、日本において急速な経済成長が起きると同時

に、第１次産業の比重が低下し第２次・第３次産業が拡

大する産業構造変化が進んだ時代である。経済成長と産

業構造変化は、都市への人口集中と地域格差の拡大を引

き起こすとともに、深刻な公害問題を引き起こした。こ

の授業では、経済成長と産業構造変化を考察するための

基本的な枠組みを学び、戦後日本の社会変動の具体的な

イメージをつかむことを目標とする。 

 

（№129 澤 佳成） 

第８回 まとめ 

各回の講義によってえられた人文科学・社会科学の２分

野における基礎理論および研究手法の総括的な理解を

促進するために、まとめとして、以下の取り組みを行う。

まず、まとめとなる教材を全員で教習したうえで、環境

共生型の社会の構想にかんする受講生相互の意見交換

を行う。次に、意見交換のなかで出された重要なキーワ

ードを抽出する。そして、各キーワードが共生社会の構

想にとってどのような意味をもつのか議論し、各自の共

生社会に関する理解を深める機会とする。 

共 

通 

基 

礎 

科 

地球社会学概論Ⅱ （概要） 

地域農業に関連する既存の制度・学術論文の正確な内

容理解するため、「地域農業」視角からの論考を輪読す

る。これにより、政策論としての地域農業論の有効性を

検証するとともに、事例研究の実践（知見を導出する際

 



目 の論証、既存の議論との接合・考察）について学ぶ。 

 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論，地域農業システム，地域労働市場，生産力

構造論，東南アジア農業 

 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造，動態変動，農業政策，地域経済，国民経済世

界システム 

 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析，複合農業経営，所得格差国際

農業開発，農産物価格分析 

 

（№130 草処 基） 

農家経済 ，開発経済，応用ミクロ計量経済学，農業経

済史，制度 

 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通，産直，地産地消，マーケティング，農業経

営 

（№139 觀山 恵理子） 

フードシステム，マーケティング，農業政策，アグリビ

ジネス，グローバリゼーション 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

国際イノベーション農学概論

Ⅰ 

（概要） 

グローバルからローカルの視点での、社会の課題を解

決し、社会を動かすことを可能とするイノベーションの

農学や関連分野での、現状と問題点を理解し、問題解決

に向けた取り組み方法、科学的知見について考える。と

くに、環境・物質循環・流域管理などの農村社会基盤お

よび農業生産について基本的な知識・諸問題について講

義する。 

（オムニバス・共同方式／全８回） 

 

（№44 五味 高志） 

第 1回 イノベーション農学とは？ 

 

（№104 加藤 亮） 

第２回 流域における水資源管理におけるイノベーシ

ョン 

 

（№42 渡邊 裕純） 

第３回 農薬や水田管理におけるイノベーション 

 

（№106 桂 圭佑） 

第４回 農地や土壌におけるイノベーション 

 

（№44 五味 高志） 

オムニバス・

共同方式、英

語開講 



第５回 森林管理と水に関するイノベーション 

 

（№44 五味 高志・№104 加藤 亮）共同 

第６回 各自が考える社会的課題とそのイノベーショ

ンに向けたとりくみ 

 

（№44 五味 高志・№42 渡邊 裕純）共同 

第７回 イノベーションへむけたギャップを越えるた

めに必要な知見や技術 

 

（№44 五味 高志・№106 桂 圭佑）共同 

第８回 新しい農学とその関連分野の連携 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

国際イノベーション農学概論

Ⅱ 

（概要） 

グローバルからローカルの視点での、社会の課題を解

決し、社会を動かすことを可能とするイノベーションの

農学や関連分野での、現状と問題点を理解し、問題解決

に向けた取り組み方法、科学的知見について考える。と

くに、生物生産、生物新機能、ゲノム解析から、地域開

発や農村開発、人口問題について学ぶ。 

（オムニバス・共同方式／全８回） 

 

（№43 山田 祐彰） 

第 1回 イノベーション農学とは？ 

 

（№103 川端 良子） 

第２回 海外における農業生産とイノベーション 

 

（№105 岡崎 伸） 

第３回 生物生産と植物機能のイノベーション 

 

（№14 千葉 一裕） 

第４回 農学分野での薬品や食品開発のイノベーショ

ン 

 

（№47 竹原 一明） 

第５回 応用動物学分野におけるイノベーション 

 

（№43 山田 祐彰） 

第６回 各自が考える社会的課題とそのイノベーショ

ンに向けたとりくみ 

 

（№43 山田 祐彰・№140 及川 洋征）共同 

第７回 イノベーションへむけたギャップを越えるた

めに必要な知見や技術 

 

（№43 山田 祐彰・№141 聶 海松）共同 

第８回 新しい農学とその関連分野の連携 

オムニバス・

共同方式、英

語開講 



共 

通 

基 

礎 

科 

目 

農と工の科学概論 （概要） 

農学の課題探求力と工学の課題解決力を融合した研

究や学問的手法を学ぶ。とくに、複雑な生物機能に学ぶ

ことで発想される物質生産及び変換、情報処理及び伝

達、環境計測、生体計測、物質循環等に関わる様々なシ

ステムを理解するための学問、学術分野を基盤とした、

高度な研究力と課題解決力の素養を身につける。 

（オムニバス方式／全８回） 

 

（№124 豊田 剛己） 

第 1回 農工融合によるイノベーション 

 

（№150 赤井 伸行） 

第２回 計測技術と農工融合研究 

 

（№143 秋澤 淳） 

第３回 循環型エネルギーと農工融合研究 

 

（№151 富永 洋一） 

第４回 新しいエネルギーと環境問題解決への農工融

合 

 

（№146 桝田 晃司） 

第５回 医療と生命科学の境界における農工融合 

 

（№152 Wuled Lenggoro） 

第６回 大気の物質循環と高分子化学における農工融

合 

 

（№144 石田 寛） 

第７回 生体計測や環境センシング技術と農工融合 

 

（№145 梶田 真也） 

第８回 新しい農工融合と研究分野 

オムニバス方

式 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

21世紀農学特論 （概要） 

農学とその関連分野は、食料の安定供給、国土保全、

地域経済等に重要な役割を有しているが、国内的には農

林漁業者の減少・高齢化等の問題、世界的には食料問題

解決が共通の課題となっている。 

一方で、ライフスタイルの変化、世界の食市場の拡大、

農業分野の変革は、新たな農学イノベーションを実現す

るチャンスでもある。本講義では、農学と関連分野の専

門を極めながらも、それらの研究の水平展開から、あら

たな研究や技術展開に発展した事例を紹介しつつ、横断

型研究手法を学ぶ 

（オムニバス・共同方式／全８回） 

 

（№198 松下 文夫） 

オムニバス・

共同方式 



第１回 知財の管理と 21世紀農学 

 

（№57 大津 直子、№60 新村 毅）） 

第２回 植物と動物の 21世紀農学 

 

（№18 殿塚 隆史、№71 木村 郁夫） 

第３回 生命化学と 21世紀農学 

 

（№76 半 智史、№91 加用 千裕）共同 

第４回 資源利用と 21世紀農学 

 

（№96 辰己 賢一、№126 山下 恵）共同 

第５回 情報農学と 21世紀農学 

 

（№127 新井 祥穂、№129 澤 佳成）共同 

第６回 ヒトと社会の 21世紀農学  

 

（№106 桂 圭佑、№105 岡崎 伸）共同 

第７回 国際農学と 21世紀農学 

 

（№44 五味 高志） 

第８回 新たな分野融合と 21世紀農学 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

異文化コミュニケーション学 （概要） 

農学や関連分野の課題解決に必要となる、文化・社会・

歴史的な背景が異なる人やコミュニティー同士がコミ

ュニケーションを行う際に起こりうるさまざまな現象

を抽出し、メカニズム、課題、その解決法などを学ぶ。

語学だけでなくその国の持つ文化や歴史を学ぶことで、

差別や貧困、食料や農村社会、格差など現代社会におけ

る諸問題を解決するアプローチを学ぶ。 

 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

Advanced Lecture of Green, 

Food, and Lifescience 

（概要） 

世界が直面する食料・エネルギーの課題を解決"をテ

ーマとして掲げ、"食料" "エネルギー" "ライフサイエ

ンス"の 3分野を研究重点分野における、社会的要請の

高い研究課題において先進的な研究成果を学ぶ。とく

に、世界トップレベルの外国人研究者による、本学教員

との国際共同研究から、「農作物の生産力向上」や「環

境汚染の実態解明」、「タンパク質科学」や「生命医科学」

などをテーマとし、国際感覚に優れた、研究成果の実用

化を担う理系グローバルイノベーション人材の基礎的

素養を養成する。世界トップレベルの外国人研究者と共

に"世界が直面する食料・エネルギーの課題を解決"をミ

ッションとした研究の基礎を学ぶ。 

（オムニバス形式／全 8回） 

 

（№199 Aibing Yu／4回） 

化学プロセスの観点から、ナノ粒子、粉体科学に関する

基礎知識および食料・エネルギー問題の解決に向けた最

オムニバス方

式 



先端の研究に関する講義を行う。 

 

（№200 Lee MacDonald／4回） 

流域の水や土砂動態に関する基礎的な知識から、水資源

や森林の管理、土砂災害対策など課題解決に向けた応用

的な知見および先端研究成果などの講義を行う。 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

Arts of Intercultural 

Communication 

（概要） 

タイトル: 「アジア・アフリカの諸地域の文化と社会」 

新興国や開発途上国において調査、開発援助その他の事

業を行う際の現地でのコミュニケーションを念頭に置

き、アジア・アフリカの諸地域の現状と言語、文化、慣

習、宗教について概説を行う。さらに、現地において英

語で議論することを通じて相手の文化を理解し、相互理

解を深めるために必要な知識とノウハウを習得するこ

とを目指す。 

（オムニバス形式／全 15回） 

 

（№201 青木 雅浩／第 1回～第 3回） 

モンゴルの遊牧社会と市場経済 

 

（№202 坂井 真紀子／第 4回～第 6回) 

サブサハラ・アフリカにおける言語の多様性 

 

（№203 土佐 桂子／第 7回～第 9回) 

フィールド調査と調査者のジレンマ：ミャンマーの多宗

教社会研究から 

 

（№204 宮城 徹／第 10回～第 12回) 

日本文化は教えられるか。日本文化として何を教える

か、いかに教えるか。 

 

（№205 藤縄 康弘／第 13回～第 15回) 

海外から見た日本 

オムニバス方

式 

東京外国語大

学教員 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

農学特論Ⅰ （概要） 

農学領域に関する基礎的な知識の習得目標とした講

義科目であり、農学並びに関連する科学分野の研究につ

いて学習する。このため、必要に応じてゲストスピーカ

ーを迎え、最新のトピックスを講義する。 

 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

農学特論Ⅱ （概要） 

農学領域に関する視野の拡大を目標とした講義科目

であり、広く農学並びに関連する科学分野の研究につい

て学習する。このため、必要に応じてゲストスピーカー

を迎え、最新のトピックスを講義することで、最新の幅

広い研究知識を修得し、大学院生として必要な素養を身

に付ける。 

 

共 

通 

日本語Ⅰ （概要） 

留学生のみ対象とし、農学と関連分野の学習や研究、  



基 

礎 

科 

目 

実験や実習などを実施する上で、必要となる基礎的な日

本語能力の獲得を目指す。 

共 

通 

基 

礎 

科 

目 

日本語Ⅱ （概要） 

留学生のみ対象とし、農学と関連分野の学習や研究、

実験や実習などを実施する上で、必要となる基礎的な日

本語能力の獲得を目指す。 

 

 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

農学実験計画法および統計解

析演習Ⅰ 

（概要） 

農学・生物学に関する実験や現地調査、関連の論文を

読む際に必要となる統計処理の基礎的な知識を習得す

る。とくに、農学、生命化学、生態学などを分野毎に異

なる、実験や現地調査における比較対象の取り方、必要

なサンプルなどを学びながら、数具体的数値による演習

を行い、実験や観測の計画立案から必要最小限の統計処

理ができるようにする。各自の研究においても、統計ソ

フトなどを利用する場合でも、その処理方法が理解でき

るようにする。 

 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

 

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

日本語開講 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

農学実験計画法および統計解

析演習Ⅱ 

（概要） 

英語にて、農学と関連分野に関する研究において必要

とされる実験計画法にもとづいて、統計的方法とその解

析法の基礎から応用を説明し、データの取り方とデータ

の解析法を具体的に解説する。さらに、パソコンを利用

し、農学と関連分野の実際のデータを活用した統計処理

方法を習得する。基礎力から応用力までの実践的な解析

技術が養われる。研究論文におけるデータ解析はもちろ

んのこと、企業における製品管理や市場等の情報解析に

応用できる知見を習得する。 

 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

英語開講 



全国・全球スケール、保全科学 

 

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

フィールド・ラボ安全管理と

研究倫理Ⅰ 

（概要） 

研究倫理を学ぶための基礎知識や基礎概念について

概観した上で、研究倫理がどのようなものであるかを理

解し、農学や関連分野における研究倫理の課題を考え、

各トピックにおける論点を整理し説明できる素養を習

得する。これらをもとに、研究倫理にかかわる問題につ

いて倫理学に分析し、自分の考えや解決手法を説明でき

る。 

 後半では、実験の原理と操作を理解し、実際に実験器

具や分析機器の取り扱い、器機の安全な取り扱いと実験

環境について学ぶとともに、フィールドでの安全管理、

危険な事象や生物などの理解と対象方法を学ぶ。 

（オムニバス方式／全８回） 

 

（№14 千葉 一裕／第 1回） 

・研究倫理とは 

 

（№208 調 麻佐志／第 2回～第 4回） 

・研究者や技術者の社会的責任 

・研究計画から遂行までの研究倫理 

・研究倫理と不正行為 

 

（№73芳賀 尚樹／第 5回～第 6回） 

・実験や試薬の管理と運用 

・実験室の環境整備と安全管理 

 

（№124 松本 武／第 7回～第 8回） 

・野外における危険な事象や生物 

・フィールドで安全管理 

オムニバス方

式 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

フィールド・ラボ安全管理と

研究倫理Ⅱ 

（概要） 

英語において、国内外の研究やプロジェクトで重要と

なる、研究倫理と安全管理を学ぶ。研究倫理では、基礎

知識や基礎概念について概観した上で、研究倫理がどの

ようなものであるかの理解を深める。とくに、農学や関

連分野における研究倫理の課題を考え、各トピックにお

ける論点を整理し説明できる素養を習得する。これらを

もとに、研究倫理にかかわる問題について倫理学に分析

し、自分の考えや解決手法を説明できる。 

 後半では、実験の原理と操作を理解し、実際に実験器

具や分析機器の取り扱い、器機の安全な取り扱いと実験

環境について学ぶとともに、フィールドでの安全管理、

危険な事象や生物などの理解と対象方法を学ぶ。 

（オムニバス方式／全８回） 

 

オムニバス方

式・英語開講 

 



（№14 千葉 一裕／第 1回） 

研究倫理とは 

 

（№7 有江 力／第 2回～第 4回） 

・研究者や技術者の社会的責任 

・研究計画から遂行までの研究倫理 

・研究倫理と不正行為 

 

（№67 北野 克和／第 5回～第 6回） 

・実験や試薬の管理と運用 

・実験室の環境整備と安全管理 

 

（№124 松本 武／第 7回～第 8回） 

・野外における危険な事象や生物 

・フィールドで安全管理 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

知財の管理と運用 （概要） 

農学と関連分野の技術者や研究者に求められる、知的

財産の基礎知識を理解し、農学分野の発展やイノベーシ

ョンにおける知的財産が重要であること、その保護とは

何かを学ぶ。特許権の取得手続を俯瞰し、特許や実用新

案といった技術的創作の保護について検討するととも

に、特許申請の手順や取り扱い、特許侵害などのリスク

管理などを学ぶ。 

 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

空間情報解析演習 （概要） 

農業や環境分野の研究などで重要となる空間情報を

効果的に処理・表示・解析することができる、リモート

センシングや GIS を用いた手法を理解し、その基礎的

技術を習得する。具体的には、空間情報解析技術の意義

と役割、基本原理、地図投影法や座標系、数値地形モデ

ル、空間情報の分析手法とシミュレーション手法の理解

を深める。また、航空機や地上からレーザ計測やドロー

ンなどの最新技術も紹介する。 

（オムニバス方式／全 8回） 

 

（№44 五味 高志／4回） 

空間情報解析のうち地理情報システム（GIS）を用いた

基礎的な手法および、実際のデータを用いた解析を実践

する。 

（№126 山下 恵／4回） 

空間情報解析のうちリモートセンシングによる基礎的

な手法や原理の解説および、実際のデータを用いた解析

を実践する。 

オムニバス方

式／ 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

農学課題別演習 （概要） 

農学と関連分野における国内外の最新研究を事例と

して、環境・食料・ライフサイエンス・農村社会などの

問題に関して、緊急に解決を要する課題やトピック、地

域などを特定した具体的な技術的・社会的な課題の解決

手法、解決に向けての計画立案などの応用能力を養成す

 



る。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺



伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 



細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 



生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 



（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの



教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 



流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 



（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

国内外特別演習 

 

（概要） 

ローカルからグローバルの視点での、農学と関連分野

に関連する諸分野の見識を実践的に習得すべく、現状把

握や対策手法の検討、製品開発などの新事業の立案、政

府や関連機関における計画や政策の立案に関連した国

内外における実習を行う。とくに、国内外の企業や NPO、

研究機関等のインターンシップ、海外留学などに対応

し、事前の学習、派遣期間の設定、研究計画書作成、実

施報告書作成と発表などを行う。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

 



（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 



（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 



（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 



生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 



両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 



人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 



不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 



（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

国際研究プレゼンテーション

演習Ⅰ 

（概要） 

修士論文などの研究を中心として、各自の研究な内容

について、専門分野内外にかかわらず、わかりやすく、

かつ理解が得られるプレゼンテーションの手法を学ぶ。

プレゼンテーションソフトなどを使いこなし、効果的な

プレゼンテーション、コンテンツの作成などを実践す

る。また、実際のポスター発表などの現場を通して、発

表における聞き手とのコミュニケーションを通して、プ

レゼンテーション能力の基礎と応用学ぶ。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

 



（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活



性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 



有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 



（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 



（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 



農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子



生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 



共 

通 

演 

習 

科 

目 

国際研究プレゼンテーション

演習Ⅱ 

（概要） 

英語での発表を通して、効果的な発表手法等を学ぶ。

とくに、修士論文などの研究を中心として、各自の研究

な内容について、専門分野内外にかかわらず、わかりや

すく、かつ理解が得られるプレゼンテーションの手法を

学ぶ。プレゼンテーションソフトなどを使いこなし、効

果的なプレゼンテーション、コンテンツの作成などを実

践する。また、実際のポスター発表などの現場を通して、

発表における聞き手とのコミュニケーションを通して、

プレゼンテーション能力の基礎と応用学ぶ。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

英語開講 



壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 



応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 



（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 



（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン



グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 



土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 



（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

農学演習Ⅰ （概要） 

食料、環境、健康、バイオなどの視点を柱とする農学

とその関連分野における基礎的かつ応用的な研究課題

を学ぶ。とくに、生物生産科学分野や共生社会分野にお

ける、食料生産、育種、土壌、圃場整備、農業政策や振

興などについて、ラボやフィールドでの実験や実習など

を通して先端的技術を習得する。 

 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

ダブルディグ

リー対応科目 

共 

通 

農学演習Ⅱ （概要） 

食料、環境、健康、バイオなどの視点を柱とする農学

ダブルディグ

リー対応科目 



演 

習 

科 

目 

とその関連分野における基礎的かつ応用的な研究課題

を学ぶ。とくに、生命科学分野における、人間の健康と

アメニティ、生物の新機能、微生物や病原菌の生理・生

態、応用動物学分野などについて、ラボやフィールドで

の実験や実習などを通して先端的技術を習得する。 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

農学演習Ⅲ （概要） 

食料、環境、健康、バイオなどの視点を柱とする農学

とその関連分野における基礎的かつ応用的な研究課題

を学ぶ。とくに、農業工学分野分野における、農村地域

における流域から圃場までの生産及び環境の整備およ

びそれらに必要となる農業機械の利活用、農村社会計画

などについて、ラボやフィールドでの実験や実習などを

通して先端的技術を習得する。 

 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

ダブルディグ

リー対応科目 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

農学演習Ⅳ （概要） 

食料、環境、健康、バイオなどの視点を柱とする農学

とその関連分野における基礎的かつ応用的な研究課題

を学ぶ。とくに、自然資源管理に関する研究分野におけ

る、大気・水・土壌などの物質循環系、森林や生態系の

保全と管理、木材などの自然資源の適切な利用と循環な

どについて、ラボやフィールドでの実験や実習などを通

して先端的技術を習得する。 

ダブルディグ

リー対応科目 

共 

通 

演 

習 

科 

目 

農学演習Ⅴ （概要） 

食料、環境、健康、バイオなどの視点を柱とする農学

とその関連分野における基礎的かつ応用的な研究課題

を学ぶ。とくに、自然資源管理に関する研究分野におけ

る、大気・水・土壌などの物質循環系、森林や生態系の

保全と管理、木材などの自然資源の適切な利用と循環な

どについて、ラボやフィールドでの実験や実習などを通

して先端的技術を習得する。 

ダブルディグ

リー対応科目 
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生産環境科学Ⅰ （概要） 

本講義では農業における植物および動物生産を支える

環境を扱う学問として、植物栄養学、昆虫管理学、家畜繁

殖学について詳細に解説する。特に、作物に養分を供給する

土壌環境及び作物による養分吸収利用機構、農業生産環境

における害虫管理、哺乳動物の人為的繁殖制御に関する

理論、実践について講義する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№57 大津 直子／５回） 

現代の農業は化学肥料に支えられているが、原料の枯渇

や製造過程でのエネルギー消費、さらには農地から流出

した肥料成分による環境負荷が問題となっている。現在

の植物栄養学分野ではこのような問題を踏まえ、土壌中

オムニバス方

式 



の養分を効率的に利用する方法の開発につなげるため

に、その植物の養分吸収、輸送、代謝機構が分子レベル

で研究されている。本講義ではこれらの内容について最

新の研究内容を含めながら講義し、検討を加える。 

 

（№58 本林 隆／５回） 

現在、作物生産の現場では、化学合成農薬による害虫管

理が一般的であるが、農薬の過剰使用による、薬剤抵抗

性の発達や誘導多発生といった農業生産上重大な問題

が起こっている。また、新たに開発された薬剤による野

生生物への影響も懸念されている。本講義では、こうし

た問題に関する最新のトッピクを紹介するとともに、こ

れらの問題に対する対応策について議論する。 

 

（№62 杉村 智史／５回） 

家畜化とは動物の生殖に対する人為的管理の強化過程

である。すなわち、いかに高度に生殖を制御するかがそ

の鍵となる。本講義では、家畜繁殖学、とくに、発生工

学に関する最新の研究論文を紹介すると共に、それら研

究成果をいかに農業現場へフィードバックさせるかに

ついて議論する。 
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生産環境科学Ⅱ （概要） 

生物生産の場としての土壌がどのように生成・構成さ

れ、どのような機能を有するのか、土壌中における物質

循環の特性とその管理方策について講義するほか、栽培

環境要因が園芸作物、特に果樹の成長におよぼす影響に

ついて講義をおこなう。講義中に適宜グループディスカ

ッションを実施することで、持続可能な生物生産環境お

よび栽培管理技術の将来像について議論を行う。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№61 杉原 創／５回） 

生物生産の基盤である土壌環境の理解に基づき土地管

理を実施する事は、食料増産と持続可能な農業との両立

を目指すうえで必要不可欠である。本講義では、乾燥地

から湿潤地まで、様々な気候条件下で成立する農業活動

に付随した物質循環に関して、土壌中での反応解析を中

心に抗議し、増産と保全の両立に必要な課題について議

論する。また、講義中に輪読を含めたグループディスカ

ッションを設け、持続可能な土壌管理の将来像について

議論を行う。 

 

（№55 田中 治夫／５回） 

土壌は、植物の生産、養分・水分の保持、分解・浄化な

どの機能を持つ。土壌が持つそれらの機能について、公

務員試験や技術士などの試験に対応できるよう、土壌化

学・土壌生物学・土壌物理学の基礎を学ぶ。また、土壌

調査は、土壌断面の形態を観察することにより、農業利

オムニバス方

式 



用上の土壌管理・改良、土壌図作成、環境アセスメント、

土壌生成過程の解明等のための基礎資料を得ることが

できる。そのため、アクティブラーニングで土壌調査を

行う。 

 

（№59 伴 琢也／５回） 

本講義では栽培環境要因が園芸作物，特に果樹の成長に

およぼす影響について概説する。具体的には園芸作物の

原産地と栽培適地，各種気象要因（気温，降水量他）・

気象災害（凍害，霜害他）が園芸作物の成長に及ぼす影

響，地球温暖化が園芸作物の栽培と品質に及ぼす影響に

ついて概説する。 
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植物生産科学Ⅰ （概要） 

農学における植物の生産科学の基盤となる植物の生理

学、生化学、細胞生物学、分子生物学、遺伝学、分子育

種学に関わる高度な専門知識を習得することを目指し

て、優れた先行研究や最新の研究事例を紹介しながら講

義を行う。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№1 金勝 一樹／８回） 

植物は動くことができないので、外界の変化を受け入れ

て生長している。光、植物ホルモン、環境ストレス等の

外界からのシグナルが伝達されるときに機能している

受容体、Gタンパク質、プロテインキナーゼ、転写因子

等の植物細胞内の様々な因子について論ずる。また、分

子生物学や生化学の分野で用いられている解析手法の

原理も概説し、これらの手法で得られたデータを解釈で

きるようにすることも目的とする。 

 

（№56 山田 哲也／７回） 

植物の分子育種に関わる高度な専門知識を習得するこ

とを目的とした講義を行う。具体的には、マーカー利用

選抜や遺伝子組換え技術に加え、人工ヌクレアーゼを利

用したゲノム編集や RNA 依存性 DNA メチル化を利用し

たエピゲノム編集など、植物の分子育種への応用が急速

に進展している新しい植物育種技術（NBTs）を概説する。 
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植物生産科学Ⅱ （概要） 

植物生産に関する科学、特にⅡでは食料・作物生産に関

わる高度な専門知識を習得するため、食料、作物生産向

上のための作物の収量、バイオマス生産、環境ストレス

耐性に関わる生理機構の解明と作物品種の改良に関わ

る基礎から応用研究を概説する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№2 大川 泰一郎／７回） 

植物の光合成と物質生産研究、植物における光合成の進

オムニバス方

式 



化とそのメカニズム、作物の光合成、バイオマス生産に

及ぼす環境の影響、作物の環境ストレスと環境応答、さ

らに作物の品種改良について解説する。 

 

（№121 鈴木 栄／８回） 

植物組織培養技術、植物の遺伝子組換え技術、これらを

用いた園芸作物の改良、植物色素を利用した園芸作物の

高付加価値化、さらに園芸作物の生産や品種改良におけ

る今後の展望について解説する。 
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動物生産科学Ⅰ （概要） 

動物生産に関する基礎知識と最近の研究を理解する。家

畜は人の生活に役立たせるために改良が重ねられ、飼育

されてきた動物である。家畜によって生産される食品

（乳、肉、卵など）は、日本人の食生活に対し、カロリ

ーやタンパク質の供給の面から重要な貢献を果たして

いるとともに、豊かな食生活を支える基盤となってい

る。本講義では、動物性食品を生産する家畜の特徴と畜

産産業を支える技術の基礎を理解することを目的とす

る。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№3 佐藤 幹／５回） 

家畜の生産は、その遺伝的能力をいかに発揮することが

できるかに依存している。すなわち、遺伝子・細胞レベ

ルの応答から個体全体の代謝までを幅広く理解する必

要がある。本講義では、動物による生産が化学反応の結

果生じる代謝によるものであることを解説し、エネルギ

ー、蛋白、脂質の代謝を司る生体反応を説明するととも

に、栄養素を分子として捉えた時にどのように生産性と

動物の健康を両立するかを講義する。 

 

（№4 新井 克彦／５回） 

まず、哺乳動物の胚性幹細胞の特徴と iPS細胞の初期化

に関わる遺伝子群の機能等について、方法論を含めて解

説する。続いて、胚性幹細胞から誘導される間葉系幹細

胞などの体性幹細胞の種類やその特徴を紹介する。最後

に、神経細胞など代表的な細胞の分化誘導法や動物組織

を解析するための方法論について講義する。 

 

（№60 新村 毅／５回） 

卵肉生産や行動を含め動物の生命現象は、生まれながら

に持つ遺伝要因とその後の環境要因とによって支配さ

れている。近年、福祉的飼育システムなど物理的環境要

因が大きな変革をしていることから、本講義では、まず

動物福祉を概説すると共に、行動学的評価に基づく物理

的環境の修正、さらに行動の遺伝的改良を講義する。 
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動物生産科学Ⅱ （概要） 

昆虫を題材として、個体発生から生理、生態、集団、食

性、行動、分子的領域、さらには、育種、害虫防除、医

薬分野への応用に至るまで、可能な限り実物を示しなが

ら現在まで明らかとなっている事象を紹介する。また、

昆虫の生化学および分子遺伝学的特性について詳細に

解説し、それぞれの事象について未解明な点を明らかに

し、今後行うべき研究について議論する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№54 横山 岳／５回） 

現在生息している動物種の多くを占める昆虫は 80万種

以上あり、我々ヒトとは大きく異なった多種多様な生殖

と形態形成を行っている。これら昆虫の発生に関して、

配偶子形成（精子形成および卵形成）、受精と胚発生、

性決定について他の動物と比較して解説し、発生生理学

的および遺伝学的考察を試みる。 

 

（№120 天竺桂 弘子／５回） 

昆虫は環境変化に素早く適応できる能力をその体構造

や生理代謝機構において進化させた結果、地球上で大繁

栄できたと考えられている。一方で、これまで昆虫とヒ

トは進化的には全く違う生物として捉えられてきたが、

昆虫にはヒトとよく似た遺伝子が多数存在し、加えてヒ

トと共通する生理代謝機構があることが明らかとなっ

てきた。本講義では昆虫の特性をこれまでとは異なる視

点で研究した最新の事例を紹介し、これらの昆虫の特性

を医・農・薬学研究にどのように活用できるのかについ

て議論する。 

 

（№135 伊藤 克彦／５回） 

カイコは長い年月をかけて人間の手によって家畜化さ

れた、特異な昆虫である。その過程で、数百もの様々な

表現型を示す突然変異体が発見されている。本講義で

は、これらの中から食性、変態、罹病性などに関わる変

異体についてこれまでに得られている研究成果を紹介

しながら、昆虫の生命現象について学ぶ。また、最新の

実験手法も紹介し、昆虫研究の現状についても解説す

る。 
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生物制御科学Ⅰ （概要） 

植物および微生物由来の天然有機化合物，昆虫を中心と

した小動物，ウイルスに関する基礎的知識を教授し，環

境応答・環境適応，植物−微生物間・植物−ウイルス間の

相互作用，有用物質生産に関する最新の知見やトピック

スを，ゲノムレベル，分子レベルおよび細胞レベルの農

学・理学上のさまざまな視点から講義する。化学や生物

学をそれぞれ専門とする第一戦で活躍する教員３名が

オムニバス形式で実施する。 

オムニバス方

式 



（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№10 川出 洋／５回） 

天然有機化合物の生合成に関する過去の優れた研究論

文と最新の知見を紹介しながら，独創的研究が行われ

た背景やセレンディピティな研究の可能性について議

論をする。Proc.Natl.Acd.Sci.誌に掲載されたテルペ

ノイド生合成におけるメバロン酸を経ない経路の分子

解析を教科書にして，新しい生合成経路発見の研究手

法や方法論などを教授する。また，陸上植物の成長制

御機構の進化をホルモンの視点から議論する。 

 

（№63 平岡 毅／５回） 

昆虫は他の動物には見られない多様性に富んだ生活様

式をもつ動物群であるほか、生物を解明する上で優れ

た動物モデルである。最近では、有用昆虫の生産、昆

虫による有用物質の生産など、昆虫利用の動きが活発

化している。本講義では、これらの基礎となる昆虫の

生理的現象を細胞、組織、個体の各レベルの各面から

説明、解説する。また、農学への応用面について新規

トピックスを交え、新しい技術の紹介やその応用面、

問題点等について講義する。 

 

（№65 小松 健／５回） 

植物病は、植物に感染する菌類・細菌類・ウイルスなど

の植物病原体と、それらへの防御機構を備える植物との

相互作用により引き起こされる。本講義ではこの相互作

用について、（１）植物病原体のゲノム解析と病原性因

子「エフェクター」の作用、（２）植物の防御機構に必

須の物質・病原体の毒素としての二次代謝産物、（３）

ウイルス・ファイトプラズマなどの絶対寄生性の病原体

の巧みな感染戦略、といった近年研究の進展が著しいト

ピックを中心に論じる。 
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生物制御科学Ⅱ （概要） 

安全な食料の安定な生産を行っていくには、農業植物

に対して植物病害、虫害・線虫害、雑草害、高温や塩

などの環境ストレスなどによる障害を与える生物的、

物理的、化学的因子等がある。これらの因子につい

て，分子生物学、ゲノム科学、植物生化学、植物生理

学、 

生態学、進化学等，農学上のさまざまな視点から講義す

る。化学や生物学をそれぞれ専門とする第一戦で活躍す

る教員３名がオムニバス形式で実施する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№7 有江 力／５回） 

植物病害は、安全な食料の安定な生産において、量

的・質的なダメージを及ぼす生産阻害要因である。こ

オムニバス方

式 



の原因である微生物（以下、植物病原）の理解は、病

害の安全・確実な制御に繋がる。本講義では、植物病

原について、生理、生態、進化、分子生物学、ゲノム

科学、植物との相互作用等の視点から、研究の目的、

最近の動向、研究計画の立て方、比較的新しい技術、

病害制御技術のメカニズムや長所・短所、等について

研究事例と世界的研究動向を紹介する。 

第１回：食料生産における植物病害の制御 

第２回：植物病原性微生物の生態 

第３回：植物病原の進化と分化 

第４回：植物病原と植物の相互作用 

第５回：植物病原の制御 

 

（№122 井上 真紀／５回） 

自然界においては、いかなる生物も他の生物となんら

かの形で関わり合いをもっている。共生には寄生や被

食−捕食の関係も含まれており、こうした相互関係は不

変ではなくダイナミックに変化する。本講義では、昆

虫を中心とした多様な相互作用について、生態学、生

物地理学、保全学、環境経済学など多面的な視点から

論ずる。 

 

（№11 笠原 博幸／５回） 

胚発生を含む植物の様々な形態形成や環境応答は、多様

な植物ホルモンの協働作用により制御されている。本講

義では、植物の発生や成長、分化、あるいは、低温や高

温といった非生物的なストレスに対する環境応答の仕

組み、病原菌など生物的ストレスに対する防御応答な

ど、世代の継続に貢献する種々の仕組みを理解するた

め、これまでに解明されてきた植物ホルモンの生合成、

不活化の過程、輸送、情報伝達の分子機構を中心に講義

する 
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生物制御科学Ⅲ （概要） 

植物および微生物由来の生理活性物質，植物の防御応答

に関わる遺伝子発現抑制機構（RNAサイレンシング）に

関する基礎的知識のほかに，生物を利用した昆虫成長制

御技術（生物学的防除）を介した植物保護学を教授する。

植物や昆虫などが備える環境応答・環境適応のメカニズ

ム、植物−ウイルス間、昆虫−微生物間の相互作用等に関

する最新の知見やトピックスを，遺伝子レベル，分子レ

ベル、および個体レベルの農学・理学上のさまざまな視

点から講義する。化学や生物学をそれぞれ専門とする第

一戦で活躍する教員３名がオムニバス形式で実施する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№8 福原 敏行／５回） 

動くことのできない植物は、乾燥・塩・低温などの環境ス

トレスや、病原菌・ウイルスなどの感染や害虫の食害による生

オムニバス方

式 



物ストレスに対する防御機構を備えている。本講義では、植物

の環境および生物ストレスに対する生体防御機構について

遺伝子発現制御機構を中心に分子・細胞レベルでの応答機

構について講義する。特に小分子RNAを介した遺伝子発現制御

機構（RNAサイレンシング）による植物の生体防御機構につい

て、最新のトピックスを交えて講義する。 

 

（№6 夏目 雅裕／５回） 

植物病原微生物が植物に病害を起こすには、遺伝子や

タンパク質・酵素などの高分子化合物とともに、種々

の生理作用を示す低分子の制御物質（生理活性物質）

が関与している。本講義では植物病原微生物の宿主認

識に関わる化合物、植物による病原菌の侵入や害虫に

よる食害の感知・抵抗性発現に関わる化合物、植物細

胞に対する毒性化合物や病原菌の付着器や胞子形成な

どの分化を制御する化合物などについて、生物有機化

学的な視点から論ずる。 

 

（№.153 中村 達／５回） 

安定的な食料生産のためには病害虫などによる損失を

避ける必要がある。これは、特に発展途上地域におい

て、農業生産上、最重要課題のひとつである。害虫防

除法の中には積極的に天敵を利用する方法があり、１

９世紀後半から本格的に実践されてきた。本講義で

は、開発途上地域で国際共同研究として行ってきた天

敵利用による害虫防除を中心に、これらの天敵をより

効果的に利用するための基礎研究の重要性について述

べるとともに、近年世界的に注目されつつある昆虫を

食料や飼料として利用することとあわせ、「昆虫利

用」について論議する。 
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生
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学
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ー
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生物制御科学Ⅳ （概要） 

食料生産の安定的な確保を目指す上で、農業上重要な

植物に対する保護技術の発展や植物の成長制御の仕組

みを理解することで新たな技術革新を目指すことは今

後の研究や人材養成として重要な課題となる。植物が

備える環境応答・環境適応のメカニズム、微生物−ウイ

ルス間、昆虫−ウイルス間の相互作用等に関する最新の

知見やトピックスを，生理活性物質を介した制御機

構、遺伝子レベル，分子レベル、および個体レベルの

視点で講義をする。化学や生物学をそれぞれ専門とす

る第一戦で活躍する教員３名がオムニバス形式で実施

する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№9 仲井 まどか／５回） 

安全で安定的な食料生産には、病害虫や雑草などの有

害生物による損失を避ける必要がある。一方、国内外

の食料生産の現場では、持続的かつ環境保全な病害虫

オムニバス方

式 



防除技術が求められている。本講義は、応用昆虫学お

よび植物保護について議論し学生が能動的に学ぶこと

を目的としている。昆虫の農林害虫の防除、天敵微生

物や農業有用昆虫の利用、天敵や昆虫の生物間相互作

用に関する理解を深め、環境保全型農業の推進や生物

的防除に関する国内外の最新のトピックに触れる機会

を作る。 

 

（№64 森山 裕充／５回） 

菌類に感染するマイコウイルス研究は、新規なゲノム

構造やタンパク質機能の発見に繋がる。本講義では植

物病原菌や酵母菌に感染するウイルスの分子構造や、

その維持・増殖に関与する宿主遺伝子の研究により明

らかにされた細胞分子生物学上の基礎的知見を学ぶ。

更にウイルスの遺伝子発現が宿主菌の生育・病原性・

薬剤感受性などを制御する機構を考察することで、農

業の営みとマイコウイルスとの関係、及びその応用展

開について論ずる。 

 

（№.154 中嶋 正敏／５回） 

主に低分子として知られる植物成長調節物質は、互いに

関連し制御しあうことにより、他の場所への移動ができ

ない植物たちの周囲環境への適応を巧妙に図っており、

それに拠って自身の生存を可能にしている。本講義で

は、植物が体内で作るこれら成長調節物質からの情報が

伝わる仕組みに着目して、外部投与の化合物をその仕組

みに作用させ農作物の生産課題の解決に活用する研究

アプローチについて、主に植物生化学の観点から議論す

る。 
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生物生産科学特論Ⅰ （概要） 

生産環境科学の第一線で活躍する研究者を非常勤講

師として招き、この分野における諸課題とトピックスに

ついて論ずる。 

（オムニバス方式／全 8回） 

 

（№155 三浦 英樹／4回） 

土壌学、肥料学、植物栄養学、および関連する分野にお

ける最新のトッピクスについて論ずる。 

 

（№209 川口 美喜子／4回） 

作物栽培学、植物保護学、および関連する分野における

最新のトッピクスについて論ずる。 

オムニバス方

式 

専

門

科

目 

生

物

生

産

科

学

生物生産科学特論Ⅱ （概要） 

植物生産科学の第一線で活躍する研究者を非常勤講師

として招き、この分野における諸課題とトピックスにつ

いて論ずる。1単位でお願いします 

（オムニバス方式／全 8回） 

 

オムニバス方

式 



コ

ー

ス 

（№156 渋谷 健市／4回） 

植物生理学、植物遺伝学、植物育種学、および関連する

分野における最新のトッピクスについて論ずる。 

 

（№210 加藤 洋一郎／4回） 

作物学、園芸学、および関連する分野における最新のト

ッピクスについて論ずる。 
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生物生産科学特論Ⅲ （概要） 

動物生産科学の第一線で活躍する研究者を非常勤講師

として招き、この分野における諸課題とトピックスにつ

いて論ずる。 

（オムニバス方式／全 8回） 

 

（№157 大津 晴彦／4回） 

畜産学、動物生理・生化学、および関連する分野におけ

る最新のトッピクスについて論ずる。 

 

（№211 勝間 進／4回） 

養蚕学、応用昆虫学、および関連する分野における最新

のトッピクスについて論ずる。 
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式 

専

門

科

目 

生

物

生

産

科

学

コ

ー

ス 

生物生産科学特論Ⅳ （概要） 

生物制御科学とその関連する分野の第一線で活躍す

る研究者を非常勤講師として招き、この分野における諸

課題とトピックスについて論ずる。 

（オムニバス方式／全 8回） 

 

（№212 鎌倉 高志／4回） 

植物病理学や植物病原学に関連した分野の最新のトピ

ックスについて論じる。 

（№213 野村 港二／4回） 

植物分子生物学や細胞生物学等に関連した分野の最新

のトピックスについて論じる。 
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生体分子化学Ⅰ （概要） 

応用生命化学及び生体分子化学の学問領域の研究にお

いて、生体分子と関連分子の各種解析法の原理と利用法

を研究事例とともに理解するため、低分子有機化合物の

構造解析法に関する基礎を学ぶ。また、遺伝子の発現お

よび機能の解析に関する研究手法を概観し、研究事例の中で

各研究手法がどのように利用されているか講義する。さらに、

細胞内分子の細胞内動態の解析に関する研究手法、研究

事例および最新の知見を解説する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№14 千葉 一裕／4回） 

低分子有機化合物の構造解析法に関する基礎について

解説する。有機化合物の化学構造とはどの様な情報に基

づき決定できるのか、その概要を明らかにした後、赤外

分光分析法による分子を構成する官能基の推定法、質量

オムニバス方

式 



分析法による分子量、フラグメント解析による構造特性

解析、ならびに精密質量分析法による分子式の決定の原

理を説明する。さらに、核磁気共鳴法による分子内の水

素原子、炭素原子の相対的な位置関係の解析を行う。 

 

（№67 北野 克和／4回） 

低分子有機化合物の構造解析を理解するために、1H 

NMR、13C NMR、IR、および MSスペクトルの読み方、解析

法について解説する。そして、実際の各種スペクトルを

用いて、まずは比較的単純な低分子有機化合物の構造解

析法について演習問題を実施しながら説明する。さらに

は、二次元 NMRのデータの読み方、利用方法についても

解説し、実際の研究の現場で複雑な有機化合物の構造決

定へも応用できるような内容の講義を実施する。 

 

（№69 松下 保彦／4回） 

遺伝子の発現および機能の解析法について解説する。次世代

シーケンサーを用いたRNA解析法、質量分析装置を用いたタ

ンパク質解析法、人工変異タンパク質利用法、クロマチン免

疫沈降法、酵母ハイブリッド法などの核酸・タンパク質に関

する各種研究手法について概観し、遺伝子発現・機能の解析

法の根底にある基本的な考え方について講義する。また、研

究事例の中で各研究手法がどのように利用されているか解説

する。 

 

（№70 佐々木 信光／3回） 

細胞内分子の細胞内での局在と動態に関するトピック

を解説する。タンパク質や RNAなどの細胞内分子の多く

は、それらの機能に応じて細胞内での局在を変化させる

分子メカニズムが存在することが知られている。そのよ

うな細胞内分子を可視化し検出する分子標識技術およ

び顕微鏡観察技術の原理について実際の研究事例を交

えて講義する。また、植物ウイルスを含む種々の細胞内

分子の挙動についての最新の知見を紹介する。 
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生体分子化学Ⅱ （概要） 

生体分子の構造と機能に関する知見を深めるため、様々

な手法による生体分子の構造と機能解析、生体分子の物

理化学的分析・化学反応について論ずる。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№68 好田 正／５回） 

初回は食品の生体調節機能に関する実験法についての

紹介をする。２回目は食品の生体調節機能に関する実際

の研究例について最新の知見を紹介する。３回目は食品

の生体調節機能に関する研究例を引用したグループワ

ークを実施する。４回目は３回目に実施した食品の生体

調節機能に関するグループワークの成果についてプレ

ゼンテーションをする。最終回は食品の生体調節機能に

オムニバス方

式 



関して総括と今後の展望について議論する。 

 

（№15 服部 誠／５回） 

初回は食品タンパク質の単離の方法、クロマトグラフィ

ーによる食品タンパク質の精製について解説する。2回

目は、食品タンパク質の構造変化に関する研究手法につ

いて、蛍光スペクトル、CD スペクトル、酵素プローブ

法、熱分析（DSC）を取り上げる。3回目は、食品タンパ

ク質の機能に関する研究手法について解説する。4回目

は、食品タンパク質の構造・機能に関する研究手法につ

いて、乳タンパク質を用いた実際の研究例を詳細に紹介

する。5回目は、食品に含まれる様々な機能性成分につ

いての実際の研究例を詳細に紹介する。 

 

（№19 野村 義宏／５回） 

細胞外マトリックスの構造ならびに機能を概説し、その

調製方法、分析方法について講義する。１回目に細胞外

マトリックスの主要構成成分であるコラーゲンを題材

に、分子量の測定方法、一次・二次・三次構造の解析法、

電子顕微鏡での観察を解説する。２回目は、コラーゲン

の利用法について解説する。３回目は、ヒアルロン酸の

構造、機能特性、その利用法について、４回目はプロテ

オグリカンの構造と機能を、５回目は、細胞外マトリッ

クス全般について解説する。 
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生理生化学Ⅰ （概要） 

生理生化学分野における基礎から最新の知見までを学

習し理解するため、4名の教員がそれぞれの専門領域に

関する基礎的内容から応用に至るまでの範囲を講義す

る。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№17 三浦 豊／５回） 

 第１回目に生理生化学Ⅰの概要を説明し、講義全体の

イントロダクションを行った後、４回にわたり栄養生理

学に関する基礎から応用の範囲の講義を行う。具体的に

は食品成分の消化・吸収および体内での代謝について学

部で講義した部分をさらに詳細に解説し、食品がどのよ

うにして体内に取り込まれ、その後代謝されていくかに

ついての理解を深める。その後、食品による疾病の予防

ならびに症状の改善について、代謝性疾患（糖尿病・メ

タボリックシンドローム）および癌との関連を中心に、

最新の知見を交えながら講義する。 

 

（№13 蓮見 惠司／４回） 

抗生物質の発見以来，微生物の二次代謝は多様な化合物

の宝箱と認識され，膨大な数の化合物がそこから単離さ

れてきた．これらの化合物は進化の過程で何らかの役割

をもって誕生し，その多様性を増してきたものと推測さ

オムニバス方

式 



れる．地球上の生命のルーツは一つで，大まかにいえば

基本的な代謝はバクテリアからヒトに至るまで共有さ

れている．それゆえ，生物によって作られる化合物は他

の多くの生物にとって本質的に受容される性質のもの

であり，また，特定の生物にとっては選択的な生理活性

物質として機能する．本講義ではこのような生理活性物

質の医薬利用について解説する． 

 

（№136 鈴木 絵里子／３回） 

癌と炎症は密接に関与し，全身あるいは局所の炎症状態

は癌の病態を左右する.本講義では、癌と炎症をキーワ

ードに，最新の画像診断技術や癌治療薬, 治療戦略に

関する総論から，シグナル伝達や癌細胞の糖・脂質代謝，

薬剤の分布や排出といった薬理学的観点からの各論に

至るまで詳しく解説する. さらに，癌の再発の原因と

なる癌幹細胞に関する担当教員の研究結果や最新の知

見について紹介する. 

 

（№71 木村 郁夫／３回） 

近年の食品科学は単なる現象論の追及からその機能性

食品の生理作用を分子レベルで明らかにする方向に進

んでいる。食事の結果、腸管内で消化や代謝で生じた産

物や、腸内細菌による代謝過程で生じた新たな産物が、

宿主エネルギー源としてだけではなく、栄養認識受容体

を介してシグナル伝達分子としても働き、様々な生理機

能に関わっていることが明らかになりつつある。本講義

では腸内環境の基礎知識の学習と本領域の最新の知見

について概説する。 
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生理生化学Ⅱ （概要） 

タンパク質の構造解析及びいくつかの酵素の構造、糖鎖

生物学、遺伝子組換え生物及び糸状菌の研究とその応用

に関する最新の知見を論じる。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№18 殿塚 隆史／4回） 

タンパク質の構造解析は、今や生化学の数ある手法の一

つとなった。ここでは、まずＸ線結晶構造解析の概要を

説明する。タンパク質の立体構造解析が普及したおかげ

で、さまざまな酵素の立体構造が明らかになった。多糖

やオリゴ糖は、その糖を構成する単糖やグリコシド結合

の種類によって大変異なるため、糖に作用する酵素も多

様である。ここでは、農学・食品分野で重要な糖に作用

するいくつかの酵素について、性質および立体構造を紹

介する。 

 

（№12 西河 淳／3回） 

生体内にあるタンパク質には何種類かの糖が幾つかつ

ながった「糖鎖」の結合している糖タンパク質が数多く

オムニバス方

式 



存在している。糖鎖は、タンパク質、核酸に次ぐ第三の

鎖として近年その構造や機能の解明が進み、これまでに

発生、分化、増殖、がん化など様々な段階においてその

機能が明らかになりつつある。本講義では、最近「薬」

として用いられている糖タンパク質製剤における糖鎖

の役割をはじめ、生体内における糖鎖の生理的な機能の

あらましを講じる。 

 

（№66 川合 伸也／4回） 

現在様々な遺伝子組換え作物が作成され，栽培・市販さ

れている。これらの原理と最新の動向について紹介する

とともに，植物のゲノム編集，転写活性化因子を抑制因

子に変換する Chimeric REpressor Gene Silencing 

Technology (CRES-T)法による遺伝子発現抑制，リンゴ

小球形潜在ウイルス(ASLV)と FTと TFLを用いた開花促

進などに代表される New Plant Biotechnologyについ

て紹介する。 

 

（№16 山形 洋平／4回） 

糸状菌は、地球上の陸圏の様々な場所で生育可能な真核

生物である。古くから人類は、糸状菌を世界の各地で醗

酵や醸造に用いている。また、２０世紀以降、その二次

代謝産物は、医薬、農薬、化学工業などにも利用されて

きている。本講義では、糸状菌の生理・生化学的性質に

ついて講義するとともに、最新の分子生物学的な知見に

ついても講義する。また、糸状菌やその酵素を用いた

様々な分野での応用についても講義を行う。応用微生物

学的観点から見た糸状菌についての理解を深める。 
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健康長寿科学Ⅰ （概要） 

老化は、遺伝子により付与される要因に加え、外部の

要因によって大きく影響を受ける。外的要因がいかに生

体に影響を与えうるかに関して、その諸相を分子、細胞、

生体システムについて解説する。特に外的要因に対する

高齢者の生体反応に関して、分子レベルおよび生理学的

立場から考察を加え、抗加齢や健康長寿の源を探る。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№158 遠藤 昌吾 1回）  

加齢に伴い、認知機能は 30歳代から徐々に低下する。

記憶は、他の認知機能の基盤となっていることから、そ

の維持や改善は極めて重要な課題である。記憶の生化学

的や細胞科学的そして行動科学的側面について述べつ

つ、老化に伴う記憶障害や記憶に影響を与える認知症な

どについて述べる。さらに、高齢化社会での認知機能、

特に記憶の社会的な重要性とその維持・改善戦略につい

て述べる。 

 

（№159 柳井 修一／2回） 

オムニバス方

式 



一般に「年を取ると耳が遠くなる」と言われる聴力の

低下は、高音領域を端緒として 20歳代から始まる。老

化に伴う聴力低下（難聴）には有効な改善手法が存在し

ないため、難聴を未然に防ぐための努力が重要である。

音が聞こえる仕組みと耳科学的疾患、難聴の種類を紹介

し、高齢者の聴力特性の理解を目指す。さらに、聴力が

低下した高齢者に対する家族等の関わりかたを含め、高

齢化社会における「聞こえの問題」について考える。 

 

（№160 堀田 晴美／2回） 

高齢者における高血圧と一過性低血圧は、ふらつきや

転倒、それによる骨折、さらには認知症の発生など、重

篤な疾患の一因となります。また高齢者では夜間頻尿

や、腰痛などの痛みも増えてきます。これらの症状には

自律神経が密接に関わります。この講義では、「痛み」

と「自律神経」について、基本的な生理学的しくみを学

びます。また、それらの問題に対処するための物理療法

の作用メカニズムについて最新の知見を紹介します。 

 

（№161 三浦 正巳／2回） 

中枢神経に不可逆的損傷を受ける機会は、長く生きて

いるほど増えるであろう。そのため、一度発達、成熟し

た神経機能にとって、加齢は危険因子といえる。特定の

神経群が変性・脱落する神経変性疾患も、加齢により発

症が増え、認知機能や運動機能に疾患特有の障害をもた

らす。代表的な神経変性疾患であるパーキンソン病の病

態生理や最近の進歩を取り上げ、環境要因や個人的要因

も併せて、加齢と神経機能について考える。 

 

（№162 石井 賢二／2回） 

脳は、生命維持の中枢であると同時に、人間の社会性

や知的活動を生み出す重要な臓器である。健康な脳の加

齢変化は、成熟と機能低下が混在する。近年話題となっ

ている認知症の原因として、難溶性のタンパク蓄積が注

目されている。この講義では、先進的脳画像診断技術

（MRIや PET）を用いて、脳の加齢変化と、現在精力的

に研究が進められている認知症の原因や根本治療薬（疾

患修飾薬）開発について、最新の研究成果を概説する。 

 

（№163 村山 繁雄／2回） 

神経細胞は原則として再生せず、発生の時期からの寿

命を有する。老化により蛋白分解酵素サーベイランスが

破綻し、異常蛋白蓄積が起きやすくなる。現在分かって

いるだけで、アミロイドβ蛋白、タウ蛋白、αシヌクレ

イン、TDP43等が知られており、異常立体構造をとり不

溶化を獲得するプロセスが細胞障害を起こすこと、異常

蛋白が神経回路網を通じ伝播する仮説が唱えられてい

る。これらのプロセスは、合成化学創薬の対象となる。 



 

（№164 伊藤 雅史／2回） 

「野菜や果物を多く摂取する」ことが老化関連疾患の

予防に効果があることはよく知られている。野菜や果物

には二次代謝産物であるファイトケミカルが含まれて

おり、多くが試験管内で抗酸化能を有することから、そ

の効果には酸化ストレスの抑制が関与しているものと

考えられてきたが、生体内でそのまま抗酸化物質として

機能している可能性は低い。本講義では、ファイトケミ

カルの機能性を説明する分子メカニズムを概説する。 

 

（№165 新開 省二／2回） 

疫学とは集団医学とも呼ばれ、大勢の人を対象にして

様々な健康現象に関わる要因を探索する学問である。元

気で長生きすることを健康長寿と呼ぶが、その健康長寿

に係わる要因を解明することも疫学研究の重要な課題

である。本項では、わが国における健康長寿の疫学研究

から生まれた『健康長寿新ガイドライン』の重要なポイ

ントを学ぶ。 
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健康長寿科学Ⅱ （概要） 

健康長寿に迫る科学には多面的なアプローチが必要

である。本講義では、疫学の基礎的概念や加齢に伴う神

経細胞変性、サルコペニア、フレイルについて述べる。

また、抗老化の観点からファイトケミカルや老化のバイ

オマーカーについて、さらに、幹細胞を基礎とした再生

医療を概観する。社会への還元の大きい健康長寿研究の

フロントランナーたちが詳述する。（オムニバス方式／

全 15回） 

 

（№166 重本 和宏／2回） 

2010 年にサルコペニアの定義と診断基準が欧州で提

唱され、それを土台にして米国に続き 2014年にはわが

国でもアジア人を基準とする指標が発表された。さらに

2017年には、サルコペニアが ICD10(国際疾病分類)に登

録されるに至り疾病としての概念が確立された。本講で

はサルコペニアとフレイルの関係と病態メカニズムに

関わる基礎研究の最前線を紹介する。 

 

（№167 上住 聡芳／2回） 

骨格筋の老化（サルコペニア）は、健康を脅かす深刻

な問題である。細胞の入れ替わり率（ターンオーバー）

の高い組織では、幹細胞から断続的に子孫細胞が産生さ

れ組織が維持されるが、骨格筋はターンオーバーが極め

て低い。骨格筋には筋衛星細胞と呼ばれる幹細胞が存在

するが、幹細胞は筋の維持・老化に関係するのだろう

か？本講義では、筋の幹細胞システム、そして、幹細胞

と筋組織の老化についての研究の最前線を紹介する。 

 

オムニバス方

式 



（№168 豊田 雅士／2回） 

ヒトは約 37 兆個、200 種類余りの細胞から構成され

ています。これらの細胞が各々の機能を果たすことで

「生きている」ことになりますが、加齢とともにその機

能は低下、すなわち老化し、病態発症へとつながってい

きます。生体の恒常的機能を維持するのを支えているの

が「幹細胞」です。幹細胞の果たす役割とは何かを考え、

また期待される幹細胞を使った再生医療とはどういう

ものかについて講義します。 

 

（№169 井上 聡／2回） 

性ホルモンを含むステロイドホルモン、甲状腺ホルモ

ン、ビタミンＤやレチノイン酸などは細胞の増殖や分

化、細胞・生体機能の調節ばかりでなく、様々な疾患や

がん・老化に関与している。これら脂溶性小分子はそれ

ぞれに特異的な核内受容体を介して働く。ヒトには 48

種類の核内受容体が存在し、老化と加齢性疾患の制御に

深く関わっている。本項目では、核内受容体の構造と機

能、老化や各種病態における役割について概説する。 

 

（№170 近藤 嘉高／2回） 

初めに、老化の基本概念として、加齢や老化の違い、

寿命、老化バイオマーカーの要件について説明する。次

に、私たちの研究を例にして、老化マーカー候補として

の加齢指標タンパク質 30（SMP30）の発見から、ビタミ

ン C 合成を担う酵素としての機能同定、ビタミン C を

合成できない SMP30 ノックアウトマウスを用いたビタ

ミン C の機能解明や老化関連疾患との関わりまで、栄

養と老化の関わりについて講義する。 

 

（№171 大澤 郁朗／2回） 

酸化ストレス防御系の破綻が老化と関連疾患の主要

なエンハンサーであると考えられ、その効果的抑制法が

探索されてきた。いわゆる健康食品の開発もその延長線

上にあるが、作用機序と効果の両面で十分な研究成果が

挙がっているとは言えない。そこで、近年、大きく着目

されている水素分子について、疾患モデル動物を用いた

研究から人での臨床研究及びその作用機序について概

説し、その問題点と今後の展開を議論する。 

 

（№172 三浦 ゆり／2回） 

生体を構成する様々な分子の中で、実際の生命活動に

携わっているのはタンパク質である。酵素反応、細胞内

外への物質の輸送、分子の認識など、生命を維持するう

えで重要な機能を担っているため、タンパク質を網羅的

に調べることにより、老化や疾患の分子機構に迫ること

ができる。本講義では、オミクス研究のひとつである「プ

ロテオーム解析」を用いた、バイオマーカー探索や病態



メカニズムの解明をめざした研究について紹介する。 

 

（№173 萬谷 博／1回） 

遺伝的要因を決定しているものはゲノムの塩基配列

情報だが、実際に機能している分子は翻訳産物のタンパ

ク質である。多くのタンパク質はさらに翻訳後修飾を受

け本来の機能を獲得するため、翻訳後修飾に異常が起き

ると様々な疾患の原因となる。本項では翻訳後修飾の一

つである糖鎖がどのように老化や疾患に関わるかを紹

介する。 
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応用生命化学特論Ⅰ （概要） 

生活環境、生活習慣、食生活や加齢など様々な因子の

影響を受けやすく、遺伝子により直接支配を受けていな

い糖鎖の合成と極めて可塑性に富む脳機能に焦点を当

てる。糖鎖が関わる疾患や脳が関わる疾患について、そ

れらの基礎的な知見から、現在社会的な問題となった認

知症まで幅広くとらえて詳述する。 

（オムニバス形式、全 8回） 

  

（№173 萬谷 博／4回） 

生体で作られるタンパク質の多くは糖鎖が修飾され

ている。糖鎖はタンパク質の性質や機能に影響し、細胞

や分子間の認識において重要な役割を果たしており、糖

鎖の変化は細胞の生理状態を反映する。糖鎖の生合成は

ゲノムに直接支配されず、複数の酵素による逐次的反応

であることから、環境や加齢など様々な因子の影響を受

けやすい。本講義では、糖鎖および老化に関する研究や

知見を紹介し、糖鎖異常と疾患について概説する。 

 

（№158 遠藤 昌吾／4回） 

社会活動を支える人の行動は、“脳”により支えられ

ている。脳機能、神経機能を理解することは人を理解す

ること、ひいては社会や生産活動を支える人の行動を理

解することである。本講義では、脳機能の中でも各種の

高次機能の基礎となっている“記憶”に焦点を当てて、

はじめに記憶を支える脳や神経について述べ、そして、

記憶がいかに我々の行動そして社会を動かしているか

について、また、認知症などの記憶関連疾患が社会に及

ぼす影響について述べる。高齢化社会に必要な脳や神経

系の基礎知識と、老化への対処方法についても述べた

い。 
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応用生命化学特論Ⅱ （概要） 

サルコペニア (加齢性筋肉減少症) は高齢者の

ADL(activity of daily living)と QOL(quality of 

life) を損なう主要な原因である。サルコペニアは遺

伝因子と環境要因など多様な老化促進因子が長時間重

なっておきる。本講では、サルコペニアを理解するため

に必要な基礎知識から最新の研究について理解した上

隔年 

H32年度開講 



ー

ス 

で、問題点を議論できるようになることを目的とする。 
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応用生命化学特論Ⅲ （概要） 

 生活習慣病である糖尿病について、その発症の分子機

構を基礎的および臨床的側面から講義する。特に膵臓か

らのインスリン分泌の調節機構とその破綻について最

新の分子機構を詳細に解説する。また実際の臨床例を元

に動物モデルとヒト疾患との違いを解説し、糖尿病治療

の基礎から応用までの理解を深める。さらに糖尿病の発

症や進展に係る食習慣、予防の可能性のある食品成分、

食習慣などについても実験例や臨床例を取り上げなが

ら解説する。 
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応用生命化学特論Ⅳ （概要） 

ヒトの病気は、遺伝的要因ならびに環境的要因により

起こる。本講義では、各種遺伝子解析技術の特徴と医科

学への応用について、ヒト大腸癌および胃癌を中心に遺

伝性及び孤発性癌の発生機構を genetics ならびに

epigeneticsの側面から解説する。また、超高速 DNAシ

ークエンシング技術の現状、更には遺伝子医療、バイオ

産業、遺伝子リテラシー教育など生命科学を取り巻く状

況についても概説し、医科学研究における遺伝子解析技

術の方向性について展望する。 
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応用生命化学特論Ⅴ （概要） 

分子生物学は生命現象を分子レベルで理解すること

を目的とする。本講義では、生態的および応用の観点で

重要な糸状菌を対象とし、糸状菌の遺伝学から工業利用

まで解説する。内容としては、糸状菌の培養・真核微生

物の多様性と分類・真菌類の生活環・糸状菌を用いた発

酵食品と飲料・麹菌のベクターとゲノム解析と転写因子

と発現制御・バイオ燃料と生物材料・遺伝子組換え技術

の応用・遺伝子組換えと社会であり、さらに、麹菌の細

胞表層タンパク質ハイドロフォービン研究を例にとっ

て麹菌の分子生物学研究を概観する。 
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応用生命化学特論Ⅵ （概要） 

 生物は膜を巧みに利用して生命を維持していて、細胞

は外界と細胞膜によって仕切られ、オルガネラはオルガ

ネラ膜によって囲われている。これら生体膜は、それぞ

れ特徴的な形態や、適切な大きさになるように形成され

ており、膜の形態形成異常は、高等動物では疾患の原因

にもなる。本講義では、生体膜の形態形成の分子機構に

ついて解説する。また、酵母遺伝学の研究が、生体膜形

成を含めた様々な生命現象の解明に役立ってきている

ので、それについても説明する。 

（№177 舘川 宏之 ４回） 

 

（概要） 

 「酵素」は、常温常圧で反応が行われる「環境に低負

荷な生体触媒」として、様々な分野で産業利用されてい

オムニバス方

式 

隔年 

H32年度開講 



る。産業用の酵素は主に微生物によって生産されてお

り、その開発には新規有用微生物の探索、酵素の生化学

的性状解析や立体構造解析、酵素の活性、基質特異性、

安定性などの機能改変、微生物による酵素の大量生産技

術、など様々な技術が必要である。本講義では、これら

の各技術開発の概要や、実際の研究事例の紹介などを行

う。 

(№178 矢追 克郎 ４回) 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

環境資源材料学Ⅰ （概要） 

バイオマスを含む様々な物質（低分子量物資から生体

高分子化合物まで含めた多様な分子）の分子運動を理解

するための研究法として、誘電緩和法と粘弾性測定法の

基礎理論、測定法、さらに解析法を習得する。 

環境中における様々な有機化合物の光化学反応、および

生物による光化学反応の詳細な機構を講義する。  

 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジー、誘電緩和、分子

運動 

 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

隔年 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

環境資源材料学Ⅱ （概要） 

材料研究に用いられる計測技術の測定原理と応用、さ

らにケモメトリックスによる解析技術を習得する。ま

た、分子間相互作用が物質の性質を支配する事実も講義

する。 

木質材料の製造に使われる工作機械について、種類、機

構、特徴、使用法を習得し、ものづくりに必要な基本的

な製図法も合わせて解説する。 

 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

 

（№123 安藤 恵介） 

木材・木質材料、機械加工、木材乾燥、レーザ加工、作

業環境 

隔年 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

資源機能制御学Ⅰ （概要） 

植物細胞壁の主体であるセルロースやヘミセルロー

スなどの構造多糖類の構造や化学的性質、利用事例等を

習得し、天然高分子である多糖類のさらなる有効利用法

を解説する。 

木質資源の基本的性質、高機能化、高度利用のための接

着加工、複合化加工、化学修飾加工等の利用について習

得し、バイオマスとしての利用法をバイオリファイナリ

ーの観点から解説する。 

植物細胞壁を構成する高分子類の構造とその機能なら

隔年 



びに生合成・生分解機構等について習得し、細胞壁特有

のバイオマスの構造多様性やその解析方法についても

解説する。 

 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子１次構造解析、分

解生成物利用 

 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

資源機能制御学Ⅱ （概要） 

樹木が形成する木材の形成機構に関する基礎的な知

見を最新の研究成果を含めて修得し、植物細胞から得ら

れる生体情報の可視化方法についても解説する。 

微生物による植物細胞壁などの生分解機構と制御法を

基礎から応用まで総合的に習得し、生分解性が生態系の

物質循環に果たす意義と、人間生活への有用性について

解説する。 

 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

ファイナリー 

隔年 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

環境生物学Ⅰ （概要） 

都市や地球環境における微生物・植物および動物を通

した物質循環と,様々な環境ストレスが生物へ及ぼす影

響の解明や生態系の保全・修復に必要な手法の開発など

に関して講義する。本講義（環境生物学Ⅰ）では、基礎

的な知見の体系的な提供に主眼を置く。 

 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

 



 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

環境生物学Ⅱ （概要） 

都市や地球環境における微生物・植物および動物を通

した物質循環と,様々な環境ストレスが生物へ及ぼす影

響の解明や生態系の保全・修復に必要な手法の開発など

に関して講義する。本講義（環境生物学Ⅱ）では、応用

的な側面を中心に最新の知見の紹介に主眼を置く。 

 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

環境化学Ⅰ （概要） 

水、大気、土壌など様々な環境における生元素の分布

と,生物圏における循環,人間活動による物質循環の攪

乱を,主として化学的視点から講義を行う。対象域は大

気、河川、湖沼、汽水域、沿岸域から外洋までを扱う。 

 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系 、安定同位

体比、生物地球化学 

 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着 、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越

境大気汚染 

 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

環境化学Ⅱ （概要） 

微量元素・無機物質および有機化合物の水、大気、土

壌など様々な環境における分布と生物圏における循環

を、人間活動による攪乱を軸に解説・講義する。対象域

は熱帯地域から、南北両極域まで地球的な規模をカバー

する。 

 



コ

ー

ス 

 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染、 

 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

生態系保全学Ⅰ （概要） 

本講義では、環境問題の観点から野生動物の生態を学

び、保全策について考察を行う。また中大型野生動物の

被害発生機構と対策の取組みについて自ら考える力を

養う。さらに、人間と野生動物の関わり、野生動物への

福祉的配慮、動物園学、絶滅の危機と保護増殖、野生動

物医学の概要について理解し、議論できる能力を養う。 

 

（№84 金子 弥生） 

本講義では、環境問題の観点から野生動物の生態を学

び、保全策について考察を行う。また中大型野生動物の

被害発生機構と対策の取組みについて自ら考える力を

養う。 

 

（№92 鈴木 馨） 

人間と野生動物の関わり、野生動物への福祉的配慮、動

物園学、絶滅の危機と保護増殖、野生動物医学の概要に

ついて理解し、議論できる能力を養う。 

 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

生態系保全学Ⅱ （概要） 

持続的な自然資源の獲得と生物多様性や生息環境の

保全を両立させるための理論と具体的手法について理

解するため、雑木林の植生管理と自然資源管理・生物多

様性の関わり及び空間情報の活用を取り上げて、具体的

な自然資源管理の手法を学ぶ。 

 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

 

 



（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

生態系保全学Ⅲ （概要） 

人間の生活環境を構築する際に重要となる「アメニテ

ィ」「快適性」の考え方に着目し、快適性を感ずる主体

（ヒト）とその生理・心理・行動指標を理解するととも

に、自然環境を活用した快適性デザインの方法（含実践）

について学ぶ。 

 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

森林環境保全学Ⅰ （概要） 

森林生態学、森林土壌学および森林水文学に関する基

礎と応用を学習するとともに、最新トピックスについて

講義や受講生の調査・発表を通して、森林環境保全と管

理の実践的な理論や調査研究手法への理解を深める。本

講義によって、森林の生態、土壌および水文学における

最新の知見を学び、これらの調査研究やデータ解析方法

などを修得し、森林環境の保全と管理の知識と技術に関

する修士論文研究に応用できることが到達目標である。 

 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

森林環境保全学Ⅱ （概要） 

森林・農地・河川・都市の自然資源管理および市民参

加・住民参加のあり方、自然環境保全の住民運動・市民

運動や思想を学ぶ。木材資源、エネルギー資源、森林を

環境として持続的に利用するための考え方と技術を学

ぶ。森林計画学における理論と方法について概観し，地

域の森林計画を調査して現況や課題等を発表・討論す

る。木材生産および森づくりのための知識・技術を学び，

森林施業プランナーとしての基礎的素養を身につける。 

 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

 

 



（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

森林環境保全学Ⅲ （概要） 

森林における鳥獣、昆虫、植物など様々な生物の役割

を学ぶことによって森林生態系の複雑な仕組みを理解

するとともに、森林の健全性を維持するために、生物に

よってもたらされる森林被害やその予防・対策の手法に

ついて学ぶ。 

 

（№90 小池 伸介） 

上記内容について、おもに鳥獣を対象に学ぶ。 

 

（№125 吉田 智弘） 

上記内容について、おもに昆虫、土壌生物を対象に学ぶ。 

 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

自然環境資源学特論Ⅰ （オムニバス方式／全 15回） 

（概要） 

「バイオ錬金術」という基本コンセプトに立脚し、有

機溶剤を一切使わない生物機能と水のみからなる生物

材料のボトムアップ的三次元構造体の構築と、生物素材

（バイオマス）のトップダウン的ナノ微細化という両面

から成る循環型社会の概念を習得し、木質バイオマスな

どの再生可能資源の機能解析や利用技術に関する最新

情報を講義する。 

（№179 近藤 哲男（8回／全 15回）） 

 

（概要） 

木材由来のセルロースナノファイバーは、鋼鉄の５分

の１の重さで、５倍の強度があるとも言われる将来有望

な新素材である。現在約１８０社の国内企業が参画した

経済産業省主導のセルロースナノファイバーを基軸と

したフォーラムが展開され、新産業が興りつつある。こ

のセルロースナノファイバーの基礎と応用に関して詳

細に解説する。 

（№180 齋藤 継之（7回／全 15回）） 

オムニバス方

式 

集中 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

自然環境資源学特論Ⅱ （オムニバス方式／全 15回） 

（概要） 

土壌・食品・微生物・紙パルプ・印刷技術・水環境な

どで扱う問題の多くがコロイド界面科学と密接に関わ

っていることを学び、学術的にも、技術的にも共通性の

オムニバス方

式 

集中 



源

コ

ー

ス 

ある展望を習得する。さらに、モデルコロイドの凝集現

象に着目したデータ解析法の有効性とその展開につい

て解説する。 

（№181 足立 泰久（7回／全 15回）） 

 

（概要） 

日常生活に活用される様々な電磁波（γ線、Ｘ線、紫

外光、可視光、近赤外光、赤外線光、テラヘルツ光など）

について、その性質や有効に活用するための基礎原理に

ついて習得し、実際に応用されている現場ついての現状

と展望を講義する。 

（№182 宮澤 光博（8回／全 15回）） 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

自然環境資源学特論Ⅲ （オムニバス方式／全 15回） 

（概要） 

木材の樹種を識別することは、木材を適材適所で利用

する上で非常に重要であることを習得する。例えば、違

法伐採により生産される木材や木材製品の流通対策に

おいては必須であり、様々な樹種識別手法が特徴を生か

しながらどの様に使い分けられているかについて解説

する。 

（№183 安部 久（8回／全 15回）） 

 

（概要） 

生物が作り出す、地球上で最も豊富な有機物資源であ

るセルロースを含む結晶性多糖類を議論の対象として

取り扱い、その構造、物理的性質、化学反応、さらに特

異な現象等を習得し、それらの知識を高機能性材料の創

製に活かす手法につても最新の知見を交えながら解説

する。 

（№184 和田 昌久（7回／全 15回）） 

オムニバス方

式 

集中 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

自然環境資源学特論Ⅳ （オムニバス方式／全 15回） 

（概要） 

木質ボードの製造方法を理解することでボードの特

徴や問題点を把握し、製造方法や性能を改良するための

方法についての知見を習得する。さらに、木質ボードの

劣化プロセスについて理解し、環境条件による劣化過

程・材料としての寿命を予測するための統計的手法につ

いて解説する。 

（№185 高麗 秀昭（8回／全 15回）） 

 

（概要） 

バイオエコノミー社会の到来を見据え、持続的かつ再

生可能な資源の有効利用について、特に、リグノセルロ

ース系バイオマス利用の可能性について習得する。本講

義はマクロスケールの話題のみにとどまらず、ミクロス

ケールでのバイオマス糖化メカニズムに関する話題ま

でを広く解説する。 

（№186 五十嵐 圭日子（7回／全 15回）） 

オムニバス方

式 

集中 



専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

自然環境資源学特論Ⅴ 物質循環に関わる生物学に関する最新トピックスを解

説する。 

 

（№187 堅田 元喜） 

講義キーワード：大気陸面相互作用, 陸面モデル, 大

気沈着, 窒素循環, 森林生態系 

隔年 

31年度開講 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

自然環境資源学特論Ⅵ 物質循環に関わる生物学に関する最新トピックスを解

説する。 

 

（№188 張野 宏也） 

講義キーワード：生態影響、リスク評価、バイオレメデ

ィエーション、有機金属化合物、環境挙動 

隔年 

32年度開講 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

自然環境資源学特論Ⅶ 物質循環に関わる化学に関する最新トピックスを解説

する。 

 

（№189 熊田 英峰） 

講義キーワード：分子マーカー、化合物レベル安定同位

体解析、道路排水、多環芳香族炭化水素、モニタリング 

隔年 

31年度開講 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

自然環境資源学特論Ⅷ 物質循環に関わる化学に関する最新トピックスを解説

する。 

 

（№190 岩田 智也） 

講義キーワード：河川生態系 栄養塩動態 栄養塩スパ

イラル 水系ネットワーク 好気的メタン生成 

隔年 

32年度開講 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

自然環境資源学特論Ⅸ （概要） 

自然資源の保全のためには、その源となる生物多様性の

成り立ちについて充分な理解が不可欠となる。本科目で

は他の科目では扱いが限られるものの、重要となる草地

生態系と樹冠生態系に特に注目し、これらの生態系を対

象とした画期的な研究を展開する新進気鋭の研究者か

ら、その生物多様性の成り立ちや維持機構および望まれ

る保全策について最新の知見を習得する。 

 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№191 中村 彰宏／8回） 

オムニバス方

式 



海外で実施されている大規模研究の事例を中心に、気候

変動が生物群集に及ぼす影響や林冠の生物多様性につ

いて学ぶ。 

 

（№192 内田 圭／7回） 

自然資源管理（特に保全生態学）における、基礎的およ

び応用的な研究から知識を得る。特に自然と半自然とい

う概念について、日本ならびに世界各地の研究から理解

を深める。 

専

門

科

目 

自

然

環

境

資

源

コ

ー

ス 

自然環境資源学特論Ⅹ （概要） 

森林を中心とした自然資源管理のあり方について、これ

まで実態調査を積み重ねてきた２人の新進気鋭の研究

者から直接、研究内容を提示していただき、議論するこ

とから実践的に学ぶ。１人は、最も現代的な自然資源利

用の形の１つとしての保護地域が対象であり、もう１人

は最も原初的な利用の形としての入会利用を対象とす

る。しかし、方向性は２人とも同じかも知れない。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№193 柴崎 茂光／8回） 

自然遺産および近代産業遺産も含めた文化遺産の保全

と管理のあり方等について実態に基づいて学ぶ。 

 

（№194 山下 詠子／7回） 

入会林野の変容過程と生産森林組合、財団法人等の現在

の法制度下の実態、今後の地域における貢献のあり方等

について実態に基づいて学ぶ。 

オムニバス方

式 

専

門

科

目 

食

農

情

報

工

学

コ

ー

ス 

地域環境工学Ⅰ （概要） 

不飽和帯における水文学的・物理的・化学的・生物学的

な各過程について、特に多孔質体中の水・化学物質・熱

の移動の理解を深め、その知識を環境政策や環境修復な

どの意思決定過程に取り入れる方法を学ぶ。また、上記

物質移動に関する数値シミュレーション技法について、

その基礎と応用について学ぶ。 

 

 

専

門

科

目 

食

農

情

報

工

学

コ

ー

ス 

地域環境工学Ⅱ （概要） 

学際研究の実践を主たるテーマとして、異分野間でのデ

ィスカッションの困難さ（用語や空間の定義についての

齟齬など）を体感しながら、各人研究の“立ち位置”を

再確認し、最終的には農業農村政策の動向を踏まえた共

同研究案を提案する。また、農村計画学が、農村振興、

東日本大震災の復興支援に果たす役割と課題について

話題提供しながら、大学の地域貢献のあり方について考

える機会とする。 

 

専

門

科

食

農

情

地域環境工学Ⅲ （概要） 

農業水利ストックの性能設計に必要な，目的・機能の決

定，モデリング，シミュレーション，最適化手法，具象

 



目 報

工

学

コ

ー

ス 

化設計，運用というシステム工学における一連のプロセ

スについて，応用例を交えて学ぶ。また，社会資本とし

て膨大な農業水利ストックの維持管理はどうあるべき

か，資産管理面，地域共同，水環境保全の新たな取り組

みも含め，農業水利システムにおけるマネジメント工学

について解説する。 

専

門

科

目 

食

農

情

報

工

学

コ

ー

ス 

生物生産工学Ⅰ （概要） 

前半は，情報技術に関連するスキルを身につけ、いろい

ろな専門分野の人と協力して研究を遂行する上で必要

な技術を習得するため、方程式を数値計算法により解く

手法を中心に学ぶ。 

後半は，地域環境を時間的・空間的・定量的に捉えるべ

く，さまざまな問題の解決や対策に必要となる各種空間

情報の収集・解析手法を既往研究等のレビューにより理

解を深める。その上で，受講生各々が地域環境問題とそ

の対策においてテーマを絞りながら，空間情報技術の応

用可能性について，受講生たちとの論議を通じて考え

る。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№96 辰己 賢一） 

第 1回：計算と誤差 

第 2回：関数の近似 

第 3回：数値積分 

第 4回：非線形方程式 

第 5回：連立 1次方程式 

第 6回：常微分方程式 I 

第 7回：常微分方程式 II 

第 8回：偏微分方程式 

 

（№126 山下 恵） 

第 9-11回：地域環境問題や地域環境計画における空間

情報技術の応用事例や既往研究に関するレビュー 

第 12－14回：レビューした既往研究を参考に各自テー

マ（仮題）を設定し，背景，問題提議，目的，計画・手

法（空間情報の収集／計測，空間データ／画像データの

解析手法案）をまとめながら議論  

第 15回：プレゼンテーション・総まとめ 

オムニバス方

式 

専

門

科

目 

食

農

情

報

工

学

コ

ー

ス 

生物生産工学Ⅱ （概要） 

農業における環境や生物の計測とその制御についての

知識を習得し、実用場面での課題を理解するとともに問

題点を解決する能力を養うため、計測制御に関する基礎

的な事項について講ずる。 

前半は、ゼミ形式での議論を通じて、計測システムの構

築や制御対象のモデル化について理解を深める。 

後半は、農業・農村におけるエネルギーと環境問題の解

決に向けて、バイオマス利用に関する計測手法と制御技

術を講述し、討議する。 

オムニバス方

式 



（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№94 帖佐 直） 

第１回：農業、環境を対象としたシステムのモデル化 

第２回：モデルの数学的な記述  

第３回：数学的モデルの基礎 

第４回：数学的モデルの解析（1） 

第５回：数学的モデルの解析（2） 

第６回： システム制御の理解 

第７回：制御シミュレーション 

第８回：実際の適用事例と最近の研究について 

 

（№33 東城 清秀） 

第９回：太陽光熱の計測技術 

第１０回：太陽光熱のエネルギー利用システムの制御と

課題 

第１１回：バイオマスの特性計測技術 

第１２回：バイオマスのエネルギー利用技術と課題 

第１３回：バイオマスのエネルギー利用システムの制御

と課題 

第１４，１５回「わたしの自然エネルギー利用論」の紹

介と討議 

専

門

科

目 

食

農

情

報

工

学

コ

ー

ス 

生物生産工学Ⅲ （概要） 

自然現象のダイナミクスのモデリングについて，常微分

方程式のオイラー法，ルンゲ・クッタ法の数値解法を学

び，プログラミングを演習として行う。 

また，農学，生態学においてみられるカオス（一見ラン

ダムな変動が単純なメカニズムによって生み出される

現象）について，その原理と実データ解析手法について

講じる。 

 

専

門

科

目 

食

農

情

報

工

学

コ

ー

ス 

食農情報工学特論Ⅰ （概要） 

食と農に関する情報工学の最新の技術動向，研究手法，

研究成果について，以下のキーワードやトピックに基づ

き解説する。 

オムニバス方式／全 15回 

 

（№214 増冨 祐司／4回） 

・気候変動，極端気象，収量予測，予測モデル 

 

（№215 張 銘／4回） 

・土壌汚染，環境工学 

 

（№216 荒木 徹也／4回） 

・農産物加工，農産物流通 

 

（№217 丸田 洋／3回） 

・新技術導入，情報戦略，農業経営 

オムニバス方

式 



専

門

科

目 

地

球

社

会

学

コ

ー

ス 

共生人間学Ⅰ （概要） 

人の動物や自然との関係は多岐に渡り、その研究方法に

も様々な切り口がある。この授業では、人の動物や自然

との関係を心理学や哲学などの人文社会科学を中心に、

その近接領域の知見にも触れながら学び、人の動物や自

然との共生について考察する。国内外の学術書も読み、

人の動物や自然との共生関係についての研究の概観を

理解する。 

 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

 

専

門

科

目 

地

球

社

会

学

コ

ー

ス 

共生人間学Ⅱ （概要） 

歴史学は、「過去」を復元し、その「過去」と対話する

ことで、自分たちの生きる時代や社会・文明を見つめな

おそうとする学問的な方法論である。それは従来、人間

や人間社会の歴史として語られてきたが、社会や文明の

持続性に対する懐疑の高まりを前に、私たちの歴史認識

も揺らいでいる。このなかで、「環境」や人びとが地域

の自然に働きかけるなかで継承されてきた「生業」「文

化」などをキーワードにして、歴史を捉えなおそうとす

る研究が蓄積されてきている。この授業では、それらの

研究動向を概観・体感する。 

 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

 

（№128 竹本 太郎） 

近代化、農山村、森林史、村落、入会 

共同 

専

門

科

目 

地

球

社

会

学

コ

ー

ス 

環境社会関係学Ⅰ （概要） 

環境問題をより大きな社会の状況や社会制度と関連付

けて理解するため、最初に教員が社会制度に関する基本

的な内容を説明し、その後具体的な事例に基づき、参加

者の議論により理解を深める。 

 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発、 

 



専

門

科

目 

地

球

社

会

学

コ

ー

ス 

環境社会関係学Ⅱ （概要） 

理論と体系の大枠を理解すると共に初歩的な法的思考

方法又は教育手法を身につけるため、環境法の基本原

則・環境保全の手法・環境紛争とその解決方法の他に教

育実践手法等に関する、環境法又は教育実践に関わる一

又二冊の本を、学生に分担して報告してもらい、それに

ついて議論を行う。その中で、適宜そのテーマに合わせ

た講義も行う。 

 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

 

専

門

科

目 

地

球

社

会

学

コ

ー

ス 

食料環境経済学Ⅰ （概要） 

農業と関連産業にまつわる論点を整理し、受講生各自の

考えを確立し、それを表現することができるよう、農業

構造と農産物食品流通構造・消費構造とを、地域経済、

国民経済、世界システムの視点から捉え、その現状と問

題点を把握するとともに、今後の展望について検討す

る。 

 

（№36 山﨑 亮一） 

農業政策, 農業生産法人, 家族経営, 国民経済, 世界

システム 

 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造，生産力構造，地域労働市場，地域農業システ

ム，集落営農 

 

専

門

科

目 

地

球

社

会

学

コ

ー

ス 

食料環境経済学Ⅱ （概要） 

経済発展過程における農業資源流動性を経済学的視点

から分析できる能力を身につけさせるため、農業生産構

造の変化に関する文献の講読を通して、農業生産の経済

学視点からみた特徴および経済発展過程の農業資源流

動性、特に農業要素（資本、労働力）移動や市場取引・

貿易の変容について理解する講義を行う。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№38 千年 篤／8回） 

文献の購読を通して、農業生産を行う経済主体の特徴と

経済主体の行動を記述する経済モデルの基礎理論を習

得する。特に、農業生産技術の発展・選択及び農業生産

要素の利用効率性と農業生産要素市場の関連性に着目

し、現実の農業・農村に関わる事象を経済学的に説明す

る力を身に着ける。 

 

（№130 草処 基／7回） 

オムニバス方

式 



文献で取り上げられている農業・農村を対象とした実証

研究を紹介し、実証分析の基礎理論と応用例を学ぶ。特

に、農業生産技術及びその発展における地域間の差異が

経済学においてどのように把握されてきたかに着目す

る。また、課題報告とその議論を通して、学生の興味に

応じた仮説検証型の分析アプローチを紹介する。 

専

門

科

目 

地
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食料環境経済学Ⅲ （概要） 

食料の生産から消費までの流れであるフードシステム

をローカルとグローバルの両方の視点から捉え、その現

状と問題点を把握するとともに、今後の展望について検

討する。関連する書籍の輪読、学生による発表、教員に

よる解説と補足的な講義を実施する。具体的には、アグ

リビジネス、フードマーケティングや関連する農業政策

などについての文献を取り扱う。発表や議論を通じて学

術的なコミュニケーションの基礎を身につける。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№35 野見山 敏雄／7回） 

マーケティングの基礎と応用について学び、現実社会の

問題点を考察する。マーケティング論の教科書を１冊選

定して、輪読形式で報告と議論を行う。ケーススタディ

として、食料農業関連企業の映像を視聴し、議論する。

また、必要に応じて関連する項目について講義と解説を

おこなう。 

 

（№139 觀山 恵理子／8回） 

日本の農業政策とフードシステムに関する書籍を輪読

することを通じて、日常的な食料消費と食料生産、日本

の食料安全保障との関連を学ぶ。輪読形式で関連する書

籍を読み、知識を習得するとともに、発表や議論を通じ

て理解を深める。 

オムニバス方

式 
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地球社会学特論Ⅰ （概要） 

環境共生型の社会の構築に関する理論の基礎及び研

究手法についての基本を学ぶ。あわせて発表の仕方や討

論の仕方などを修得する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№195 濱野 佐代子／５回） 

 人と動物の関係を、心理学や教育学、動物学に関連づ

けて学習する。具体的には、人と伴侶動物の関係や歴史、

伴侶動物飼育の効用、動物介在介入の実践などを取り上

げ、解説する。これにより、人と動物の共生社会を考え

るための知識を養うことを目的とする。現代社会におけ

る人と動物の関係を考え、生じる諸問題を解決する知識

を身につける。また、受講者間で意見交換することによ

って、知識をさらに深めていく。 

 

（№196 奥田 喜道／５回） 

オムニバス方

式 



 この講義では主に個人尊重を究極の原理とする憲法

学的な観点から、環境政策、エネルギー政策、原発事故

対策、土地利用政策、交通政策、農林水産業政策につい

て、民主的な参加制度や制度運用のあり方の現状の解説

と外国（主にスイス）との比較を行う。 

 

（№197 友田 滋夫／５回） 

共生社会の基礎である労働力基盤について、日本資本主

義の展開と農村の包摂に注目しながら、その変遷と現在

生じつつある再編を整理する。農村から都市への労働力

移動の歴史、その限界と新たな労働力基盤の形成（労働

力を海外に求める動きほか、多様な形態での不安定雇用

の増加）、食料基盤を持たざる人々の失業＝食の貧困化、

農業農村回帰の動きについて理解する。 
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国際環境修復保全学Ⅰ （概要） 

流域で発生する水や土砂の諸課題を理解し、持続的資源

管理に重要となる環境修復と保全技術を理解するとと

もに応用できる能力を習得するため、主に流域スケール

での、物質循環、水資源管理、流域管理と関連する、土

壌侵食、地すべり、土石流に焦点を当て、災害などの攪

乱に対する回復、保全、修復技術を学ぶ。特に、急峻な

山地における水文学及び地形学プロセスに重点をおき、

流域の資源管理について、個別課題を設定しながら学習

する。 
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国際環境修復保全学Ⅱ （概要） 

流域から圃場や水田までの水資源、水環境の国際的な議

論について理解する。特に、水田における水利用および

水田を含む流域の水循環について、水文学、水理学、灌

漑排水学からのアプローチに基づき、農業と水資源につ

いての概要を理解するため、近年の課題を把握するとと

もに、それらのとりまとめや、プレゼンテーション及び

各トピックにおける議論を行う。 

 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

 

専

門

科

目 

国

際

イ

ノ

ベ

ー

国際生物生産資源学Ⅰ （概要） 

生物機能、特に植物と微生物の機能について分子生物

学、遺伝子工学的視点から概説し、さらに生物機能を向

上させるための新機能開発及び利用について理解する

ため、分子生物学や微生物学に関する内容を取りまとめ

た教材に基づいて講義を行い、生物機能や遺伝子工学の

 



シ

ョ

ン

農

学

コ

ー

ス 

利点、問題点などをグループで議論し、意見をまとめて

発表する。 
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国際生物生産資源学Ⅱ （概要） 

生物資源の有効的な利活用について作物生産の生態学

的知見に基づいて考察し、個々の作物栽培体系での問題

解決方策を包括的な視点から考えられる力をつけるた

め、本講義では作物生産の生態学に関する個々のトピッ

クについて学びながら、それらの知見を途上国の生物資

源の有効利用にどのように活用していくべきかを包括

的に考える視点を持つことを目的としている。参加者が

興味を持ったテーマについて各自で調べ、随時発表を行

う。 
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国際応用生命化学Ⅰ （概要） 

応用生命化学分野における研究内容について、生理生

化学および生体分子化学の見地から英語で講義する。具

体的には微生物学、生化学、食品科学の分野に関する基

礎的知見および研究内容を講義し、さらに最新のトピッ

クスについても紹介する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№17 三浦 豊/4回） 

 食は健康と密接に関与しており、近年食品が有する第

３の機能を利用して、健康増進・疾病予防を行うことが

試みられている。ここでは食品による生活習慣病予防の

可能性について詳しく論じると同時に、機能性食品の我

が国における制度（特定保健用食品および機能性表示食

品）について、その概要を英語で解説する。さらに他の

国（米国、EUなど）における機能性食品の制度や取り組

み状況を紹介することで機能性食品研究のトレンドを

理解することを目的とする。 

 

（№16 山形 洋平/4回） 

麹菌は、日本の醸造・発酵産業に古くから用いられて

きた日本の「国菌」である。麹菌は味噌、醤油、食酢、

日本酒などを通じて日本の伝統的な食文化の形成に大

きな役割を担ってきた。しかし、麹菌の分子生物学的研

究は非常に遅れていた。近年になりようやく様々な解析

がなされてきた麹菌の利用の歴史的背景を概説し、なぜ

オムニバス方

式 



麹菌が日本の伝統的食品・調味料などの発酵・醸造に用

いられてきたのかなどについて最新の研究成果を踏ま

えて英語で分子生物学的に解説する。 

 

（№68 好田 正/4回） 

食品は体を作るための栄養やエネルギー源として働

くのみでなく、私たちの免疫系にも極めて大きな影響を

与えている。しかしながらその詳しいメカニズムは未だ

によくわかっていない。食品と免疫系との相互作用を明

らかにすることが出来れば、日々の食事を通して様々な

疾病の予防や治療が可能になると期待される。本講義で

は、免疫系の仕組みや食品の免疫調節機能、特に、食品

アレルギーの発症メカニズムや食品アレルギーを起こ

すアレルゲンについて最新の知見を英語で説明すると

ともに、食品成分を用いた種々の免疫疾患の予防や治療

に向けた取り組みについても英語で解説する。 

 

（№18 殿塚 隆史/3回） 

応用生命化学の分野において、酵素を用いた物質生産

は重要な研究対象である。酵素の中でもアミラーゼおよ

びセルラーゼは、長い研究の歴史があり多糖の分解や各

種糖の生産に使用されてきた。これらの酵素の基質であ

る澱粉およびセルロースはどちらもグルコースで構成

された多糖であるにもかかわらず、アミラーゼは澱粉の

みを、セルラーゼはセルロースを分解する。本講義では、

アミラーゼおよびセルラーゼを例として、酵素の研究法

や立体構造を紹介し、基質特異性などの酵素に特徴的な

性質がどのようにして発揮されるのか英語で概説する。 
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国際応用生命化学Ⅱ （概要） 

応用生命化学、生体分子化学、生理生化学の学問や技術

領域における、遺伝子解析・生物新機能開発・医学分野

への展開などにおける国際的な動向を理解し、明確な目

的意識をもった基礎研究の手法、学術分野としての社会

要請との密接な関連を把握する。イノベーション創出へ

の新たな課題の発見への研究手法、解決方法、技術展開

などの実践低名手法を学ぶとともに、新技術の社会実装

への方法論を議論する。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№13 蓮見 恵司／3回） 

生理活性天然物の医薬利用に関わる基礎から応用開発

までを概説する。 

 

（№66 川合 伸也／4回） 

遺伝子組換え作物の作成法と近年発達してきた New 

Plant Biotechologyについて概説する。 

 

（№70 佐々木 信光／4回） 

オムニバス方

式 



生体内分子の局在および動態に関わる解析技術の基礎

と応用について概説する。 

 

（№69 松下 保彦／4回） 

遺伝情報の発現に関わる核酸及びタンパク質の解析技

術の基礎と応用について概説する。 
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国際地域開発学Ⅰ （概要） 

持続可能な社会に向けての地球環境問題を克服するた

めの必要な国際地域開発について習得するため、本講義

では、持続可能な社会を構築するために必要な海外にお

ける地域開発について学ぶ。第一に持続可能な社会のた

めに克服すべき地球環境問題の実態について学習する。

そして、地球環境問題を克服するための国際地域開発に

ついて事例をもとに学習する。そして、国際地域開発を

実施している専門家による特別授業を行う。これらの学

習をもとにグループワークにより、国際地域開発の計画

書を作成、プレゼンテーションを行う。 
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国際地域開発学Ⅱ （概要） 

農村開発事業の企画と提案書の作成、事業評価について

学ぶため、本講義では、環境に配慮した持続的農業開発

のための技術移転のあり方について、具体的な農村・地

域の場において理解することを目的としている。受講者

は、グループプロジェクトや討論を通して知見を共有し

深める。また、本学の国際技術協力事業に関係する専門

家を招き、事例研究の特別講義を行う。最後に、持続的

農業農村開発協力事業の提案書をグループごとに作成、

発表しまとめとする。 
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国際応用動物学Ⅰ （概要） 

世界規模での動物繁殖技術・動物飼養技術を確立するた

め、動物生体の構造、機能、行動、進化について、分子

生物学や遺伝学的な知識をもとに概説し、さらに国際感

染症対策など、動物疾病に関わる化学物質や病原性微生

物について、疾病の予防や治療、さらに公衆衛生に関連

する知見について講義や討論を行う。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№45 柴田 秀史／第 1回） 

 記憶は動物にとってもヒトと同様に重要な高次神経

機能で、動物が正常な行動を営むには不可欠である。記

憶機能の主な構造的基盤は大脳皮質の神経回路である。

今回は記憶機能の基盤となる Papez 回路すなわち海馬

オムニバス方

式 



体、乳頭体、視床前核、帯状皮質の神経解剖学を概説す

る。 

 

（№46 渡辺 元／第 2回） 

 世界に目を向ければ、多くの地域で食料が不足してい

る。タンパク質食料の重要な供給源である家畜の生産性

を上げるためには、生殖機能の調節機構を理解すること

が必須である。生殖機能には共通に存在するメカニズム

がある一方で、種による違いも存在する。授業では、最

近の知見を交えて生殖機能の調節機構について概説し、

どうすれば家畜の生産性を上げることができるかを概

説する。 

 

（№109 佐藤 俊幸／第 3回） 

 生存と繁殖に関わる動物の普遍的な行動原理を理解

することは、動物の繁殖技術や飼養技術を確立するうえ

で重要な基礎となる。動物の行動原理、行動形質の適応

的意義とその進化について解説し、さらには問題行動、

動物福祉、人と動物の関係改善といった現実に起きてい

る問題について、日本および海外における事例を紹介し

ながら討論を交え講義を行う。 

 

（№116 永岡 謙太郎／第 4・5回） 

 生物進化の過程で、我々哺乳類は乳腺組織を獲得し、

母乳を作り子に与える「哺育」を繁殖戦略に取り入れ発

展してきた。本講義では乳腺組織の進化発達の過程とそ

の構造、子を健康に育てる母乳の役割、乳がんや乳房炎

などの疾病について実験動物やヒトの知見に加え、他の

動物種との比較を交えながら概説する。 

 

（№119 小山 哲史／第 6回） 

 動物の繁殖法や飼養法、効率的な疾病予防法や治療法

を確立するためには、動物や病原体を含めた全ての生物

の形質がどのような要因で進化するのかに関する理解

が重要となることがある。そこで本講義では、生物にお

ける形質の進化に関する基本原理について解説する。講

義においては、これらの基本原理に関する研究例を紹介

しながら討論を交えて講義を進める。 

 

（№52 渋谷 淳／第 7回） 

 食品中に含まれる化学物質のヒトへのリスクとして、

アレルギーのみならず、内分泌かく乱性、あるいは最も

深刻な発がん性等が懸念される。本講義では、有害性の

程度やその起きる可能性を科学的に予測する動物を用

いた「リスク評価」手法を概説し、膨大な費用や時間を

要する点で課題の多い「発がん性」と「発達神経毒性」

に関して、分子指標を導入した短期予測系の開発に関す

る我々の取り組みについて概説する。 



 

（№111 吉田 敏則／第 8回） 

世界各国で様々な動物の疾病が発生しており、感染症や

公衆衛生面からの疾病予防の取り組みが行われている。

本稿では代表的な動物の疾病の病理学的特徴を紹介す

るとともに、ヒトの疾病との共通性や相違点、疾病予防

のヒントとなる病理発生機序を最近の研究成果を含め

て概説し、疾病予防のためにどのような病理学的なアプ

ローチが必要か討論する。 

 

（№47 竹原 一明／第 9・15回） 

 21世紀は、食料の安全・安定的な確保が必須である。

アジアでの動物性タンパク質資源を効率的に生産する

ため、畜産農場の飼養衛生管理は重要であり、特に、農

場での病原体の侵入防止、排除のためのバイオセキュリ

ティ強化法について概説する。日本のみならず、世界各

国での畜産農場の実情に合わせた手法について、討論を

交え、講義する。 

 

（№49 水谷 哲也／第 10回） 

 この 10年間で病原体の迅速診断にもイノベーション

が起こっている。次世代シーケンサーの登場により、数

日でヒトのゲノムを解読できるようになった。国内に未

知の感染症が発生した場合にも、このような機器を用い

れば迅速に原因病原体を特定することが可能である。講

義では最新の迅速診断法を紹介する。 

 

（№107 谷口 隆秀／第 11回） 

 ウイルスはウイルスレセプターを介して宿主の標的

細胞に侵入し、様々な病態を形成する。宿主は免疫応答

によって侵入したウイルスを排除しようとするが、産生

された抗体によって感染の進行が早まり、宿主の免疫反

応が感染病態を悪化させるウイルスが存在する。このよ

うなウイルスに対するワクチンの開発は非常に困難と

なる。本講義では、コロナウイルスを中心に宿主の免疫

応答とウイルス感染病態悪化の機構について概説する。 

 

（№118 大松 勉／第 12回） 

口蹄疫や鳥インフルエンザ、狂犬病など、ヒトや動物に

おいて感染症は時に深刻な問題を引き起こす。多くの感

染症は、その感染環に様々な動物種を介するという事が

知られているが、いまだに感染環が不明な感染症も多

い。本講義では野生動物を由来とする感染症について概

説すると共に、それらを介した家畜感染症の予防法など

について最新の知見を紹介する。 

 

（№108 林谷 秀樹／第 13回） 

 現在、人と動物の健康を 1 つの概念として捉えよう



する”One Health“の考え方が医学と獣医学領域におい

て主流になってきているが、人と動物の共通感染症

（Zoonoses）は、その主要なテーマとなっている。本講

義では、我が国において代表的な人と動物の共通感染症

について、その病原体、疫学、予防法等を概説するとと

もに、”One Health“の考え方を学ぶ。 

 

（№131 石原 加奈子／第 14回） 

 国際的な感染症の拡大や、特定の地域や集団におけ

る、爆発的な感染者の増加（アウトブレイク）を抑える

ためには、感染症の原因の微生物がどのように伝播した

のか、どのような人または動物が感染しやすいのかを理

解する必要がある。感染した人や動物の要因を解析する

「疫学解析」および感染症の原因微生物（病原体）の遺

伝子型を調べ、地域や集団内で単一の病原体が感染症の

原因となっているのかを調べる「分子疫学」について講

義する。 
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国際応用動物学Ⅱ （概要） 

動物の健康、ヒトの医学、生物学の進歩への世界規模

の貢献のため、主に伴侶動物における疾患メカニズムと

最新の診断・治療法について概説し、ヒト医学や生物学

への応用について、個々の事例をもとに、講義や討論を

行う。 

（オムニバス方式／全 15回） 

 

（№50 田中 知己／第 1回） 

 獣医療における生殖技術は食料動物の生産技術とし

て研究と普及が進み、畜産現場では雌雄鑑別精液による

人工授精や胚移植がルーチンに実施されている。人医療

でも生殖補助医療としてこれらの技術を応用した不妊

治療が提供されており、また、胚操作技術を駆使した再

生医学の研究が進められている。本講義では、動物にお

ける最新の生殖技術の概要を解説し、動物の不妊症を防

除する取り組みについて紹介する。 

 

（№48 町田 登／第 2回） 

 伴侶動物の高齢化が急速に進むのに呼応して、日常診

療に占める腫瘍性疾患の割合が着実に増加してきてい

る。またそのような状況の中で、担癌動物に対して先端

的な医療技術の提供を求める飼い主も増えている。この

講義では、伴侶動物（犬および猫）に好発する各種腫瘍

性疾患の診断法ならびに治療法について最新の知見も

まじえて概説する。 

 

（№53 打出 毅／第 3回） 

 腫瘍性疾患は人と同様に伴侶動物においても死因の

上位を占める。近年、日本を含め欧米では、腫瘍性疾患

の診断精度や治療成績の向上を図るため、人医領域より

オムニバス方

式 



最新の画像診断装置（超音波診断装置、CT、MRI）の導

入、新規腫瘍マーカーや新しい概念に基づく治療法の検

討が進められている。伴侶動物分野で臨床的に問題とな

る腫瘍性疾患について概説し、最近の臨床研究について

紹介する。 

 

（№51 福島 隆治／第 4回） 

 不整脈とは、心拍数やリズムが一定でない状態の事を

言う。また心拍や脈拍が整であっても、心電図異常があ

る場合は臨床的には不整脈と表現する。不整脈は徐脈性

と頻脈性に大きく分類され、それぞれ治療法が異なる。

本講義では人と動物の不整脈に関して、動物種による治

療法の違いや新規の治療法についていくつかの例を挙

げながら解説していく。 

 

（№113 西藤 公司／第 5回） 

 表皮は生体の最外層に位置し、生体の恒常性維持に必

要な体液の漏出を防ぐとともに、微生物や異物などの侵

入から生体を防御するバリアとしての役割を有する。本

講義では表皮バリア機構の維持に重要となる構成成分、

ならびに同機構の異常によって発症する哺乳動物の皮

膚疾患を題材とし、討論を交えた講義を行う。 

 

（№114 田中 綾／第 6回） 

 心不全を評価する際には、心筋の機能、血管抵抗、血

液の性状など、複合的な要素を踏まえて評価する必要が

ある。近年、心機能を評価する際に、入れ物である心臓

(心筋)の拡張や収縮ではなく、心臓内の血流に着目した

評価法が実施されるようになってきた。適切な治療法を

選択するためにも心不全のより深い理解が必要である。 

 

（№115 清水 美希／第 7回） 

 近年、人医療と同様に動物医療においても X線、CT、

関節鏡検査だけでなく超音波検査や MRI などの画像診

断装置を用いた診断法や病態評価が注目されている。例

えば超音波検査による腱、靱帯、筋肉の評価や MRIによ

る関節軟骨の評価などである。本講義では伴侶動物の運

動器疾患についての理解と各種画像診断法の適応、およ

びその所見について解説する。 

  

（№132 岸本 海織／第 8回） 

 医療において診断・治療に貢献している放射線は、動

物の医療においても同様に大きく貢献している。また実

験動物分野でも、実験動物を減らすことができる手段と

して非常に有用である。本講義では獣医療や実験動物分

野で、どのように放射線が利用されているのか、につい

て解説する。 

 



（№134 井手 香織／第 9回） 

 消化器系は、栄養を吸収する食物の「通り道」に留ま

らず、最大の免疫器官であり、生体の細胞数よりも多い

数の腸内細菌叢を抱える器官でもありと、複数の重要な

役割を担う。伴侶動物に多い消化器疾患に関しても、近

年では医学同様、マイクロバイオームや免疫学の切り口

からの病態解析も進みつつあり、新しい診断法や治療法

への糸口になり得ると注目されている。本講義では伴侶

動物に多い腸炎など消化器疾患について概説し、最近の

研究について紹介する。 

 

（№133 大森 啓太郎／第 10回） 

 犬や猫などの伴侶動物は、ヒトと同じ様々な疾患を自

然発症することから、比較動物学的にも重要である。本

講義では、伴侶動物において発生する疾患、特に免疫介

在性疾患およびアレルギー疾患について、その成り立ち

および臨床的特性を概説するとともに、ヒトの疾患の病

態解明および新規治療法開発にどのような点で有用で

あるのかについて、実際の事例を交えながら解説する。 

 

（№112 佐々木 一昭／第 11回） 

 人と同じように動物の薬物治療においても複数の薬

を同時に使用することがある。ある種の薬は、薬物代謝

酵素に対して阻害あるいは誘導の作用を有し、その阻害

あるいは誘導された酵素で代謝を受ける別の薬のクリ

アランスを増減させるという薬物間相互作用のリスク

を持つ。酵素阻害は、薬の蓄積による副作用の発現につ

ながり、酵素誘導は薬物の治療効果の減弱につながる

が、獣医領域での研究例が少ない。本講義では、我々が

行ってきた犬や猫における代謝に起因する薬物間相互

作用の研究結果を紹介する。 

 

（№117 鈴木 和彦／第 12回） 

 慢性腎不全は各種腎疾患に共通して認められる病態

で、獣医学領域においても高齢猫での高頻度の発症が問

題となっている。慢性腎不全においては尿細管傷害とそ

れに続く間質の線維化が共通して認められ、特に線維化

は進行の度合いが腎機能低下の程度と密接に関わって

いる。本講義では、疾患モデルを用いた腎間質繊維化の

発現•進展機序およびその治療法の探索に関する我々の

研究について概説する。 

 

（№110 古谷 哲也／第 13～15回） 

 モルビリウイルスは牛疫ウイルス、イヌジステンパー

ウイルス、麻疹ウイルス等の、非常に高い病原性と感染

性を持ったウイルスを含むが、その中には腫瘍細胞を特

異的に攻撃する抗腫瘍作用を持つウイルスも知られて

おり、新たな抗がん治療として注目されている。本講義



では、野生動物を含む幅広い宿主に感染し、強い病原性

を持つイヌジステンパーウイルスの抗腫瘍作用につい

て、その機構と、ヒトと動物両方における、新たながん

治療への応用について概説する。 
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国際イノベーション農学特論

Ⅰ 

（概要） 

アジア、アフリカ、中南米地域を中心とした、農学と関

連分野における、生物生産科学、応用生命化学、自然資

源管理、共生社会学などの最新の課題を学びながら、そ

れらの課題を解決する手法、現場における研究事例、政

策的な解決手法などについて、学ぶ。個別やグループに

よる課題設定などにより、ディスカッションなどを通し

て、課題解決手法を議論していく。 

 

論

文

関

連

科

目 

特

別

研

究 

Ａ 農学特別研究Ⅰ （概要） 

主指導教員が履修者の研究内容について指導を行い、

期間内に修士論文が完成できるように研究指導を行う。

履修者各自の研究課題に対して、講義で培った理解、ス

キルを基に研究の理論的枠組みや仮説設定、実施、デー

タ管理、解析、考察、先行研究との比較、研究の新規性

と限定性、成果発表法、学術論文作成法について学ぶ。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

 



析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生



性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生



物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成



物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 



自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 



（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 



心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 



論

文

関

連

科

目 

特

別

研

究 

Ａ 農学特別研究Ⅱ （概要） 

主指導教員が履修者の研究課題に対して、論文作成上

に必要とする実験的な手法について指導し、履修者がそ

れら実験的手法の理論などを理解し、手技を学ぶ。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

 



バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 



酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 



バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 



（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世



界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 



乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 



（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

論

文

関

連

科

目 

特

別

研

究 

Ａ 農学展開研究Ⅰ （概要） 

副指導教員が、履修者の研究課題に対して応用展開的

な視点での助言、多面的なデータ解析手法と評価能力を

教授するとともに、修士論文の作成を支援する。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

 



（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 



（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 



（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 



（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 



労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 



農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 



家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、



分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

論

文

関

連

科

目 

特

別

研

究 

Ａ 農学展開研究Ⅱ （概要） 

副指導教員が、履修者の研究課題に対して応用展開的

な実験上の知識と技法を助言し、実験データ取得を補助

し、諸問題を分析、評価能力を教授するとともに、修士

論文の作成を支援する。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

 



（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸



造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 



木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 



野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 



（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ



ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 



動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

論

文

関

連

科

目 

特

別

研

究 

Ｂ 農学特別研究Ⅲ （概要） 

主指導教員が履修者の研究内容について指導を行い、

期間内に修士論文が完成できるように研究指導を行う。

履修者各自の研究課題に対して、講義で培った理解、ス

キルを基に研究の理論的枠組みや仮説設定、実施、デー

タ管理、解析、考察、先行研究との比較、研究の新規性

と限定性、成果発表法、学術論文作成法について学ぶ。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

 



（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 



害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 



（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 



大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 



（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 



国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 



ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 



（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

論

文

関

連

科

目 

特

別

研

究 

Ｂ 農学特別研究Ⅳ （概要） 

主指導教員が履修者の研究課題に対して、論文作成上

に必要とする実験的な手法について指導し、履修者がそ

れら実験的手法の理論などを理解し、手技を学ぶ。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

 



菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 



有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 



（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、



植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ



ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 



（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 



発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

論

文

関

連

科

目 

特

別

研

究 

Ｂ 農学展開研究Ⅲ （概要） 

副指導教員が、履修者の研究課題に対して応用展開的

な視点での助言、多面的なデータ解析手法と評価能力を

教授するとともに、修士論文の作成を支援する。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

 



境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 



（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、



構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 



（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・



全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 



（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 



（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 



（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

論

文

関

連

科

目 

特

別

研

究 

Ｂ 農学展開研究Ⅳ （概要） 

副指導教員が、履修者の研究課題に対して応用展開的

な実験上の知識と技法を助言し、実験データ取得を補助

し、諸問題を分析、評価能力を教授するとともに、修士

論文の作成を支援する。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

 



（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 



生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 



（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気
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農学特別演習Ⅰ （概要） 

主指導教員が、農学と関連分野に関するセミナーや最

新トピックスについての精査・討論を行うことで、あら

たな視点や研究手法、取りまとめ方法を修得への指導を

行い、プレゼンテーションや質疑応答の能力を養成す
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植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 



（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの



教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 



流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 



（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

 

論

文

関

連

科

目 

特別演

習 

農学特別演習Ⅱ （概要） 

主指導教員が、農学と関連分野に関するセミナーや最

新トピックスについての精査・討論を行うことで、あら

たな視点や研究手法、取りまとめ方法を修得への指導を

行い、プレゼンテーションや質疑応答の能力を養成す

る。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

 



（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 



（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 



（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 



（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 



労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 



農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 



家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、



分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

論

文

関

連

科

目 

特別演

習 

論文レビュー特別演習Ⅰ （概要） 

主指導教員が、農学と関連分野における、国内外の最

新の研究論文や報告などを購読し、各論文の構成、解析

手法、結果とその解釈の妥当性などを精査・検討するこ

とで、各自がおこなっている研究の位置づけや新規性を

明確化できる指導を行い、論理的な思考を養成する。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

 



壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 

害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 



応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 

（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 



（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 

大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 



（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 

（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン



グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 

国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 



土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 

ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 



（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 

（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

論

文

関

連

科

目 

特別演

習 

論文レビュー特別演習Ⅱ （概要） 

主指導教員が、農学と関連分野における、国内外の最

新の研究論文や報告などを購読し、各論文の構成、解析

手法、結果とその解釈の妥当性などを精査・検討するこ

とで、各自がおこなっている研究の位置づけや新規性を

明確化できる指導を行い、論理的な思考を養成する。 

 

（№1 金勝 一樹） 

植物育種学、植物生理学、植物ホルモン、種子生理化学、

プロテオーム 

（№2 大川 泰一郎） 

作物学、多収性、作物生産生理学、バイオマス生産、環

境ストレス耐性 

（№3 佐藤 幹） 

畜産学、家畜栄養学、家畜管理学、動物分子栄養学、動

物の代謝 

 



（№4 新井 克彦） 

細胞外マトリックス、細胞骨格、細胞接着、間葉系幹細

胞、動物 iPS細胞 

（№5 荻原 勲） 

園芸学、植物生理生態学、生産環境制御学、植物工場、

周年生産 

（№54 横山 岳） 

蚕糸学、昆虫発生学、絹糸昆虫、単為発生、倍数体 

（№55 田中 治夫） 

土壌学、土壌生化学、土壌酵素、土壌有機物、土壌生成

分類 

（№56 山田 哲也） 

植物遺伝育種学、花持ち性、生殖的隔離、オミックス解

析、ゲノム編集 

（№57 大津 直子） 

植物栄養学、植物の代謝、植物の養分吸収、肥料、窒素

固定 

（№58 本林 隆） 

応用昆虫学、農業生態学、総合的害虫管理、生態シスク

評価、化学合成農薬 

（№59 伴 琢也） 

果樹園芸学、成熟生理、植物ホルモン、エリコイド菌根

菌、画像解析 

（№60 新村 毅） 

動物行動学、動物生理学、動物遺伝学、インフォマティ

クス、機能ゲノム 

（№61 杉原 創） 

土壌環境学、持続可能性、物質循環、土壌資源管理、土

壌劣化 

（№62 杉村 智史） 

家畜繁殖学、発生工学、生殖内分泌学、生殖細胞、胚発

生 

（№120 天竺桂 弘子） 

昆虫生化学、昆虫分子生物学、昆虫機能利用、環境適応、

バイオインフォマィクス 

（№121 鈴木 栄） 

園芸学、観賞用園芸作物、品種改良、植物組織培養、遺

伝子組換え 

（№6 夏目 雅裕） 

生物間相互作用、生理活性物質、制御物質、生物有機化

学、形態分化 

（№7 有江 力） 

植物病理学、病害制御技術、病原性進化、総合的防除シ

ステム 

（№8 福原 敏行） 

生体防御、遺伝子発現制御、環境ストレス、生物ストレ

ス、RNAサイレンシング 

（№9 仲井 まどか） 



害虫、天敵微生物、天敵昆虫、生物間相互作用、生物的

防除 

（№10 川出 洋） 

天然物化学、生理活性物質、生合成、進化 

（№11 笠原 博幸） 

植物ホルモン、生理作用、植物生理学、作用機構 

（№63 平岡 毅） 

応用昆虫学、昆虫生理学、昆虫生化学、 

（№64 森山 裕充） 

マイコウイルス、菌類分子遺伝学、細胞分子生物学、環

境・薬剤ストレス 

（№65 小松 健） 

微生物ゲノム、エフェクター、二次代謝産物、絶対寄生

性病原体 

（№122 井上 真紀） 

生物間相互作用、共進化、応用昆虫学、昆虫病理学 

（№12 西河 淳） 

生化学、糖鎖生物学、糖タンパク質、オルガネラ、小胞

輸送 

（№13 蓮見 惠司） 

生理活性物質、医薬、天然物、応用微生物学、生化学 

（№14 千葉 一裕） 

有機合成化学、生物有機化学、天然物有機化学、生物活

性物質、反応機構 

（№15 服部 誠） 

食品化学、食品機能化学、食品生化学、食品タンパク質、

機能改変 

（№16 山形 洋平） 

応用微生物学、分子生物学、酵素、発現制御、醗酵・醸

造 

（№17 三浦 豊） 

栄養化学、栄養生理学、生活習慣病、癌細胞悪性化、細

胞膜脂質 

（№18 殿塚 隆史） 

酵素化学、構造生物化学、糖質関連酵素、グリコシダー

ゼ、生化学 

（№19 野村 義宏） 

細胞外マトリックス、コラーゲン、プロテオグリカン、

生体試料処理方法、力学特性 

（№66 川合 伸也） 

植物遺伝子工学、代謝産物合成制御、リグニン、オリゴ

糖、ペルオキシダーゼ 

（№67 北野 克和） 

有機化学、生物有機化学、有機合成化学、生物活性物質、

構造解析 

（№68 好田 正） 

食品化学、食品機能学、食品免疫学、細胞生物学、機能

性食品 



（№69 松下 保彦） 

分子生物学、遺伝子工学、植物免疫、植物細胞死、植物

ウイルス 

（№70 佐々木 信光） 

植物ウイルス、抵抗性誘導、病原性、遺伝子発現制御、

分子間相互作用 

（№71 木村 郁夫） 

生理学、分子代謝学、内分泌学、分子栄養学、生化学 

（№20 四方 俊幸） 

セルロース、高分子物性、レオロジ―、誘電緩和、分子

運動 

（№21 船田 良） 

木質バイオマス、木材生物学、樹木生理学、植物細胞生

物学、植物組織培養 

（№22 吉田 誠） 

木材腐朽、木材保存、木質バイオマス、担子菌、バイオ

リファイナリー 

（№23 高栁 正夫） 

分光分析、多変量解析、材料分析、溶液化学、分子科学 

（№72 佐藤 敬一） 

木材物理学、木質材料物性、森林資源利用、森林環境教

育、森林 ESD 

（№73 芳賀 尚樹） 

有機化学、反応機構、光化学、光生物学、グリーンケミ

ストリー 

（№74 粕谷 夏基） 

多糖類、化学修飾、機能性化、高分子 1次構造解析、分

解生成物利用 

（№75 近江 正陽） 

木材、木質材料、接着、耐久性、化学加工 

（№76 半 智史） 

細胞生物学、樹木生理学、木材解剖学、木部形成、細胞

死 

（№77 堀川 祥生） 

バイオマス、細胞壁、セルロース、構造多様性、電子顕

微鏡 

（№24 楊 宗興） 

生物圏、生元素、生物地球化学、湿地、干潟 

（№25 高田 秀重） 

人工化学物質、人為起源有機化合物、分子マーカー、汚

染モニタリング、海洋プラスチック汚染 

（№26 伊豆田 猛） 

植物、光化学オキシダント、エアロゾル、酸性降下物、

地球温暖化 

（№27 渡邉 泉） 

重金属汚染、微量元素、放射性元素、生態影響評価、環

境動態解析 

（№28 松田 和秀） 



大気沈着、反応性窒素、PM2.5、フラックス観測、越境

大気汚染 

（№78 多羅尾 光徳） 

微生物食物連鎖、微生物による環境浄化、ふん便汚染指

標微生物、亜酸化窒素、微生物相互作用 

（№79 梅澤 有） 

生元素循環、食性解析、水圏生態系、安定同位体比、生

物地球化学 

（№80 大地 まどか） 

人工化学物質、海洋生態系、生物影響評価、環境動態解

析、海洋環境保全 

（№81 中嶋 吉弘） 

大気汚染、光化学オキシダント、窒素酸化物、二次生成

物、排出係数と生成過程 

（№82 渡辺 誠） 

樹木生理生態学、光合成、養分利用特性、大気汚染、気

候変動 

（№29 土屋 俊幸） 

森林政策、自然資源管理、観光レクリエーション、自然

保護地域、山村振興 

（№30 星野 義延） 

植生管理、二次的自然、植生地理、シカによる植生影響、

植生多様性 

（№31 戸田 浩人） 

森林土壌、森林立地、森林生態、造林、緑化 

（№83 岩岡 正博） 

林業機械、林業作業システム、木質バイオエネルギー、

森林認証、エネルギー収支 

（№84 金子 弥生） 

野生動物、絶滅防止、都市と動物、テレメトリー、外来

生物 

（№85 下田 政博） 

健康増進、快適性、自律神経、人間の緑地利用、スポー

ツ 

（№86 吉川 正人） 

植生管理、群落生態学、植生地理学、緑地保全、生物多

様性保全 

（№87 白木 克繁） 

水文学、砂防工学、自然災害、水循環、都市環境 

（№88 崔 東寿） 

樹木生理生態、共生微生物、環境変動、森林環境復元、

森林衰退 

（№89 赤坂 宗光） 

生物多様性保全、絶滅危惧植物、外来種、景観・地域・

全国・全球スケール、保全科学 

（№90 小池 伸介） 

生物多様性、森林生態系、野生動物管理、生態学、保全

生物学 



（№91 加用 千裕） 

木材資源、地球温暖化緩和、炭素循環、マテリアルフロ

ー、LCA 

（№92 鈴木 馨） 

動物、保護、救護、科学教育、教育実践 

（№93 岩井 紀子） 

両生類、生活史、森林動物、エコトーン、保全生態 

（№124 松本 武） 

労働安全、基盤整備、作業システム、森林文化、林業技

術 

（№32 酒井 憲司） 

システム論、モデリング、微分方程式、予測、制御 

（№33 東城 清秀） 

自然エネルギー、バイオマス、農産物品質、プロセス工

学、廃棄物管理 

（№34 斎藤 広隆） 

不飽和帯、物質移動、数値解析、空間分布、不確実性 

（№94 帖佐 直） 

制御、シミュレーション、生産技術、数学的モデル、微

分方程式 

（№95 中島 正裕） 

内発的発展、学際研究、震災復興、合意形成、コミュニ

ティ 

（№96 辰己 賢一） 

地球環境、気候変動、作物生産性、モデリング、ビッグ

データ 

（№126 山下 恵） 

地域環境、空間情報技術、時空間スケール、モニタリン

グ、モデリング 

（№35 野見山 敏雄） 

農産物流通、産直、地産地消、マーケティング、農業経

営 

（№36 山﨑 亮一） 

農業構造動態変動、農業政策、地域経済、国民経済、世

界システム 

（№37 朝岡 幸彦） 

環境教育、持続可能な開発のための教育(ESD)、SDGsの

教育、食育、食農教育 

（№38 千年 篤） 

農業関連主体の行動分析、複合農業経営、所得格差、国

際農業開発、農産物価格分析 

（№39 高橋 美貴） 

自然資源の利用と管理の歴史、環境文化史、地域史、文

化史、生業 

（№97 武田 庄平） 

比較心理学、比較行動学、動物福祉論(アニマルウェル

フェア)、霊長類学、比較認知科学 

（№98 渡邊 司） 



国際機関、民族、宗教、南北問題、資源問題 

（№99 吉田 央） 

経済成長、産業構造変化、都市化、公害、地域開発 

（№100 榎本 弘行） 

環境法、土地利用法、農業法、憲法、行政法 

（№101 甲田 菜穂子） 

人と動物の関係、心理、行動、伴侶動物、福祉 

（№127 新井 祥穂） 

農業構造論、地域農業システム、地域労働市場、生産力

構造論、東南アジア農業 

（№129 澤 佳成） 

環境哲学、環境共生思想、農の哲学、ガバナンス、合意

形成 

（№130 草処 基） 

農家経済、開発経済、応用ミクロ計量経済学、農業経済

史、制度 

（№40 藤井 義晴） 

農業植物生態学、アレロパシー、雑草、植物生理活性物

質、未利用有用資源 

（№41 向後 雄二） 

地盤工学、土壌物理、ため池、飽和不飽和浸透流、災害

対策 

（№42 渡邊 裕純） 

農薬動態、水田、圃場、モデル化、水質管理 

（№43 山田 祐彰） 

アグロフォレストリー、移住移民、技術移転、森林生態、

薬用植物 

（№44 五味 高志） 

土砂災害、森林管理、水流出、上流域、グリーンインフ

ラ 

（№102 竹内 郁雄） 

国際開発協力、比較経済学、農業・農村開発、経済体制

分析、ベトナム経済社会 

（№103 川端 良子） 

乾燥地農業、国際技術協力、水環境、エンパワーメント、

農業地理 

（№104 加藤 亮） 

流域水動態、灌漑、土地利用、シミュレーション、水田 

（№105 岡崎 伸） 

植物共生微生物、バイオ肥料、微生物生態、ゲノム、オ

ミクス解析 

（№106 桂 圭佑） 

作物生産、栽培学、作物生理学、持続可能性、開発途上

国 

（№45 柴田 秀史） 

中枢神経系、大脳皮質、視床、神経トレーサー、肉眼解

剖学 

（№46 渡辺 元） 



ホルモン、生殖器官、中枢神経系、飼料添加物、ストレ

ス 

（№47 竹原 一明） 

バイオセキュリティ、飼養衛生管理基準、病原体、畜産

農場 

（№48 町田 登） 

不整脈、心臓腫瘍、心筋症、心筋炎、動脈硬化 

（№49 水谷 哲也） 

家畜感染症、伴侶動物感染症、エキゾチックアニマル感

染症、人獣共通感染症 

（№50 田中 知己） 

繁殖調節、内分泌制御、繁殖障害、飼養管理、反芻家畜 

（№51 福島 隆治） 

心電図記録、血圧測定、超音波検査、病態制御、伴侶動

物 

（№52 渋谷 淳） 

発がん、神経毒性、神経発達障害、リスク評価、動物実

験モデル 

（№53 打出 毅） 

呼吸循環器疾患、腫瘍性疾患、診断マーカー、治療標的

分子、エンドセリン 

（№107 谷口 隆秀） 

発生工学、疾患モデル動物、感染病態形成、病原体分子

生物学、感染症診断 

（№108 林谷 秀樹） 

集団、人獣共通感染症、食中毒、分子疫学、微生物生態  

（№109 佐藤 俊幸） 

至近要因、究極要因、包括適応度、血縁選択、社会行動 

（№110 古谷 哲也） 

動物感染症、ウイルス、原虫寄生虫、病原性、感染防御 

（№111 吉田 敏則） 

脂肪肝、大腸炎、肺線維症、COPD、貧血 

（№112 佐々木 一昭） 

薬物動態、薬物代謝、経口吸収、HPLC、がん治療 

（№113 西藤 公司） 

皮膚バリア、細胞間接着因子、皮膚細菌感染症、スフィ

ンゴ脂質、外毒素 

（№114 田中 綾） 

医用材料、循環動態、心機能、画像診断、低侵襲手術 

（№115 清水 美希） 

運動器疾患、画像診断、疼痛管理、神経疾患、小動物 

（№116 永岡 謙太郎） 

ホルモン調節、妊娠認識、遺伝子調節、アミノ酸代謝、

細胞分化 

（№117 鈴木 和彦） 

病理、疾患モデル、線維化、腎臓  

（№118 大松 勉） 

感染症、家畜、エキゾチックアニマル、防疫 



（№119 小山 哲史） 

動物行動、行動生態学、社会性、血縁選択、適応度 

（№131 石原 加奈子） 

食中毒、薬剤耐性菌、疫学解析、分子疫学解析 

（№132 岸本 海織） 

画像診断、画像処理、エックス線、断層画像、造影剤 

（№133 大森 啓太郎） 

免疫介在性疾患、アレルギー、慢性腸症、免疫抑制薬、

分子標的治療薬 

（№134 井手 香織） 

血液造血器系、造血幹細胞、慢性腸症、炎症性腸疾患、

腸内環境 

 



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞

農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
植物生産科学Ⅰ※ 1･2① 1.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
植物生産科学Ⅱ※ 1･2① 0.9 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
動物生産科学Ⅰ※ 1･2③ 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
動物生産科学Ⅰ※ 1･2③ 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅲ※ 1･2① 0.6 1

1

東京農工大学
教授

昭63.4
5日

東京農工大学
教授

昭60.4
5日

5 専 教授
ｵｷﾞﾜﾗ ｲｻｵ
荻原　勲

<平成31年4月>
博士(農学)

4 専 教授
ｱﾗｲ ｶﾂﾋｺ

新井　克彦
<平成31年4月>

医学博士

東京農工大学
教授

平18.12
5日

東京農工大学
教授

平11.4
5日

2 専 教授
ｵｵｶﾜ ﾀｲｲﾁﾛｳ
大川　泰一郎
<平成31年4月>

博士(農学)
東京農工大学

教授
平1.4

専 教授
ｶﾈｶﾂ ﾓﾄｷ

金勝　一樹
<平成31年4月>

博士(農学)

担当授業科目の名称
配当
年次

担　当
単位数

年　間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

教 　員 　の 　氏 　名 　等

（ 大学院農学府農学専攻 ）

調書
番号

専任等
区　分

職位 年齢
保有

学位等

月　額
基本給

（千円）

5日

3 専 教授
ｻﾄｳ ｶﾝ

佐藤　幹
<平成31年4月>

博士(農学)



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担　当
単位数

年　間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

専任等
区　分

職位 年齢
保有

学位等

月　額
基本給

（千円）

農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
フィールド・ラボ安全管理と研究倫理Ⅱ※ 1･2③ 0.7 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅱ※ 1･2③ 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅲ※ 1･2① 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅳ※ 1･2③ 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅰ※ 1･2① 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅱ※ 1･2③ 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1

5日

11 専 教授
ｶｻﾊﾗ ﾋﾛﾕｷ
笠原　博幸

<平成31年4月>
博士(工学)

東京農工大学
教授

平28 2
5日

博士(農学)
東京農工大学

教授
平13.3

東京農工大学
教授
平2.2

5日

9 専 教授
ﾅｶｲ ﾏﾄﾞｶ

仲井　まどか
<平成31年4月>

博士(農学)

8 専 教授
ﾌｸﾊﾗ ﾄｼﾕｷ
福原　敏行

<平成31年4月>
理学博士

農学博士
東京農工大学

教授
平12.4

5日

6 専 教授
ﾅﾂﾒ ﾏｻﾋﾛ

夏目　雅裕
<平成31年4月>

農学博士
東京農工大学

教授
平3.4

東京農工大学
准教授
平10.3

5日

10 専 教授
ｶﾜｲﾃﾞ ﾋﾛｼ
川出　洋

<平成31年4月>

5日

7 専 教授
ｱﾘｴ ﾂﾄﾑ
有江　力

<平成31年4月>



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担　当
単位数

年　間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

専任等
区　分

職位 年齢
保有

学位等

月　額
基本給

（千円）

農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生理生化学Ⅱ※ 1･2③ 0.4 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生理生化学Ⅰ※ 1･2① 0.5 1
国際応用生命化学Ⅱ※ 1･2③ 0.4 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
フィールド・ラボ安全管理と研究倫理Ⅰ※ 1･2① 0.3 1
フィールド・ラボ安全管理と研究倫理Ⅱ※ 1･2③ 0.3 1
生体分子化学Ⅰ※ 1･2① 0.6 1
国際イノベーション農学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ｉ※ 1･2② 0.4 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生体分子化学Ⅱ※ 1･2③ 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生理生化学Ⅱ※ 1･2③ 0.5 1
国際応用生命化学Ⅰ※ 1･2① 0.5 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1

東京農工大学
教授

平21.10
5日16 専 教授

ﾔﾏｶﾞﾀ ﾖｳﾍｲ
山形　洋平

<平成31年4月>
農学博士

5日

15 専 教授
ﾊﾂﾄﾘ ﾏｺﾄ
服部　誠

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
教授
平1.9

5日

東京農工大学
教授

昭63.6
5日

14 専
教授

(学府長)

ﾁﾊﾞ ｶｽﾞﾋﾛ
千葉　一裕

<平成31年4月>
農学博士

東京農工大学
教授
平2.4

東京農工大学
教授

平13.4
5日

13 専 教授
ﾊｽﾐ ｹｲｼﾞ

蓮見　惠司
<平成31年4月>

農学博士

12 専 教授
ﾆｼｶﾜ ｱﾂｼ
西河　淳

<平成31年4月>
博士(医学)

<平成31年4月> 平28.2
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農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.3 1
農学実験計画法および統計解析演習Ⅰ 1･2① 1 1
農学実験計画法および統計解析演習Ⅱ 1･2③ 1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生理生化学Ⅰ※ 1･2① 0.7 1
国際応用生命化学Ⅰ※ 1･2① 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生理生化学Ⅱ※ 1･2③ 0.6 1
国際応用生命化学Ⅰ※ 1･2① 0.4 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生体分子化学Ⅱ※ 1･2③ 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境資源材料学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
資源機能制御学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1

東京農工大学
教授

平15.8
5日21 専 教授

ﾌﾅﾀﾞ ﾘﾖｳ
船田　良

<平成31年4月>
農学博士

20 専 教授
ｼｶﾀ ﾄｼﾕｷ

四方　俊幸
<平成31年4月>

理学博士
東京農工大学

教授
平24.10

5日

5日

19 専 教授
ﾉﾑﾗ ﾖｼﾋﾛ

野村　義宏
<平成31年4月>

農学博士
東京農工大学

教授
平3.4

5日

東京農工大学
教授

平3.11
5日

18 専 教授
ﾄﾉﾂﾞｶ ﾀｶｼ
殿塚　隆史

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
教授
平9.8

17 専 教授
ﾐｳﾗ ﾕﾀｶ
三浦　豊

<平成31年4月>
博士(農学)
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農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
資源機能制御学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境資源材料学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境化学Ⅰ 1･2① 2 1
環境化学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境化学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境生物学Ｉ 1･2① 2 1
環境生物学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1

5日

26 専 教授
ｲｽﾞﾀ ﾀｹｼ

伊豆田　猛
<平成31年4月>

農学博士
東京農工大学

教授
平1.4

5日

東京農工大学
教授

平5.10
5日

25 専 教授
ﾀｶﾀﾞ ﾋﾃﾞｼｹﾞ
高田　秀重

<平成31年4月>
理学博士

東京農工大学
教授

昭61.4

24 専 教授
ﾖｳ ﾑﾈｵｷ
楊　宗興

<平成31年4月>
理学博士

23 専 教授
ﾀｶﾔﾅｷﾞ ﾏｻｵ
高栁　正夫

<平成31年4月>
理学博士

東京農工大学
教授
平7.4

5日

東京農工大学
教授

平18.11
5日22 専 教授

ﾖｼﾀﾞ ﾏｺﾄ
吉田　誠

<平成31年4月>
博士(農学)



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担　当
単位数

年　間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

専任等
区　分

職位 年齢
保有

学位等

月　額
基本給

（千円）

国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境化学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境化学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
森林環境保全学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ｉ※ 1･2① 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生態系保全学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
森林環境保全学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物生産工学Ⅲ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1

32 専 教授
ｻｶｲ ｹﾝｼ

酒井　憲司
<平成31年4月>

農学博士
東京農工大学

教授
平8.3

5日

東京農工大学
教授
平3.6

5日

東京農工大学
教授

昭56.4
5日

31 専 教授
ﾄﾀﾞ ﾋﾛﾄ

戸田　浩人
<平成31年4月>

博士(農学)

30 専 教授
ﾎｼﾉ ﾖｼﾉﾌﾞ
星野　義延

<平成31年4月>
博士(農学)

29 専 教授
ﾂﾁﾔ ﾄｼﾕｷ

土屋　俊幸
<平成31年4月>

農学博士
東京農工大学

教授
平14.4

5日

東京農工大学
教授

平24.8

5日

東京農工大学
教授

平10.8
5日

28 専 教授
ﾏﾂﾀﾞ ｶｽﾞﾋﾃﾞ
松田　和秀

<平成31年4月>
博士(理学)

27 専 教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ｲｽﾞﾐ
渡邉　泉

<平成31年4月>
博士(農学)



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
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配当
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担　当
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農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物生産工学Ⅱ※ 1･2① 0.9 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
地域環境工学Ｉ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
地球社会学概論Ⅱ 1･2④ 1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
食料環境経済学Ⅲ※ 1･2③ 0.9 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
地球社会学概論Ⅱ 1･2④ 1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
食料環境経済学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境社会関係学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
地球社会学概論Ⅱ 1･2④ 1 1

東京農工大学
教授
平7.4

5日

東京農工大学
教授

平21.4
5日

37 専 教授
ｱｻｵｶ ﾕｷﾋｺ
朝岡　幸彦

<平成31年4月>

博士(教育
学)

36 専 教授
ﾔﾏｻﾞｷ ﾘﾖｳｲﾁ
山﨑　亮一

<平成31年4月>
博士(農学)

35 専 教授
ﾉﾐﾔﾏ ﾄｼｵ

野見山　敏雄
<平成31年4月>

博士(農学)
東京農工大学

教授
平4.4

5日

東京農工大学
教授

平18.11
5日

東京農工大学
教授

昭59.3
5日

34 専 教授
ｻｲﾄｳ ﾋﾛﾀｶ
斎藤　広隆

<平成31年4月>

Doctor of
Philosophy

in
Environmen

tal
Engineerin
g(米国)

33 専 教授
ﾄｳｼﾞﾖｳ ｾｲｼﾕｳ
東城　清秀

<平成31年4月>
博士(農学)



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
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担　当
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年　間
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現　職
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保有

学位等

月　額
基本給

（千円）

農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
食料環境経済学Ⅱ※ 1･2③ 1.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
地球社会学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
共生人間学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
国際イノベーション農学概論Ｉ※ 1･2② 0.2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学演習Ⅲ 1･2通 2 1
国際環境修復保全学Ⅱ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
国際イノベーション農学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.5 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際地域開発学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学演習Ⅰ 1･2通 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1

東京農工大学
教授

平12.8
5日

ﾔﾏﾀﾞ ﾏｻｱｷ Doctor of 東京農工大学

東京農工大学
教授

平19.4
5日

42 専 教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾋﾛｽﾞﾐ
渡邊　裕純

<平成31年4月>

Doctor of
Philosophy

(米国)

41 専 教授
ｺｳｺﾞ ﾕｳｼﾞ
向後　雄二

<平成31年4月>
博士(農学)

40 専 教授
ﾌｼﾞｲ ﾖｼﾊﾙ
藤井　義晴

<平成31年4月>
農学博士

東京農工大学
教授

平23.10
5日

5日

39 専 教授
ﾀｶﾊｼ ﾖｼﾀｶ
高橋　美貴

<平成31年4月>
博士(文学)

東京農工大学
教授

平14.4
5日

38 専 教授
ﾁﾄｾ ｱﾂｼ
千年　篤

<平成31年4月>

Doctor of
Philosophy

in
Agricultur

al
Economics(

米国)

東京農工大学
教授

平18.4



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
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配当
年次

担　当
単位数

年　間
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現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

専任等
区　分

職位 年齢
保有

学位等

月　額
基本給

（千円）

農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
国際イノベーション農学概論Ｉ※ 1･2② 0.4 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学特論Ⅰ 1･2通 1 1
空間情報解析演習※ 1･2① 0.5 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学演習Ⅳ 1･2通 2 1
農学演習Ⅴ 1･2通 2 1
国際環境修復保全学Ｉ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
国際イノベーション農学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.7 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1

東京農工大学
教授
平3.6

5日48 専 教授
ﾏﾁﾀﾞ ﾉﾎﾞﾙ
町田　登

<平成31年4月>
獣医学博士

5日

47 専 教授
ﾀｹﾊﾗ ｶｽﾞｱｷ
竹原　一明

<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
教授

平22.6
5日

東京農工大学
教授

昭57.4
5日

46 専 教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ｹﾞﾝ
渡辺　元

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
教授

昭57.4

45 専 教授
ｼﾊﾞﾀ ﾋﾃﾞｼ
柴田　秀史

<平成31年4月>
医学博士

5日

44 専 教授
ｺﾞﾐ ﾀｶｼ

五味　高志
<平成31年4月>

Doctor of
Philosophy

In
Forestry(

米国)

東京農工大学
教授

平19.10
5日

43 専 教授 山田　祐彰
<平成31年4月>

Philosophy
(米国)

教授
平12.7
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農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1

東京農工大学
特任教授
平27.8

5日

東京農工大学
教授

平19.4
5日

53 専 特任教授
ｳﾁﾃﾞ ﾂﾖｼ
打出　毅

<平成31年4月>

博士(獣医
学)

52 専 教授
ｼﾌﾞﾀﾆ ﾏｺﾄ
渋谷　淳

<平成31年4月>
医学博士

5日

51 専 教授
ﾌｸｼﾏ(ﾔﾏｸﾞﾁ) ﾘﾕｳｼﾞ
福島(山口)　隆治
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
教授

平19.10
5日

東京農工大学
教授

平23.11
5日

50 専 教授
ﾀﾅｶ ﾄﾓﾐ

田中　知己
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
教授
平7.4

49 専 教授
ﾐｽﾞﾀﾆ ﾃﾂﾔ
水谷　哲也

<平成31年4月>

博士(獣医
学)
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国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
動物生産科学Ⅰ※ 1･2① 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生産環境科学Ⅱ※ 1･2③ 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
植物生産科学Ⅰ※ 1･2① 0.9 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.3 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生産環境科学Ｉ※ 1･2① 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生産環境科学Ｉ※ 1･2① 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生産環境科学Ⅱ※ 1･2① 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1

5日

59 専 准教授
ﾊﾞﾝ ﾀｸﾔ
伴　琢也 博士(農学)

東京農工大学
准教授 5日

東京農工大学
准教授
平21.10

5日

58 専 准教授
ﾓﾄﾊﾞﾔｼ ﾀｶｼ
本林　隆

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
平6.4

東京農工大学
准教授
平17.10

5日

57 専 准教授
ｵｵﾂ ﾅｵｺ

大津　直子
<平成31年4月>

博士(農学)

56 専 准教授
ﾔﾏﾀﾞ ﾃﾂﾔ

山田　哲也
<平成31年4月>

博士(農学)

5日

55 専 准教授
ﾀﾅｶ ﾊﾙｵ

田中　治夫
<平成31年4月>

農学博士
東京農工大学

准教授
平3.7

5日

54 専 准教授
ﾖｺﾔﾏ ﾀｹｼ
横山　岳

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
昭63.4
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農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
動物生産科学Ⅰ※ 1･2③ 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生産環境科学Ⅱ※ 1･2③ 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生産環境科学Ｉ※ 1･2① 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅰ※ 1･2① 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅳ※ 1･2③ 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1

東京農工大学
准教授
平17.2

5日

東京農工大学
准教授
平8.10

5日

64 専 准教授
ﾓﾘﾔﾏ ﾋﾛﾐﾂ
森山　裕充

<平成31年4月>
博士(農学)

63 専 准教授
ﾋﾗｵｶ ﾂﾖｼ
平岡　毅

<平成31年4月>
理学博士

5日

東京農工大学
特任准教授

平28.1
5日

62 専
特任准教

授

ｽｷﾞﾑﾗ ｻﾄｼ
杉村　智史

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
特任准教授
平25.11

東京農工大学
准教授
平28.11

5日

61 専
特任准教

授

ｽｷﾞﾊﾗ ｿｳ
杉原　創

<平成31年4月>
博士(農学)

60 専 准教授
ｼﾝﾑﾗ ﾂﾖｼ
新村　毅

<平成31年4月>
博士(学術)

<平成31年4月> 平21.10
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農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅰ※ 1･2① 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生理生化学Ⅱ※ 1･2③ 0.5 1
国際応用生命化学Ⅱ※ 1･2③ 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
フィールド・ラボ安全管理と研究倫理Ⅱ※ 1･2③ 0.7 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生体分子化学Ⅰ※ 1･2① 0.5 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生体分子化学Ⅱ※ 1･2③ 0.8 1
国際応用生命化学Ⅰ※ 1･2① 0.5 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生体分子化学Ⅰ※ 1･2① 0.5 1
国際応用生命化学Ⅱ※ 1･2③ 0.5 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1

専 准教授
ﾏﾂｼﾀ ﾔｽﾋｺ
松下　保彦

<平成31年4月>
学術博士

5日

69
東京農工大学

准教授
平8.4

5日

東京農工大学
准教授
平10.4

5日

68 専 准教授
ﾖｼﾀﾞ ﾀﾀﾞｼ
好田　正

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
平10.7

東京農工大学
准教授
平2.7

5日

67 専 准教授
ｷﾀﾉ ﾖｼｶｽﾞ
北野　克和

<平成31年4月>
博士(農学)

66 専 准教授
ｶﾜｲ ｼﾝﾔ

川合　伸也
<平成31年4月>

農学博士

5日65 専
特任准教

授

ｺﾏﾂ ｹﾝ
小松　健

<平成31年4月>

博士(生命
科学)

東京農工大学
特任准教授

平26.1
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論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生体分子化学Ⅰ※ 1･2① 0.4 1
国際応用生命化学Ⅱ※ 1･2③ 0.5 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
応用生命化学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生理生化学Ⅰ※ 1･2① 0.4 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ｉ 1･2② 1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
フィールド・ラボ安全管理と研究倫理Ⅰ※ 1･2① 0.7 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境資源材料学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
資源機能制御学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1

専 准教授
ﾊｶﾞ ﾅｵｷ

芳賀　尚樹
<平成31年4月>

博士(薬学)
東京農工大学

准教授
平11.1

5日

ｶｽﾔ ﾅﾂｷ
粕谷　夏基

<平成31年4月>
博士(農学)

5日

73

東京農工大学
准教授
平6.8

5日74 専 准教授

72 専 准教授
ｻﾄｳ ｹｲｲﾁ

佐藤　敬一
<平成31年4月>

博士(農学)
東京農工大学

准教授
昭59.12

准教授
ｻｻｷ ﾉﾌﾞﾐﾂ

佐々木　信光
<平成31年4月>

博士(農学)

東京農工大学
特任准教授
平25.12

5日

東京農工大学
准教授
平18.1

5日

71 専
特任准教

授

ｷﾑﾗ ｲｸｵ
木村　郁夫

<平成31年4月>
博士(薬学)

70 専
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国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
資源機能制御学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ｉ 1･2② 1 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
資源機能制御学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境生物学Ｉ 1･2① 2 1
環境生物学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境化学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境生物学Ｉ 1･2① 2 1
環境生物学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1ｵｵｼﾞ ﾏﾄﾞｶ

5日

79

東京農工大学

専 准教授
ｳﾒｻﾞﾜ ﾕｳ
梅澤　有

<平成31年4月>
博士(理学)

東京農工大学
准教授
平29.9

5日

78 専 准教授
ﾀﾗｵ ﾐﾂﾉﾘ

多羅尾　光徳
<平成31年4月>

博士(農学)
東京農工大学

准教授
平8.4

東京農工大学
特任准教授
平27.10

5日77 専
特任准教

授

ﾎﾘｶﾜ ﾖｼｷ
堀川　祥生

<平成31年4月>
博士(農学)

5日

東京農工大学
准教授
平3.5

5日

76 専 准教授
ﾅｶﾊﾞ ｻﾄｼ
半　智史

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
平23.12

75 専 准教授
ｵｵﾐ ﾏｻﾊﾙ

近江　正陽
<平成31年4月>

農学博士
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農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.3 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境化学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境生物学Ｉ 1･2① 2 1
環境生物学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
森林環境保全学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生態系保全学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ｉ※ 1･2① 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生態系保全学Ⅲ 1･2② 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1

東京農工大学
准教授
平10.4

5日85 専 准教授
ｼﾓﾀﾞ ﾏｻﾋﾛ
下田　政博

<平成31年4月>
博士(理学)

5日

84 専 准教授
ｶﾈｺ ﾔﾖｲ

金子　弥生
<平成31年4月>

博士(農学)
東京農工大学

准教授
平21.9

5日

83 専 准教授
ｲﾜｵｶ ﾏｻﾋﾛ
岩岡　正博

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
平11.3

5日

大地　まどか
<平成31年4月>

博士(農学)

東京農工大学
准教授
平24.10

5日

82 専
特任准教

授

ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾏｺﾄ
渡辺　誠

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
特任准教授
平25.11

准教授
平18.11

5日

81 専 准教授
ﾅｶｼﾏ ﾖｼﾋﾛ
中嶋　吉弘

<平成31年4月>
博士(理学)

80 専 准教授



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
年次

担　当
単位数

年　間
開講数

現　職
（就任年月）

申請に係る大
学等の職務に
従 事 す る
週当たり平均
日 数

調書
番号

専任等
区　分

職位 年齢
保有

学位等

月　額
基本給

（千円）

農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生態系保全学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ｉ※ 1･2① 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
森林環境保全学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ｉ※ 1･2① 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
森林環境保全学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ｉ※ 1･2① 0.1 1
農学実験計画法および統計解析演習Ⅰ 1･2① 1 1
農学実験計画法および統計解析演習Ⅱ 1･2③ 1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生態系保全学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
森林環境保全学Ⅲ 1･2② 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1

5日

87 専 准教授
ｼﾗｷ ｶﾂｼｹﾞ
白木　克繁

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
平11.5

86 専

5日

88 専 准教授
ﾁｴ ﾄﾞﾝｽ
崔　東寿

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
平18.12

5日

東京農工大学
准教授
平11.4

東京農工大学
准教授
平20.5

5日

東京農工大学
准教授
平24.2

5日

90 専 准教授
ｺｲｹ ｼﾝｽｹ

小池　伸介
<平成31年4月>

博士(農学)

89 専 准教授
ｱｶｻｶ ﾑﾈﾐﾂ
赤坂　宗光

<平成31年4月>

博士(地球
環境科学)

准教授
ﾖｼｶﾜ ﾏｻﾄ

吉川　正人
<平成31年4月>

博士(農学)



フリガナ

氏名
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農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
森林環境保全学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
自然環境資源学概論Ｉ※ 1･2① 0.3 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生態系保全学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生態系保全学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
食農情報工学概論Ｉ※ 1･2② 0.5 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物生産工学Ⅱ※ 1･2① 1.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
地域環境工学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
食農情報工学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.5 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物生産工学Ｉ※ 1･2③ 1.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1

5日

95 専 准教授
ﾅｶｼﾞﾏ ﾏｻﾋﾛ
中島　正裕

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
平18.5

5日

94 専 准教授
ﾁﾖｳｻ ﾀﾀﾞｼ
帖佐　直

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
平22.4

5日

ｽｽﾞｷ ｶｵﾙ
鈴木　馨

<平成31年4月>
博士(農学)

5日

93 専
特任准教

授

ｲﾜｲ(ﾀｶｷﾞ) ﾉﾘｺ
岩井(髙木)　紀子
<平成31年4月>

博士(農学)
東京農工大学
特任准教授

平26.1

東京農工大学
准教授
平2.5

5日92 専 准教授

91 専 准教授
ｶﾖｳ(ｲﾅﾊﾞ) ﾁﾋﾛ

加用(稲葉)　千裕
<平成31年4月>

博士(工学)
東京農工大学

准教授
平24.1



フリガナ

氏名

＜就任（予定）年月＞
担当授業科目の名称

配当
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農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
共生人間学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境社会関係学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
地球社会学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境社会関係学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
地球社会学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
環境社会関係学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
地球社会学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
共生人間学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1

東京農工大学
准教授
平18.3

5日

東京農工大学
准教授
平22.4

5日

101 専 准教授
ｺｳﾀﾞ ﾅｵｺ

甲田　菜穂子
<平成31年4月>

博士(人間
科学)

100 専 准教授
ｴﾉﾓﾄ ﾋﾛﾕｷ
榎本　弘行

<平成31年4月>
博士(法学)

5日

99 専 准教授
ﾖｼﾀﾞ ﾋﾛｼ
吉田　央

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
准教授
平5.6

5日

東京農工大学
准教授
平5.4

5日

98 専 准教授
ﾜﾀﾅﾍﾞ ﾂｶｻ
渡邊　司

<平成31年4月>
法学修士

東京農工大学
准教授
昭62.5

97 専 准教授
ﾀｹﾀﾞ ｼﾖｳﾍｲ
武田　庄平

<平成31年4月>
学術修士

准教授
ﾀﾂﾐ ｹﾝｲﾁ

辰己　賢一
<平成31年4月>

博士(工学)
東京農工大学

准教授
平24.12

5日96 専
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（千円）

農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
国際イノベーション農学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学演習Ⅰ 1･2通 2 1
国際地域開発学Ｉ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
国際イノベーション農学概論Ｉ※ 1･2② 0.2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学演習Ⅲ 1･2通 2 1
国際環境修復保全学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
国際イノベーション農学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
農学演習Ⅱ 1･2通 2 1
国際生物生産資源学Ｉ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
国際イノベーション農学概論Ｉ※ 1･2② 0.2 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際生物生産資源学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1

博士(農学)
東京農工大学

准教授
平24.2

5日

東京農工大学
准教授
平12.12

5日

東京農工大学
准教授
平28.4

5日106 専 准教授
ｶﾂﾗ ｹｲｽｹ
桂　圭佑

<平成31年4月>
博士(農学)

5日

105 専 准教授
ｵｶｻﾞｷ ｼﾝ
岡崎　伸

<平成31年4月>

104 専 准教授
ｶﾄｳ ﾀｽｸ
加藤　亮

<平成31年4月>
農学博士

東京農工大学
准教授
平23.6

東京農工大学
准教授
平11.4

5日

103 専 准教授
ｶﾜﾊﾞﾀ ﾖｼｺ
川端　良子

<平成31年4月>
博士(農学)

102 専 准教授
ﾀｹｳﾁ ｲｸｵ

竹内　郁雄
<平成31年4月>

博士(農学)
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論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学実験計画法および統計解析演習Ⅰ 1･2① 1 1
農学実験計画法および統計解析演習Ⅱ 1･2③ 1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1

5日

東京農工大学
准教授
平24.5

5日

111 専 准教授
ﾖｼﾀﾞ ﾄｼﾉﾘ
吉田　敏則

<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
准教授
平25.10

東京農工大学
准教授
平4.4

5日

110 専 准教授
ﾌﾙﾔ ﾃﾂﾔ

古谷　哲也
<平成31年4月>

Doctor of
Philosophy

(米国)

109 専 准教授
ｻﾄｳ ﾄｼﾕｷ

佐藤　俊幸
<平成31年4月>

理学博士

5日

108 専 准教授
ﾊﾔｼﾀﾞﾆ ﾋﾃﾞｷ
林谷　秀樹

<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
准教授
昭60.4

5日

107 専 准教授
ﾀﾆｸﾞﾁ ﾀｶﾋﾃﾞ
谷口　隆秀

<平成31年4月>
獣医学博士

東京農工大学
准教授
平8.1
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農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1

東京農工大学
准教授
平22.10

5日117 専 准教授
ｽｽﾞｷ ｶｽﾞﾋｺ
鈴木　和彦

<平成31年4月>

博士(獣医
学)

5日

116 専 准教授
ﾅｶﾞｵｶ ｹﾝﾀﾛｳ
永岡　謙太郎
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
准教授
平23.3

5日

東京農工大学
准教授
平13.4

5日

115 専 准教授
ｼﾐｽﾞ ﾐｷ

清水　美希
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
准教授
平21.11

東京農工大学
准教授
平19.7

5日

114 専 准教授
ﾀﾅｶ(ｼﾐｽﾞ) ﾘﾖｳ
田中(清水)　綾
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

113 専 准教授
ﾆｼﾌｼﾞ ｺｳｼﾞ
西藤　公司

<平成31年4月>

博士(獣医
学)

112 専 准教授
ｻｻｷ ｶｽﾞｱｷ

佐々木　一昭
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
准教授
平19.4

5日
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論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
動物生産科学Ⅱ※ 1･2① 0.6 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
植物生産科学Ⅱ※ 1･2③ 1.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1

論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1

生物生産科学概論Ｉ 1･2② 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物制御科学Ⅱ※ 1･2③ 0.8 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1

123 専 講師
ｱﾝﾄﾞｳ ｹｲｽｹ
安藤　恵介

<平成31年4月>
博士(農学) 環境資源材料学Ⅱ 1･2③ 2 1

東京農工大学
講師
平6.4

5日

自然環境資源学概論Ｉ※ 1･2① 0.1 1
フィールド・ラボ安全管理と研究倫理Ⅰ※ 1･2① 0.7 1
フィールド・ラボ安全管理と研究倫理Ⅱ※ 1･2③ 0.7 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1

5日

東京農工大学
准教授
平24.9

5日

119 専 准教授
ｺﾔﾏ ｻﾄｼ

小山　哲史
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
准教授
平24.1

118 専 准教授
ｵｵﾏﾂ ﾂﾄﾑ
大松　勉

<平成31年4月>

博士(獣医
学)

5日

122 専 講師
ｲﾉｳｴ(ﾜﾀﾅﾍﾞ) ﾏｷ

井上(渡邉)　真紀
<平成31年4月>

博士(農学)
東京農工大学

講師
平25.4

5日

講師
ｽｽﾞｷ ｻｶｴ
鈴木　栄

<平成31年4月>
博士(学術)

120 専 講師
ﾀﾌﾞﾉｷ ﾋﾛｺ

天竺桂　弘子
<平成31年4月>

博士(農学)
東京農工大学

講師
平25.5

東京農工大学
講師

平16.10
5日121 専
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国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
森林環境保全学Ⅱ 1･2③ 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1

自然環境資源学概論Ｉ※ 1･2① 0.1 1

森林環境保全学Ⅲ 1･2② 2 1

食農情報工学概論Ｉ※ 1･2② 0.5 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
生物生産工学Ｉ※ 1･2③ 0.9 1
空間情報解析演習※ 1･2① 0.5 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
地球社会学概論Ⅱ 1･2④ 1 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
食料環境経済学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1

地球社会学概論Ｉ※ 1･2② 0.1 1

共生人間学Ⅱ 1･2③ 2 1

地球社会学概論Ｉ※ 1･2② 0.5 1
21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
共生人間学Ⅰ 1･2① 2 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
地球社会学概論Ⅱ 1･2④ 1 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
食料環境経済学Ⅱ※ 1･2③ 0.9 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1

127 専 講師
ｱﾗｲ(ﾜﾀﾅﾍﾞ) ｻﾁﾎ

新井(渡部)　祥穂
<平成31年4月>

博士(学術)
東京農工大学

講師
平21.12

124 専 講師
ﾏﾂﾓﾄ ﾀｹｼ
松本　武

<平成31年4月>

ｻﾜ ﾖｼﾅﾘ
澤　佳成

<平成31年4月>
博士(学術)

5日

128 専 講師
ﾀｹﾓﾄ ﾀﾛｳ

竹本　太郎
<平成31年4月>

博士(農学)
東京農工大学

講師
平28.4

5日

東京農工大学
講師

平23.12
5日

東京農工大学
講師

平25.4
5日

130 専 講師
ｸｻﾄﾞｺﾛ ﾓﾄｲ
草処　基

<平成31年4月>
博士(農学)

129 専 講師

東京農工大学
講師

平25.8
5日126 専 講師

ﾔﾏｼﾀ ﾒｸﾞﾐ
山下　恵

<平成31年4月>
博士(工学)

東京農工大学
講師

平20.5
5日125 専 講師

ﾖｼﾀﾞ ﾄﾓﾋﾛ
吉田　智弘

<平成31年4月>
博士(農学)

博士(農学)
東京農工大学

講師
平22.4

5日
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論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅰ※ 1･2① 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1
農学課題別演習 1･2通 1 1
国内外特別演習 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅰ 1･2通 1 1
国際研究プレゼンテーション演習Ⅱ 1･2通 1 1
国際応用動物学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1
農学特別研究Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅰ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅱ 1･2通 1 1
農学特別研究Ⅲ 1･2通 4 1
農学特別研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅲ 1･2通 1 1
農学展開研究Ⅳ 1･2通 1 1
農学特別演習Ⅰ 1･2通 4 1
農学特別演習Ⅱ 1･2通 4 1
論文レビュー特別演習Ⅰ 1通 2 1
論文レビュー特別演習Ⅱ 1通 2 1

生物生産科学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1

動物生産科学Ⅱ※ 1･2① 0.6 1

応用生命化学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1

生理生化学Ⅰ※ 1･2① 0.4 1

137 専 助教
ﾐｽﾞｶﾜ ｶｵﾙｺ
水川　薫子

<平成31年4月>
博士(農学) 自然環境資源学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1

東京農工大学
助教

平25.10
5日

食農情報工学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.5 1

地域環境工学Ⅲ 1･2① 2 1

地球社会学概論Ⅱ 1･2④ 1 1

食料環境経済学Ⅲ※ 1･2③ 1.1 1

140 専 助教
ｵｲｶﾜ ﾖｳｾｲ
及川　洋征

<平成31年4月>
博士(農学) 国際イノベーション農学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1

東京農工大学
助教

平12.7
5日

141 専 助教
ｼﾞﾖｳ ｶｲｼﾖｳ
聶　海松

<平成31年4月>
博士(農学) 国際イノベーション農学概論Ⅱ※ 1･2④ 0.1 1

東京農工大学
助教

平23.11
5日

142 兼担 教授
ﾄﾖﾀﾞ ｺｳｷ

豊田　剛己
<平成31年4月>

博士(農学) 農と工の科学概論※ 1･2① 0.3 1
東京農工大学教授

平12.4

143 兼担 教授
ｱｷｻﾜ ｱﾂｼ
秋澤　淳

<平成31年4月>
博士(工学) 農と工の科学概論※ 1･2① 0.1 1

東京農工大学教授
平7.4

5日

東京農工大学
講師

平19.10
5日

134 専 講師
ｲﾃﾞ(ｶﾀﾔﾏ) ｶｵﾘ

井手(片山)　香織
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
講師

平21.4

東京農工大学
講師

平22.8
5日

133 専 講師
ｵｵﾓﾘ ｹｲﾀﾛｳ

大森　啓太郎
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

132 専 講師
ｷｼﾓﾄ ﾐｵﾘ

岸本　海織
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

131 専 講師
ｲｼﾊﾗ(ｶﾄｳ) ｶﾅｺ

石原(加藤)　加奈子
<平成31年4月>

博士(獣医
学)

東京農工大学
講師

平24.4
5日

5日139 専 助教
ﾐﾔﾏ ｴﾘｺ

觀山　恵理子
<平成31年4月>

博士(学術)
東京農工大学

助教
平29.4

5日138 専 助教
ﾌｸﾀﾞ ｼﾝｼﾞ
福田　信二

<平成31年4月>
博士(農学)

東京農工大学
助教

平26.2

5日136 専 助教
ｽｽﾞｷ ｴﾘｺ

鈴木　絵里子
<平成31年4月>

博士(理学)
東京農工大学

助教
平22.4

東京農工大学
助教

平25.10
5日135 専 助教

ｲﾄｳ ｶﾂﾋｺ
伊藤　克彦

<平成31年4月>
博士(農学)
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144 兼担 教授
ｲｼﾀﾞ ﾋﾛｼ
石田　寛

<平成31年4月>
博士(工学) 農と工の科学概論※ 1･2① 0.1 1

東京農工大学教授
平16.4

145 兼担 教授
ｶｼﾞﾀ ｼﾝﾔ

梶田　真也
<平成31年4月>

博士(農学) 農と工の科学概論※ 1･2① 0.1 1
東京農工大学教授

平12.7

146 兼担 教授
ﾏｽﾀﾞ ｺｳｼﾞ
桝田　晃司

<平成31年4月>
博士(工学) 農と工の科学概論※ 1･2① 0.1 1

東京農工大学教授
平15.4

147 兼担 准教授
ﾀｻｷ ｱﾂｺ

田﨑　敦子
<平成31年4月>

博士(人文
科学)

異文化コミュニケーション学 1･2③ 2 1
東京農工大学

准教授
平6.10

148 兼担 准教授
ﾎﾝｺﾞｳ ﾄﾓｺ
本郷　智子

<平成31年4月>

修士(教育
学)

日本語Ⅰ 1･2③ 2 1
東京農工大学

准教授
平19.3

149 兼担 准教授
ｲﾄｳ(ﾊﾔｶﾘ) ﾅﾂﾐ

伊藤(早狩)　夏実
<平成31年4月>

Master of
Arts

Linguistic
s(米国)

日本語Ⅱ 1･2① 2 1
東京農工大学

准教授
平29.4

150 兼担 准教授
ｱｶｲ ﾉﾌﾞﾕｷ
赤井　伸行

<平成31年4月>
博士(学術) 農と工の科学概論※ 1･2① 0.1 1

東京農工大学准教授
平24.2

151 兼担 准教授
ﾄﾐﾅｶﾞ ﾖｳｲﾁ
富永　洋一

<平成31年4月>
博士(工学) 農と工の科学概論※ 1･2① 0.1 1

東京農工大学准教授
平19.9

152 兼担 准教授
ｳﾚﾂﾄ ﾚﾝｺﾞﾛ

Wuled Lenggoro
<平成31年4月>

博士(工学) 農と工の科学概論※ 1･2① 0.1 1
東京農工大学准教授

平19.1

153 兼任 講師
ﾅｶﾑﾗ ｻﾄｼ
中村　達

<平成31年4月>
農学博士 生物制御科学Ⅲ※ 1･2① 0.6 1

国際農林水産業研究セン
ター主任研究員

H2.4

154 兼任 講師
ﾅｶｼﾞﾏ ﾏｻﾄｼ
中嶋　正敏

<平成31年4月>
博士(農学) 生物制御科学Ⅳ※ 1･2③ 0.6 1

東京大学准教授
平3.8

155 兼任 講師
ﾐｳﾗ ﾋﾃﾞｷ
三浦 英樹

<平成31年4月>
博士(理学) 生物生産科学特論Ⅰ※ 1･2② 0.5 1

国立極地研究所准教授
平6.10

156 兼任 講師
ｼﾌﾞﾔ ｹﾝｲﾁ
渋谷　健市

<平成31年4月>
博士(農学) 生物生産科学特論Ⅱ※ 1･2② 0.5 1

農業・食品産業技術総合研
究機構主任研究員

平22.4

157 兼任 講師
ｵｵﾂ ﾊﾙﾋｺ

大津　晴彦
<平成31年4月>

博士(農学) 生物生産科学特論Ⅲ※ 1･2② 0.5 1
農業・食品産業技術総合研

究機構科長
平30.4

健康長寿科学Ⅰ※ 1･2① 0.6 1

応用生命化学特論Ⅰ※ 1･2① 0.5 1

159 兼任 講師
ﾔﾅｲ ｼｭｳｲﾁ
柳井　修一

<平成31年4月>

博士
(心理学)

健康長寿科学Ⅰ※ 1･2① 0.2 1
東京都健康長寿医療セン

ター研究所研究員
平22.4

160 兼任 講師
ﾎｯﾀ ﾊﾙﾐ

堀田　晴美
<平成31年4月>

理学博士 健康長寿科学Ⅰ※ 1･2① 0.2 1
東京都健康長寿医療セン

ター研究所研究部長
昭61.4

161 兼任 講師
ﾐｳﾗ ﾏｻﾐ

三浦　正巳
<平成31年4月>

医学博士 健康長寿科学Ⅰ※ 1･2① 0.2 1
東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究副部長

平11.4

162 兼任 講師
ｲｼｲ ｹﾝｼﾞ

石井　賢二
<平成31年4月>

医学士 健康長寿科学Ⅰ※ 1･2① 0.2 1
東京都健康長寿医療セン

ター研究所研究部長
平2.4

163 兼任 講師
ﾑﾗﾔﾏ ｼｹﾞｵ
村山　繁雄

<平成31年4月>
医学博士 健康長寿科学Ⅰ※ 1･2① 0.2 1

東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究部長

平11.6

164 兼任 講師
ｲﾄｳ ﾏｻｼ

伊藤　雅史
<平成31年4月>

医学博士 健康長寿科学Ⅰ※ 1･2① 0.2 1
東京都健康長寿医療セン

ター研究所研究部長
平23.10

165 兼任 講師
ｼﾝｶｲ ｼｮｳｼﾞ
新開　省二

<平成31年4月>
医学博士 健康長寿科学Ⅰ※ 1･2① 0.2 1

東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究部長

平10.4

健康長寿科学Ⅱ※ 1･2③ 0.7 1

応用生命化学特論Ⅱ 1･2① 1 1

167 兼任 講師
ｳｴｽﾞﾐ ｱｷﾖｼ
上住　聡芳

<平成31年4月>

博士(障害
科学)

健康長寿科学Ⅱ※ 1･2③ 0.2 1
東京都健康長寿医療セン
ター研究所専門副部長

平29.1

168 兼任 講師
ﾄﾖﾀ ﾏｻｼ

豊田　雅士
<平成31年4月>

博士(工学) 健康長寿科学Ⅱ※ 1･2③ 0.2 1
東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究副部長

平22.4

169 兼任 講師
ｲﾉｳｴ ｻﾄｼ
井上　聡

<平成31年4月>
博士(医学) 健康長寿科学Ⅱ※ 1･2③ 0.2 1

東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究部長

平28.1

170 兼任 講師
ｺﾝﾄﾞｳ ﾖｼﾀｶ
近藤　嘉高

<平成31年4月>
博士(医学) 健康長寿科学Ⅱ※ 1･2③ 0.2 1

東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究員

平28.4

171 兼任 講師
ｵｵｻﾜ ｲｸﾛｳ
大澤　郁朗

<平成31年4月>
工学博士 健康長寿科学Ⅱ※ 1･2③ 0.2 1

東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究副部長

平22.4

172 兼任 講師
ﾐｳﾗ ﾕﾘ

三浦　ゆり
<平成31年4月>

薬学博士 健康長寿科学Ⅱ※ 1･2③ 0.2 1
東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究副部長

平11.4

健康長寿科学Ⅱ※ 1･2③ 0.1 1

応用生命化学特論Ⅰ※ 1･2① 0.5 1

174 兼任 講師
ﾎｻｶ ﾄｼｵ

保坂　利男
<平成31年4月>

博士(医学) 応用生命化学特論Ⅲ 1･2③ 1 1
杏林大学講師

平26.4

東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究副部長

平10.10

東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究部長

平19.10

173 兼任 講師
ﾏﾝﾔ ﾋﾛｼ
萬谷　博

<平成31年4月>
薬学博士

166 兼任 講師
ｼｹﾞﾓﾄ ｶｽﾞﾋﾛ
重本　和宏

<平成31年4月>
医学博士

158 兼任 講師
ｴﾝﾄﾞｳ ｼｮｳｺﾞ
遠藤　昌吾

<平成31年4月>
薬学博士

東京都健康長寿医療セン
ター研究所研究部長

平21.10
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175 兼任 講師
ｵｵｵｳ ﾐﾁｴｲ
大藤　道衛

<平成31年4月>
博士(医学) 応用生命化学特論Ⅳ 1･2③ 1 1

学校法人小山学園講師
昭63.4

176 兼任 講師
ﾅｶｼﾞﾏ ﾊﾙｼ
中島　春紫

<平成31年4月>
農学博士 応用生命化学特論Ⅴ 1･2③ 1 1

明治大学教授
平16.4

177 兼任 講師
ﾀﾁｶﾜ ﾋﾛﾕｷ
舘川　宏之

<平成31年4月>
博士(農学) 応用生命化学特論Ⅵ※ 1･2② 0.5 1

東京大学准教授
平16.10

178 兼任 講師
ﾔｵｲ ｶﾂﾛｳ

矢追　克郎
<平成31年4月>

博士(農学) 応用生命化学特論Ⅵ※ 1･2② 0.5 1
産業技術総合研究所研究グ

ループ長
平13.4

179 兼任 講師
ｺﾝﾄﾞｳ ﾃﾂｵ
近藤　哲男

<平成31年4月>
博士(工学) 自然環境資源特論Ⅰ※ 1･2② 1 1

九州大学教授
平15.4

180 兼任 講師
ｻｲﾄｳ ﾂｸﾞﾕｷ
齋藤　継之

<平成31年4月>
博士(農学) 自然環境資源特論Ⅰ※ 1･2② 1 1

東京大学准教授
平21.4

181 兼任 講師
ｱﾀﾞﾁ ﾔｽﾋｻ
足立　泰久

<平成31年4月>
農学博士 自然環境資源特論Ⅱ※ 1･2④ 1 1

筑波大学教授
昭63.4

182 兼任 講師
ﾐﾔｻﾞﾜ ﾐﾂﾋﾛ
宮澤　光博

<平成31年4月>
理学博士 自然環境資源特論Ⅱ※ 1･2④ 1 1

農業・食品産業技術総合研
究機構研究ユニット長

平28.4

183 兼任 講師
ｱﾍﾞ ﾋｻｼ
安部　久

<平成31年4月>
農学博士 自然環境資源特論Ⅲ※ 1･2② 1 1

森林研究・整備機構ダイ
バーシティ推進室長

平29.4

184 兼任 講師
ﾜﾀﾞ ﾏｻﾋｻ

和田　昌久
<平成31年4月>

博士(農学) 自然環境資源特論Ⅲ※ 1･2② 1 1
京都大学准教授

平26.3

185 兼任 講師
ｺｳﾗｲ ﾋﾃﾞｱｷ
高麗　秀昭

<平成31年4月>
博士(農学) 自然環境資源特論Ⅳ※ 1･2④ 1 1

森林研究・整備機構チーム
長

平25.4

186 兼任 講師
ｲｶﾞﾗｼ ｷﾖﾋｺ

五十嵐　圭日子
<平成31年4月>

博士(農学) 自然環境資源特論Ⅳ※ 1･2④ 1 1
東京大学准教授

平14.4

187 兼任 講師
ｶﾀﾀﾞ ｹﾞﾝｷ
堅田　元喜

<平成31年4月>
博士(理学) 自然環境資源特論Ⅴ 1･2① 2 1

茨城大学講師
平29.1

188 兼任 講師
ﾊﾘﾉ ﾋﾛﾔ

張野　宏也
<平成31年4月>

博士(農学) 自然環境資源特論Ⅵ 1･2③ 2 1
神戸女学院大学教授

平21.4

189 兼任 講師
ｸﾏﾀﾞ ﾋﾃﾞﾄｼ
熊田　英峰

<平成31年4月>
博士(農学) 自然環境資源特論Ⅶ 1･2① 2 1

東京薬科大学講師
平10.8

190 兼任 講師
ｲﾜﾀ ﾄﾓﾔ

岩田　智也
<平成31年4月>

博士(理学) 自然環境資源特論Ⅷ 1･2③ 2 1
山梨大学准教授

平15.4

191 兼任 講師
ﾅｶﾑﾗ ｱｷﾋﾛ
中村　彰宏

<平成31年4月>

Doctor of
philosophy

in
Ecology(豪

州)

自然環境資源学特論Ⅸ※ 1･2② 1 1
中国科学院

副教授
平25.9

192 兼任 講師
ｳﾁﾀﾞ ｹｲ
内田　圭

<平成31年4月>
博士(理学) 自然環境資源学特論Ⅸ※ 1･2② 1 1

横浜国立大学
産学官連携研究員

平29.4

193 兼任 講師
ｼﾊﾞｻｷ ｼｹﾞﾐﾂ
柴崎　茂光

<平成31年4月>
博士(農学) 自然環境資源学特論Ⅹ※ 1･2④ 1 1

国立歴史民俗博物館
准教授
平22.10

194 兼任 講師
ﾔﾏｼﾀ ｴｲｺ

山下　詠子
<平成31年4月>

博士(農学) 自然環境資源学特論Ⅹ※ 1･2④ 1 1
東京農業大学

助教
平20.3

195 兼任 講師
ﾊﾏﾉ ｻﾖｺ

濱野　佐代子
<平成31年4月>

博士(心理
学)

地球社会学特論Ⅰ※ 1･2① 0.8 1
帝京科学大学准教授

平21.4

196 兼任 講師
ｵｸﾀﾞ ﾖｼﾐﾁ
奥田　喜道

<平成31年4月>
修士(法学) 地球社会学特論Ⅰ※ 1･2① 0.6 1

東京農工大学非常勤講師
H18.10

197 兼任 講師
ﾄﾓﾀﾞ ｼｹﾞｵ
友田　滋夫

<平成31年4月>
博士(農学) 地球社会学特論Ⅰ※ 1･2① 0.6 1

日本大学准教授
平29.4

21世紀農学特論※ 1･2③ 0.1 1

知財の管理と運用 1･2① 1 1

199 兼任 講師
ｴｲﾋﾞﾝｸﾞ ﾕ
Aibing Yu

〈平成31年4月〉

Doctor of
Philosophy

(豪州)

Advanced lecture of
Green, Food, and
Life science※

1･2通 0.5 1
モナシュ大学教授

平26.5

200 兼任 講師
ﾘｰ ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ

Lee MacDonald
〈平成31年4月〉

Doctor of
Philosophy

(米国)

Advanced lecture of
Green, Food, and
Life science※

1･2通 0.5 1
コロラド州立大学教授

平24.9

201 兼任 准教授
ｱｵｷ ﾏｻﾋﾛ

青木　雅浩
〈平成31年4月〉

博士(文学)
Arts ofIntercultural
Communication※

1･2① 0.4 1
東京外国語大学准教授

平28.4

202 兼任 准教授
ｻｶｲ ﾏｷｺ

坂井　真紀子
〈平成31年4月〉

博士(社会
学)

Arts ofIntercultural
Communication※

1･2① 0.4 1
東京外国語大学准教授

平23.10

203 兼任 教授
ﾄｻ ｹｲｺ

土佐　桂子
〈平成31年4月〉

文学博士
Arts ofIntercultural
Communication※

1･2① 0.4 1
東京外国語大学教授

平14.10

204 兼任 教授
ﾐﾔｷﾞ ﾄｵﾙ
宮城　徹

〈平成31年4月〉

Doctor of
Philosophy

(豪州)

Arts ofIntercultural
Communication※

1･2① 0.4 1
東京外国語大学教授

平12.10

205 兼任 教授
ﾌｼﾞﾅﾜ ﾔｽﾋﾛ
藤縄　康弘

〈平成31年4月〉
文学修士

Arts ofIntercultural
Communication※

1･2① 0.4 1
東京外国語大学教授

平21.4

工学修士
ﾏﾂｼﾀ ﾌﾐｵ

松下　文夫
〈平成31年4月〉

講師兼任198
東京農工大学教授

平24.12
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206 兼任 講師
ｻｲﾄｳ ｶｽﾞｷ
齋藤　和樹

〈平成31年4月〉
博士(農学) 農学特論Ⅱ 1･2通 2 1

アフリカライスセンター主
席研究員
平23.2

207 兼任 講師
ﾏｷﾊﾗ ﾀﾞｲｺﾞ
槇原　大悟

〈平成31年4月〉
博士(農学) 国際イノベーション農学特論Ⅰ 1･2① 2 1

名古屋大学准教授
平12.6

208 兼任 講師
ｼﾗﾍﾞ ﾏｻｼ

調　麻佐志
〈平成31年4月〉

学術博士 フィールド・ラボ安全管理と研究倫理Ⅰ※ 1･2① 0.7 1
東京工業大学教授

平22.10

209 兼任 講師
ｶﾜｸﾞﾁ ﾐｷｺ

川口　美喜子
〈平成31年4月〉

医学博士 生物生産科学特論Ⅰ※ 1･2② 0.5 1
大妻女子大学教授

平25.4

210 兼任 講師
ｶﾄｳ ﾖｳｲﾁﾛｳ

加藤　洋一郎
〈平成31年4月〉

博士(農学) 生物生産科学特論Ⅱ※ 1･2② 0.5 1
東京大学准教授

平29.4

211 兼任 講師
ｶﾂﾏ ｽｽﾑ
勝間　進

〈平成31年4月〉
博士(農学) 生物生産科学特論Ⅲ※ 1･2② 0.5 1

東京大学准教授
平17.4

212 兼任 講師
ｶﾏｸﾗ ﾀｶｼ

鎌倉　高志
〈平成31年4月〉

農学博士 生物生産科学特論Ⅳ※ 1･2② 0.5 1
東京理科大学教授

平15.4

213 兼任 講師
ﾉﾑﾗ ｺｳｼﾞ

野村　港二
〈平成31年4月〉

理学博士 生物生産科学特論Ⅳ※ 1･2② 0.5 1
筑波大学教授

平3.12

214 兼任 講師
ﾏｽﾄﾐ ﾕｳｼﾞ
増冨 祐司

〈平成31年4月〉

博士(地球
環境学)

食農情報工学特論Ⅰ※ 1･2① 0.5 1
茨城大学准教授

平26.4

215 兼任 講師
ﾁｮｳ ﾒｲ
張 銘

〈平成31年4月〉
博士(工学) 食農情報工学特論Ⅰ※ 1･2① 0.5 1

産業技術総合研究所研究グ
ループ長
平13.4

216 兼任 講師
ｱﾗｷ ﾃﾂﾔ

荒木 徹也
〈平成31年4月〉

博士(農学) 食農情報工学特論Ⅰ※ 1･2① 0.5 1
東京大学准教授

平15.6

217 兼任 講師
ﾏﾙﾀ ﾋﾛｼ
丸田 洋

〈平成31年4月〉
工学士 食農情報工学特論Ⅰ※ 1･2① 0.5 1

株式会社穂海、有限会社穂
海農耕代表取締役

平17.12



平成30年度 入学
定員

編入学
定員

収容
定員

平成31年度 入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

東京農工大学 東京農工大学

　農学部 　農学部

　　生物生産学科 57 - 228 　　生物生産学科 57 - 228

　　応用生物科学科 71 - 284 　　応用生物科学科 71 - 284

　　環境資源科学科 61 - 244 　　環境資源科学科 61 - 244

　　地域生態システム学科 76 - 304 　　地域生態システム学科 76 - 304

　　共同獣医学科(6年制) 35 - 210 　　共同獣医学科(6年制) 35 - 210

　工学部 3年次 　工学部 3年次

　　生命工学科 77 11 330 　　生命工学科 81 11 346 改組(事前伺い)

　　応用分子化学科 46 5 194 　　生体医用システム工学科 56 6 236 改組(事前伺い)

　　有機材料化学科 41 5 174 　　応用化学科 81 10 344 改組(事前伺い)

　　化学システム工学科 35 5 150 　　化学物理工学科 81 7 338 改組(事前伺い)

　　機械システム工学科 116 16 496 　　機械システム工学科 102 16 440 改組(事前伺い)

　　物理システム工学科 56 - 224 　　知能情報システム工学科 120 20 520 改組(事前伺い)

　　電気電子工学科 88 20 392

　　情報工学科 62 8 264

821
3年次

70
3,494 821

3年次

70
3,494

東京農工大学大学院 東京農工大学大学院

　工学府 　工学府

　　生命工学専攻(M) 58 - 116 　　生命工学専攻(M) 58 - 116

　　生命工学専攻(D) 14 - 42 　　生命工学専攻(D) 14 - 42

　　応用化学専攻(M) 78 - 156 　　応用化学専攻(M) 78 - 156

　　応用化学専攻(D) 14 - 42 　　応用化学専攻(D) 14 - 42

　　機械システム工学専攻(M) 70 - 140 　　機械システム工学専攻(M) 70 - 140

　　機械システム工学専攻(D) 13 - 39 　　機械システム工学専攻(D) 13 - 39

　　電子情報工学専攻(D) 19 - 57 　　電子情報工学専攻(D) 15 - 45 入学定員変更(△4)

　　物理システム工学専攻(M) 26 - 52 　　物理システム工学専攻(M) 26 - 52

　　電気電子工学専攻(M) 66 - 132 　　電気電子工学専攻(M) 66 - 132

　　情報工学専攻(M) 42 - 84 　　情報工学専攻(M) 42 - 84

　　産業技術専攻(P) 40 - 80 　　産業技術専攻(P) 40 - 80

　　 共同サステイナビリティ研究専攻(D) 4 - 12 専攻の設置(意見伺い)

　農学府 　農学府

　　生物生産科学専攻(M) 27 - 54 　　農学専攻(M) 174 - 348 改組(事前伺い)

　　共生持続社会学専攻(M) 12 - 24

　　応用生命化学専攻(M) 30 - 60

　　生物制御科学専攻(M) 20 - 40

　　環境資源物質科学専攻(M) 11 - 22

　　物質循環環境科学専攻(M) 17 - 34

　　自然環境保全学専攻(M) 19 - 38

　　農業環境工学専攻(M) 10 - 20

　　国際環境農学専攻(M) 28 - 56

　　共同獣医学専攻(4年制D) 10 - 40 　　共同獣医学専攻(4年制D) 10 - 40

　生物システム応用科学府 　生物システム応用科学府

　　　生物機能システム科学専攻(M) 59 - 118 　　　生物機能システム科学専攻(M) 59 - 118

　　　生物機能システム科学専攻(D) 12 - 36 　　　生物機能システム科学専攻(D) 12 - 36

　　　食料エネルギーシステム科学専攻(一貫制D) 10 - 50 　　　食料エネルギーシステム科学専攻(一貫制D) 10 - 50

　　共同先進健康科学専攻(D) 6 - 18 　　共同先進健康科学専攻(D) 6 - 18

　連合農学研究科 　連合農学研究科

　　生物生産科学専攻(D) 15 - 45 　　生物生産科学専攻(D) 15 - 45

　　応用生命科学専攻(D) 10 - 30 　　応用生命科学専攻(D) 10 - 30

　　環境資源共生科学専攻(D) 10 - 30 　　環境資源共生科学専攻(D) 10 - 30

　　農業環境工学専攻(D) 4 - 12 　　農業環境工学専攻(D) 4 - 12

　　農林共生社会科学専攻(D) 6 - 18 　　農林共生社会科学専攻(D) 6 - 18

756 1,685 756 1,685

国立大学法人東京農工大学　設置計画等に関わる組織の移行表

計
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